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第工章．

第2節

日 カ（

　望験おムおよび材材
　．並Z漿．遊底監アミ　ノ能、窒：素ラ則定諺＼

　　の廠言寸

1　．ニンし｝ごりンラ彦k亀てよろ血ユ漿遊

　　畠窪・アミノ態窒素の定量ラ致

2．ニンし←ソンラ去によう血L漿＝遊

　　璃佳アミノ負迄窒素定量ラ去のβ又良

3．：ニンヒ．卜・〕ンラ去隔てよう重ユ疑透隻ン

　　離アミノ態窒素定量の微量化

4．票糸勺

　．無、麻酔採缶ラ去のオ彙r討

1．ラヅト尾、『脅月低およが頸脅脈よ

　　1ノ無麻酔採皿の1ヨ的
2　．’ラ・ノ｝一i無宰取尾，静那く穿重・1才裏』竺

　　ラ去

3．ラヅト難痢；酔頸・静脈穿刺採¢

　　瓶

4．騎り
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43．
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62．
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　第3飾．反発胃内繊毛！接類：採集；表の族

　　　　　討

　　　L反易胃内繊毛虫類の採集目的
　　　2．ウシの反認胃内繊毛虫類ナ曳量

　　　　　抹集法（採集法1・エ［）

　　　3．肉畜
第：■章，反歯胃内繊毛虫類1給与力団・∀ギの

　　　　血藁遊離アミノ熊窒素激蔑1く与

　　　　之ろ影響

　第1節．乾燥反藍鼠内1繊毛虫：類の給与

　　　　　実、験：

　　　1．実験日的
　　　2．実：馬タこ比う去

　　　3．糸き粟．およ・び考察

　　　脅　…受書

　第2節．；東結反認胃内繊毛虫類の紛・与

　　　　　再必衰

　　　L自験：目的
　　　2．実馬参こ方シ捗＼

　　　3．象亭亭およμ亭亭

　　　　　　　ドら．　　i’，　　大
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　　　4
第：匹孝．

悌1節

　　　1

　　　2

　　　3

　　　4
第丁噂．

第1節

　　票約

　プロビ才ン覆段．給与がヤギの血漿

　遊離アミノ態三等濃度に与えろ

　影響

　．フ・ロピ才ン酸給与量の検討

｝．実：験目的

2．琴《勝方ラム

3　　．　画会弾手fよ．び二考象

4．蓼約
　．プロピオン酸給与実験：

　．実験：目的

　．実験方法

　．結果需よ’び考察

　．1季豹

　反娚胃内…繊免虫1類給与ボラット

　の血漿：三三腐生アミノ態：窒素ラ農7隻に

　与之ろ彩響

　．凍結反鵠胃内繊毛虫類の給与

　　実験

　。実験自的

733・
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1
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1
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161．
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　　　2．実、験方法

　　　3．結果および考察、

　　　4．芋約

　　　し突験日的
｛

　　　2．実験：方法

　　　3．結果需よ．び考寡

　　　ヰ．掌約

笏V章〆総合考察および聡括

　第1飾．総・合考寡

　第2節．総捲
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序　　論

　反銭動物の第一胃と第二胃は栄養上区ヲ・1す

ろ二とが困難：であろことヵ・ら両軍を併覧て反
　　　　　　　　ぐヨゆ
前垂と呼ば敢マ・・ろ。反響周には数†種類の

細苗と繊毛虫が生息1マおり、二八らの微生

物は宿主動物が：摂取、t飼料威分を修気的お

よが嫌気的に分解1マ臼身のハベ謝に利用すろ

・と1司時に．　イざ毒物彦物を反，認胃内にう文出、、て）・

る。従っ7、聖母愚物の栄養は複胃の篠造，ヒ

％二に生息すろ微生物の活動と1＝よ・マ穴き

1く支配さ欺マおり、反男動物の栄義を理解す

，3には、旨訊でれの胃の機能と微生物（細菌

声よが繊毛虫）の嶺箆下縄くな1猟ばナの

1「勺微生物の4杉甲広鼓張i左・外傷性第二胃積

隔膜畑の他の前寸寸亀第ゆ出門立その也
の第切冒疾．乏，ケトーシスその他のイ」く謝稽L害
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な・ど，反＿毎多肇力物的肩の♪グ失．病‘を琴芒：症一く「・せ：．ろ原、云Lヒ

なツ、反身法内微生物ヒその作用は宿主動物

の栄養のみなうず広く健」康状態、にも影響を与

多之うものと，考’之らノ尺てレ・ろ。

　反易動物が古くカ・う家士として飼養：され、

その生産物に対’する期待が六一きかつπごヒも

あll、反璃動物の反窮胃および反場胃内微生

物に関すう三晃1まレし軟的早い時代力・う石仁丹国

巡ちの蘭削を集め、これらの研究が行なわれ

てい1ヒ。　その着果、多くの知識が集積之八、

油圧で痢レミノ・ジー（ぼり醐‘m・1・3y）と・・う

学問分野之彫越し、この分野におすろ知識は
　　　　　　（ZZ，23，　Zδ、31，6外，11・曾5’10る’125）
’す一ビに多くσ）方～1書に巷ヒめう承マいろ。

　反瑠動物と反鰐胃内微生物の蘭係は、動物，

ヒ微生物の生理的相互関係をもり最もべ表的

獣医学の各学問分有アに：関係・するろくのノ砺聚5言：果』

多き包含し7v、ろ．郵苛究ぱ麺栄蓑掌の立

蝪力・ら反鰐胃内繊毛虫類（繊毛，彪♪の有無．が

宿多「動物σ）蛋白萸栄：蓑ニ　ヒ1く血漿遊碕色アミ　ノ



　　　　　　　　　　　　　　　　　ノニ　り

熊，：窒素（PAN）濃度1＝与之ろ景多響1くついて石号

究〔た。　この正め序論で1さ：、　こ瓢なで1て知ラ

烈ている繊毛虫の機能および●繊国字の肩無に

、よう辱重々の不目違点■くつ》・て家あ栄ジ湊宇の立ナ易

力＼う楽し丁こ。

　及．鰐動物が復取1汽飼料は：、反瑠胃内でそ

の：尺玉介が微生物（主と〔て細菌）によソ代

謝ざ八、確率胃内微生物は浄潔ザ威分を利甲L

一司時に多量の代謝産物（アンモニア・揮発

性脂肪酸・発酵ガス）を及甥胃内に放出すろ。

宿主勤物ぱ反鵠胃壁から速，やかに多量のアン

モニアおよび揮発；性脂肪酸（VFA）を吸収、し、

発酵’ガスは『病気と些てロカ’う放出すろ。

　一方，反易胃内には飼料のほカ・に六量のワ皇

液が流〉＼し。唾液には尿素や塩類が含ま八、

国国は反翻壁力・邦が澄れて㌧・ろ．宿主

常性に役立っマお、ソ．やの黒糸、反禺胃内は

臼田曾てヒ・て修適な培養槽となフてし、う．

　反鰐周内微：生物の細菌あよび繊毛藪の殆ど



沈　　 8

れぞ爪げとiO5個体含まれている．この莫穴な

数一の反易月内そ故」生．物ば、　下階月という共通一の

暖馬下で相互に塞存な関連を得ちながう旭互

の下僚代謝賜曽殖に影響を与之ていろヒ西之

うれろ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨエ　
　繊竣ピ虫、‘まi8ヰ3丘キ、　∈rrし」／　とDe　l久千。m4によリ

発見さ爪ヒ．そ承状後、繊毛虫の形熊営的分

類は当時の顕微鏡で観，察が牛角ヒであフ花ニヒ
　　　　　　　　　　　　　　くうの
より比較句に早くかう町営lk．、反鍔胃内細

菌の代謝機能は人工培養の可能な毛のについ

平磯能についマはかなウ解明才八ていろが、

繊毛虫の代謝男能は緻毛虫の堵養が難い’こ

と｛（轟）つて発展ヵ滑れ・喉階2与にH門
燈eは．’船の＋r。におヴる繊毛曳の長期堵養

』に成功し．やれ以後、多くの研究着がこの堵

養を応用発展さ辻マ除契に緻毛虫の機能が角孕
タ

明さ・オ笑て芝「k・　｛かし．ヲ夏Lイ≡とでも繊4ヒ1丑・の糸屯1

粋殆養1ま威功さ敢ていない・↑くめ、繊毛虫の堵



じ鷹　　ら

養実、験は畑菌の宍存下で行なわれており．得

られた箱果ぱ細菌による影響も含まれていろ
ことカ・う、　その角孕釆尺には†分ラ主煮．を芽ムう丈薯≒

があろ．

　これ言での研究により繊キ弘の丈比簑は細
　　　　　　　　　　、　　6登’IS’π3）
菌のそれよゾ毛消化畢が高い、繊毛虫および
系田村の体蛋白箪のアミノ酸糸旦成、ま穣葺丈七島：栄ナに
　　　　　　リヒノリイノロ　つ
よろ景ラ響ヵく・少一ない．　繊毛」自家および●糸田菌の，ネ重類

　　　　　　　　　　　　　　くヰひノ　ヲが
間のアミノ酸組成磋は殆ビ無い、繊毛弦は
　　　　　ぐロどノヨるノり　ノにコ　

L／ぶ含量が多い屯ピカ・ら宿主動物の蛋白賃栄・

養に貢献しているとする根回処になってv・ろ。
　　　　　くヲヨ　
Ho￥i3ししki等1ま・繊毛」・虫体蛋白質。）アミノ酸

系且成を粛白寸中に，こ一P系吉合一・乞もつ特ラ朱なアミノ

酸（2一アi」ノ　エチ1レ／ノr・スホン画斐）　を発見白丁ヒ。

　　　　（90）
Om。Jeヒ久等1ま繊毛！弘；が（人，ε一ジアミノピメリン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醸（PAP）ガラのLγβ生威能をもつ二とを認

む細菌の細胞壁のPAPが瞬合成の才才料ヒ
して繊毛虫、に利用さノ帆うと考之‘た．繊毛虫の
　にコノおヨグそヨラ

粒食性は彼うの食物儀攻．1玖ヒ1て童夢であり、

摂取1衣飼料月および細菌は体蛋白質の合威、
　　　　　　　　　　ll
　　　　　　　　ご÷．　　！ll
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多糖類の貯蔵、VFAの産生に利用される．こ

れうの繊毛虫の磯能に関すろ知’識ば、繊毛曳
が反乾熱身勿の栄養」＝皇弟～なイ1窺堵司を果しマv、ろ

ニヒを明らカ・‘＝∫たが、繊毛虫、の反璃胃内生

息の意義にフいてはケだ殺，一的な見解が得う

ノれて》、なv、。

　すでに述べk繊毛虫の種セの機能は、繊毛

宏の生息の意義を解明ブる長めK了いてim
＞1＋r。の実験：により間接的｛二険討さ爪τくもの

ブ、　直接的な駈下下寸はフ角繊毛珪教CFαu，m武eJ　伽i＿

〃h久1，百）動物と無繊毛＿虫（P（≧千氏）猷ひ十eJ　伽hビ伽ム1，

PF♪多ラ物の「諸子倉ピの未ヨ．違，点、をレし黙すろこヒに

よっマ才屋i則しようヒすろものであろ。
　　　　（に♪
　Be⊂keヒ等は繊毛虫の酒無、による影響叡靭1＞。

て自月5カ日1二する、黒白つで，局九酸金司5容＝i鎖しを用v、て繊

毛払を死i威ざせてF・ヤギとP石ヤギの消化率を
　　　　　　　　　　　　　くエリ
比較いk．その後、Eひ出e等は出生直夜のメ

ン羊を編離（てρ戸メン羊を下馴し、Fメン羊
ゴ

とノ戎長盈及をヒヒ憎し　τし。　　そ　の後L、　ハ』oσ　Akκ似d氏
　（『♪

等はPl。dγ15・出umβU仔・5ucc　C鯵セ（んγ・5・1

　　　　　　　廠　　　！算　　 一た

●



o嶋．　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　（16）
OT）を用v・て［フFウシを作訟し、　Biヒ4等、まNo爪ソ1

’伽m。1¢†k・x／履e（＋erl乙GNq）を甫いて

DF（り｝ウシを作：辻製17三。　二のようにDF産軸物を，

作ムする方法の発1乾によ？てF動物ヒD戸動物
l
lて関す　る　参・く　の不目違点が忠恕　・さ　ズ欠て》・ろ　。

　D増力物の細菌敬なF勤物のぞAより著し〈
　　（24，ら「）

疹くなり、DF動物はF勤物に比べて細菌の浩
　　　　　　　　　　にてノおつ
牲が高・、ヒ考之ら八てv・ろ．繊毛曳の肩無に

幽よう細菌の種類楕：成は一般に変硯するづ易合・が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5『）ごヱるノれノもつ

多・レ・が、　「変ニイしのづ！なrv・湯合も報．岩：芝7K、てし、る．

竈認めう、れな・かフπという享艮告がある。B叶d等

はヨウシに低蛋白賃・高網ネVギー飼料壼給・
　　　ぐ　るラ
与し1kヒさヒ：チヒッジに蛋白質米．準4．6％ま
　　　　　　　　　ぐロコ　
での飼料を給与1πとき，これうの動物の成
長ヒ飼’挙十効率1まFiよ　リ・もPFiの方かぐ高ヵ、＞　7三ヵぐ、

蛋白賃7k準が63％叉上になろヒ差力粗くぼ
　　　　　　　　　　　　　くにのしロう

る　と報告定敢て》、う．　高同等は久素　1、5・％を

含t・飼料（粗蚤伺賃倉量約ω％》左ヤギK給

　　　　　　　’ξ桑i　　l1∫　　一、多ご
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与1て繊毛払の有無によう窒素保留率を検討

（た瀦果、FヤギよリDF々ギのオが窒素保留
｛年トが高v・ことを享艮，」吉kてv、る．　↓ンし上のゑ吉果よ

．リ秘～免虫の有無が宿主尋物の成長、ノ飼料効率、

窒素イ重留率に与之ろ影響は給与・飼粁の条件、

特に、栄義水・準により異なうものヒ考之ら八

ていろ．
　　　　くゆの　　　　　につ　　　　　　　くゆエ　　　　　ごおり
　P。圃dε爪）　EαJi¢，　W一冒△’Mβ，不反橋等はDF

動物の腹子がF動物のぞ八よゾ野芝・・ことも
…幸艮．告し　了手5り、　この禾壱；呆、ま繊毛…拭の肩無、カぐ）宿

主勤物の体形にまで：影響を与之マいろこヒを．

爪（てv・ろ．

　F動物とPF頂物の反寓胃内におけろ種々の

物質代謝については次一のような相違，点が手艮皆

さ’れマいろ．粗食司料87給町・ヒう農厚飼栄ナ多勢已寺

．にお電すろ湘繊稚の消化率は前者では差異が認
　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ヨクめうれないが、後者ではF動物のオが低い．
反乙弼胃内容L牛勿の移勤速ン度」コ：戸唱導シケ勿と［）戸動ケ年間

　　　　　　　　　ぐ　り
切差異が言名めラ，れない。F動物の反易六畜ア
　　　　　　　くどノヱし　ロノ　ロノ　ヨノじしヨヨの　ヨタぼらラ

ンモニア濃度はD吻物のそれよ？高い。F動
　　　　　　　．減　　111
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物の反瑠胃内VFA農及はPF動物のそれよゾ通，
くエリノこレ　ヨノ　ノヨヨラ

の2「が高く、ま一セF零物とPF断物闇の差異が
　　　　　　　　くイヨノおげノ　ヨラ
認めらホ．ないンとも一一あろ一◎一F動物の反寄胃内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐうのエヨノヨううラ　　　　（4『，5し53’6‘7）
＞FA兼且、成r；酪・酸まτヒ1竃プロピオン酸が高まう

と、ン・う季腕貫があり、系吉報．「ま一飛．匙マいな・》・。
　　　リヨつ　　　　ぐぐう

v・り∬eチ♪阿部等によるlm　vlまmの培養昊験の

結果力・う繊毛！払は細菌に比べて酪酸の写生が

多v・二とがう戸動物では画各頭麦』農及が高まるも

のと考之らノKる　　F風物の及笏胃内：遊轟薩アミ
　　　　（DO，砺）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（48，

ノ着癖系濃度および反笏胃内遊離アミノ酸濃
50）

ノ乏1ゴrDF勇ヵ午勿のぞ敢より高レ、。　この辱医1とkて

，えう爪’ﾄあ？、前途の三郎内アンモニア濃
及のま且遙診は主と駄て反掌月内遊離アミノ酸浪
　　　　　　　　　　　　　　　　　くらの濠の差，に基ブくもめヒ考之う人マいろ。

　、戸動物とPF多ヶ物の血1陀者1成分1てっ㌧、・て1て【）kI

切ような」相違点が孝皮告無才kマいろ．　F動物の

血漿白系態白系（PUN）濃彦」■DF動物のそれ
　　　　ぐぎしヨどノにヨク

よソ通縞v・が、並15P戸動物励がF動物の
1探　　 侮　　 ノく



　　　　　　　　　　　　　　　　　端　ljL
　　　　　くの
腕よ1炉い↓とも報寂八ていろ・Kl・P千e－
m5†e隔等は高蛋白簑仏，工茅lv・ギー・低蛋白質

高下ネ財ギー・高蛋白賃高年茅・レギーの飼料

をヒツジに給与しマ繊毛弘の肩無1くよう影響
を検叢誌1’k．　そσ）糸吉果、　Fヒ・ソ♪ノの反．璃胃内

アンモーニア濃度．およびPUトノ波ノ隻■ま高蛋白簑喰司

料給与のときDF染物のそれより高く、低蛋白

質飼封寸のヒ芝の反手胃内アンモニア濃度．はF

ヒツジの方が高　にもヵ・ヵ・わらずPUN浪脚τ

PFiヒ・ソジ’の㌧方が考7少覧高い二と乙報告し’τ≧。　こ，

直し　う　　の，糸吉　果．カ・　ラ勾参～毛虫の　ノ有　無、ガミPUN饗宴　1二　与

之ろ影響は給与飼料ヒその栄養木準によっ7

相．貸すろ　ことが斤、ご八寸く。　（かし、F勤物の

盈範零荘煮詫下半蕩界度1エPF小物よリ常に高

いことかう、F動物のPuN濃度はP瞳わ物のぞ
爪よワム就常高・、ものヒ考之らノ覧ろ。

　1r皇ウ午勿（つ血漿遊爵髭アミ　ノ酸（PAA）ラ農度．γま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　におう
P御子1）のそ欝♪　低v、こと力園・Kbpf－5t£1～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。kl－P…¢Yノ駕鵜に高つマ報告繍ていろ
。pfεmβ亡el猷やPurβσ等1ま’、この要因ヒ17L／β



　　　　　　　　　　　　　　　　　，鵡．　｝5

　　　　　　　　　　　　　　　　にの
が制恨一アミノ酸となろなめとし、板橋等もあ

一ろン種のアミノ酸が制ア艮因子ヒなろ可能！性を指
　　　　　　　　　　　　　くニおノ　　　　　　ぐゆエラ
才商　1牝．　｝そのイ麦3　kbP・←em．5†，シ♂噴やPuヒ，ε¢r等が

反属動物の制ア艮一アミ　ノ下交（η検索に用いπ方法、
　　　　　　　　　　　　　　　く　ノきグ　のよヨタのの
でほ雪ぐ難訓也の条イ物相遡＝か楠5ずしγ5
またはlleが2多一・制季艮アミノ酸に．「ぼろニヒが宅9

〈、この方法で得ら，れた箱泉は既知の蛋自書
　　　　　　　　　　　　　　　　くりり
の制恨アミノ酸と必ず1も一致1しないなどの

一ずろ叉」学が’あろ　ヒ考之うれろ。，まt板～平等は1

節ウシの血彙中躰含量がFウシのそ爪よゾ高

いヒいう前述の「諸箱型と矛危し花甲果、緻毛
虫、の　；有　無、1こ　よ」；　PA八ラ搬の相違」ま反奪弓　胃　内VFA

｛＝由来了う蛋白賢合成のRののエネ1Vギー源・，

の差に基プ〈糸壱果であると稚察1た．

　1ウ’し＿繊；毛弘の府無が反蜀胃内＞FA濃度1

およ姻やの組成（時にプ・ピ才ン画斐♪に与之

　ヨクニしヨきタ　ヨノ　りノロ　う　クロううノりらロブ

こヒがうごこフへ．うの：考察；カ、」う有渉～毛」虫の即下薫，‘て

よって生ドπ踏A浪魔の相違茎錦明了るのば、

　　　　　　　廠　　 布　　一た



）女．　16

不†介であろと考之られ．夜。　その理由は反島

動物のPAA濃夜が学周勤物のぞ蜘二比ペア穣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4写・く5’
鳳傘穿ち物他の彩響にガヴあうず比較的寄足

であろことが知う八てい3ニヒザら、T；動～物
の　PAA　濃ノ蔓、かぐPF嶺町の　そ　ノKよ　リィ」乞v・ii咲L象しの　零i7

　　　　　　ぐヨリクヨしヨヨクゆとウ
因は、先の研究者等が考察し丁（要因のほカ・に

イ可かPA　Aヲ農楽’こ差を毛kらす医1チカ』ご～多ヌ≡ヒする

のではなv・わ・と考早う欺ろカ・♪である．／そ｛

マ秀繭凱繊毛虫の体威分の中にこの因子ヒ
・域ウイ1号・3牛勿質かご唇流L　し、　こ　の困：チの4平戸目1＝よ

りマ反手動物のPAAI農度が減少1て・、ろので
1・まrなbv・ヵ、ヒ汚之77く．　塵　’

　戸勇妙物とD戸勤7物にお1すろ一目選，には繊毛珪衣ヒ

糸田菌の共ノ写すろ碑能二をど爪7乏ワ六田菌がかく替’で

・き　ろ　ガ＼にi基ブ　くジ差異　と．，系羽菌一ではイベ替一す　弓　｝　と

のできぼい繊毛虫滴滴の磯能，に基ブく差異が

含ま嵐マいろ．すでに述べπF勤物とD戸馬蝉

の種マの相違点の中で、PAA濃皮の差異は動
物の種類与冷、飼料、栄養7κ準にカ’カ’あう

す噺言忍あうフレ失5ことよソ、 繊4乙虫特肩の機倉と・1く

誌　　　　哨
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基ブく差異によろものと推定されろ．
．　血漿、守・の遊客鮭アミノ酸：鼠子．1＝蛋＝白簑裳養と

∫れ了v、ろ．　このナ易・合叉　蛋白質；およ’びアミノ互：麦

栄・養＝の＝借標としマ用v・られ一τいろの・は、

1．個々のメし須アミノ画灸／総丈須アミノ酸し巳．

2．雑・・叉こう負アミノ酸／総茅可欠アミノ酸ヒ巳．

3．　斥絶美ラ典アミノ酸／殺・ア≧ノ恥じし．

なビであろ。　これ．うの比、ば：アミノ酸：・分尉「の結

果力、う言ナ算で来＝のう，れる二ともあって、　直接・

血漿沖のアミノ酸」総量はあまり問題ヒさ爪な：

ヵ＼フた．ま1≧アミノ酸盤量（アミノ熊窒素）i

「ヒ足量アろ簡4更な定．量：法かくちベカ、）たことも、　：

一その原、1釦の一つであ3う，

　指；着はアミノ酸自動分祈計を用一ずに直接、

摘便に血・漿．中のアミノ酸総量をアミノ態窒素｝

るアミノ態窒系の測定値．ともって、既コて明らi
　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨリのヨしらおノ
かに：ご月Kてレ、ろ戸白物とP戸門守勿のPAハ濃ノ箋の；

廠　　 布　　　メぐ



血艇遊，離アミノ態窒累（FAN）濃度そ用いマ

本研究を進めろことに1た。

　本論文は繊毛虫・体が反鵠動物（ヤギ）の舩N
l農及を減ノ少鳶せ’tしろ磯回．を涌すろカ’香力、の：倹き寸

を∈1白つとL、　ヤ4）τ三めの定．験，方法＼と！マ、尾

殺ウシの反場胃内容力・ら大量の繊毛虫を分離

採泉し、これをD戸ヤキに給与（た結果をまヒ

め’r（ものである．

窺 ’・
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罷工亨。実験方法および材料

　　　　罪障迦疑遊離アミノ態窒素足量法の検

　　　　討

　蛋白簑、酵来、一部のホル・モンなどを；構威

するアミノ酸の分離去や定量圭、は、多くの緊

縛介野において極あて皇零であり、古くかう
矛皇々の・方う去．カ・ζ；多’案・さオk．、　発ノ艮、・を糸ヲ乞1プマv・ろ。

図…eとβt幽等は・晦士lmと5纈eの〉
リカゲ1レカラムによろアミノ酸：分商佳を引き継

1いで発展一させ，デンプンカラム、により遊離．アミ、
　　　　　　　　いヱけ
ソ酸の分離に威功｛了ζ〃）「5、イオン交換稚丁脂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のりう・（POwξ又50－8X）　圃ぎ　1羽v・て♪容辻＼ラ夜しのじヒ・色、定．量

とそ（嬉録の晦化1滅別てアミノ酸自動
ゲト荊’法を、5麗立1た．　その後．、　この方〉ムは漣』速レ・

　　　　　　　　　ヘノしヒ微量化の方伺1く改良が力口えう爪、最良の

アミノ画斐イ分・オ守門、とヒて広い1分・野で利用亡れマ

レ、ろ。

　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　、り　　　　　　　　　　　　　　　　　㍉

　o　．o

　　　　　　　麻　　 市　　 大



　PAAの万ラ究はアミノ酸自書ウ分荊「接す’の善し及＿に

イ芋」v・栄養！芋、　内イ分うメこ学、広く医．掌、導犬薩摩の

分野で盛んに行なわオヘマいろ。　しヵ・し、PAA
　　　　　　1言：ラ台とゴ問是負ヒで爪てv・な魅v・。　PANのラ貝1」定二1まヒ，

ト惣家畜の蛋白闘や謝磯能診断の指標ヒlrr、

血清蛋白’血中尿素窒素およ‘びアンモニアな

どと共に皇要な意教を有（マいうと考之ら八
ろ。

　PANの定量法と1マは滴定法、、ガス分り村「法、
　　　　　　　　　　　　くてり・ヒし色ラ去、、　　カロ釧ラ平な　　ヒいカ’ミあ　る　が、　　こ　ズへ㌧う　　の　　フら一ラ去

は燥作が繁維で特別の装蓋を火要ヒすろヵ＼、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　のの
あろいは定量精度が仏，い箸の問1題があろ，　こ

のtめ臨床にも応用できる比較的操作が簡孕

でく特別の装置を鈴要としないニンヒ．ドリン
　　　　　　　　　　　　くロうお　
1｛こよろヒニヒ色、ラ去の穴；用を試み7そ．

　ニンしドツン法を、応用アろPANの定量に当

っては、先ず血疑中に存たするアミノ酸以、秀

のニンヒドリン発こ色物質の影響き除：去する：方

う去1くフいマ検十寸し、イ吏用できろこヒを万庭言忽丸

R．っ　でニンヒドリン法によろ足量の迅速

　　　　　　　峡　　・ll



’
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札、簡易化を試～ナk。ま茨本研究の過程で、

ラットなビの・和物歌）掌る可皇紀酵之
られ↑（⑦でニンヒドリン法の微量イしを試祝＝。

1．ニンヒドリン法によろ血漿遊禽忘草

　　ミノ態窒素の定量法

　　A．検量国師．の作・成

　　　　α．　異巧灸方法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ρ3）　　　　　　　くワもバの
・図ooreとβtel一こよリ提聚され、　R。鋤に
　　　　　へよフマヲ女艮され夜ニンヒ．ドリン法に導じて、

α14，a18ノ・42ノα56，・・63，σ73，・・8触ソ1…1‘＝調整

・1たLrLeu　（容液）の検・量線、、　ヒトの血疑中，

1と1て尿素（1容二一）とクレアチン、　フレアチ，

＝ン．尿酸（混合液，Nix・A）の；倹量線コう！

ひ●．にし－Leu容液に図1のレLu濃一度⊂＝対ノ屯（1

マいる尿素、とト！h×．Aをカロ之，τビラ昆・合、液（卜4ix・B）

の検量乗泉を作，成1↑く．な：お、アンモニアとペ

フ’チヅド1抑漿中越が伽てノ歴・歌の・
　．｛l　o

　　　　　　　l探　　布　　ナ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴻　ぞ3＿

考ノ霞．の　寸寸象．ウ、　う　予≒余分一　し、　卜4iメ・B　　）メ㌧タトーの　各が文分

の濃度は稚足血糊肪灘一の最低値の堆♪．最低

値乎均値，最高値，最高値の2倍（尿素は
最高イ亘のi・2ら’，　L5倍・）　と1↑く。

　　　づ．．　系吉果：‡うよが’考察

　図1に示八†ヒように、Mix・βの吸光、度．カ・ら

対《づる尿．素の吸光度を．差し引・、’k値はL－Leu

の検量」線＿のづ直ヒー致【7’く。巧走．フマ、　図lx・Bの

，ρ及㌧♪乞ノ更に与之るト4ix・Aの景多」響は本一実、験の］ヨ的

であるアミノ態窒素の定量よりみ爪ば無：複L曳

得う程度であっπ．アなわう、二♪ヒ鉛噺リン

法によう血漿．中の遊離アミノ態窒系の1則定一は

血漿＝rFの尿素含量を定量し、その値を考慮す

｝3↓ヒによって可能で1あろとの更＝通、を，イ昇†之。

なお、L－Lωク尿素，鰍・A洛液の窒素k対

する吸光係数ぐ崩〆1・・副）およびモレ吸光係

数（図／…崩Pは、そ爪ぞ次1ら．qoノσ2う，・・rと

22♪263．う，634・％・446，4了”あフ“た。　このこ　ヒ1ま、

ニンヒ初ン法琶用いてPA　IVを疋量可う場合

　　　　　　　　猟　　　！・1
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にアミノ酸以秀の吻噴の射光皮に与之う影響

iがオ亟のてノ1・才v・ことを1意味【ていろ。

」　B．一検量線の険討
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

・　　伏、実．験：方法

　実こ際K、　ニンヒ，ドソン三門客用いてPAN『を定．；

量一ずるナ易合に血漿一の適当な葬釈倍数は10であi

尿素を稚翠黛仏値雨夜の掩％，％，％倍に：
・1マ、こ漱うが煽ぐのし一しもu濃度の吸光良1二i

5之ろ影響を検訂じk．丁なあラ、4個の、・。｝

澱（6・6刷／1・副）1酬をい）・さう幡i
憩1てはそれでれL－Leu練（14・1瞥M・o伽DOフ1

ら2，　4’ノ　6mlきいれ・ついで各組ジヒにそれ！

それ⑱L既28・，3・7漏3Nの尿素を力吠・プラ
ス：コを蒸、留メ（．で定容・と（†く．従＿フ了、そノ民で

ヤ欧それら弓3／1・87，2・8ら。37神M／・r、m比なろ・！
　＝！‘トー9

　　　　　　　麻　　 布　　
プく　　rL・二
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これらの洛液の吸光度乞測定し、レLcu浪度
ごとの検量：線をイ仁成し7気。

　　　ぶ．舶果およ’ぴ㌧考察

・図Zに示し叢よウに、L－LeuO，α28ノσ弘084

低濃度の漁％ノ％ノ％【面当可る尿素を加

之k容液の吸光度は、・、ずれも這出含量に比
修」し、　・その弱こ血忌泉」ま直」宇泉一をノテ、‘た，　1　かも、

ヴれうの回帰係数にはレLeu濃皮による涌意
差が認あう八なか）τく，そこで4組0）ノ右足一値

をプー1レ1夜回帰條敬〔乞求めうと0．0087乙相

関係数レ0・曾川）となり、、尿系濃度吻蛎・・伽1

当りの吸・た及αoo　27芒やれぞ’れの容；夜の吸光

寝よ・ノ差し引げばし－Leuの冴の吸光長が得ら

れう．尿素の窒素K対する吸光係牧（痢伽ゆ
およびモレ吸光係数（M／。。。＿ゆは、そ教ぞ

淑0232，65蛎であり、先の案焉灸（，A）で、示【Tヒ

それイれの値（σ227フ63紹）と一致〔衣。従
　　　　　　　　　　　く　るラ

　　　　　　　三毒、
』
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乏足量L血漿の吸九度がう尿素濃度1帽ド
／oo醐1当・ノ0．oo　87を差曳引v、7琢昇た数4直をレLεり

の検：量線一に当マ骸あることにより血漿守の遊

肉匡アミノ貢ξ、窒素．1農、度を求のろニヒがでまろ

0

　．（：ノ．　血漿＝の　ト　リク　ローDレ面乍七三によ　ろ除蛋一

　　　白がその吸．光及と尿素測点値1て与之

　　　ろ影響

　　α．実験2r法
血漿のF余蚤白に用いるトllクロー1レ酢；画女（

T（：A）　が血漿1のP及．光．ノ隻ヒ尿．系のラ則定イ亘に与・え

」3　影響　と高言乱す　ろ　↑く　の、　　　し一LeuO56㎝3トろイoo’惜1ノ窓

液（A），し一Leu　5．60帽N％・届溶液，（β）を調製一

（τヒ．　B溶派し1静1を・ぞ八ぞ才し3本の試験管1て

・いれ、　　1本は蒸留フK・で10舶1と　し　（　B’），イ也の　2

2卜1て1まヤ爪ぞ八10％一「（：Aシ容一シ夜、4静1を》、八、　そ

の1本・にrま豹5仰1のエチ1レエーテ1レを力口之マ、

激1く振回依のう静的マ上層のエを1レエ・
一アノレをア余き、　同様の操作：を3回手柴．リ返す’．

　、｝　圏ら

　　　　　　　　ギ菊　　　貞∫　　一メこ



，
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1↑（の5蒸留水でlo燃llく1τ＝（βつ。残りの

1本はT（Aを王命・な’．・で25N翫OHI容液1」ら司を

カ。之7FHを言周整ITくの15蒸留水’でlo簡1に｛rk

（Bり．こ煮うの調製1春液の吸光ノ度を測足堅

マ比較（汽。

　フきφに尿勲・3∋・噌剛…1容液（A），尿翻33

＋L－Le）α56’m～N／oσ，MJI容液（A’），尿素曾333・帽

へ／／oo・瓢ll容3夜（B），尿素、弓3・33＋し一Leu　5；6c）僧・3　N「

論。韻じ容液（ぐ）を言周製．｛た．　ら溶．液」舩1ずつ

2本の試験管にいれ，1本は蒸留人で｛0司と

《（らっ）残りの1本にばlo％TこAl容液4扁も

加之、」約ケ燃1のエチ。レエーテ　1レでTこハのヰ由出、

7粟作を3回行なフてカ、う0。ol　NNIαOHI容、液2刈〃hl

を一丁之マpHを言周整｛↑（のう蒸留水でlo届に｛

丁（（　β”）。　ご1容一働1ニフ・・7・乙らヲ容、シ夜の夕易合ヒ

同　し　よう　に　t　ア、　ご’　　ごナ各液を萄司製’1‘た．　こ

　　　　　　　　　ノ
のよう　に言周潔と1救A，　A’，　Bノ，　’3”，　ご，　ど三遷・

液のρ及光，度と尿素覗き♪舅」定1　てじじ級l　k，

　　　‘‘q，



閏
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　　　ぶ．霜果および考察

！し一L⑳A　B’ば　B”ノ溶液の吸光度は表1
　　　　　フ　　　　コ　　　　ノ

・に示依，表ほりA溶液の吸光良1ま3，β”
う容液の吸光ノ隻とク台どノ司じイ直．であつでくが、　Bダ’三容
　　　　　　　　

雨夜の吸光、ノ隻はこれうのラ容，液の吸光度よりも〉セ

や高》・イ直・き示、し、　し＿Leuジま液、・・Pに．含まオへ＼ろT（A

はし⊥eしの吸光軽震高あう傾向が認め5招く．

　つざにA，バ，B’，　B”，ご，ど溶液の吸光

雇ば表2，尿素の測疋値は表3に示ぽ．表
・2よリβ’ C的容液の吸光良はA容液の吸光度

と殆ど1司じ値を示1た．ま1kこ　ご容液の吸
　　　　　　　　　　　　　　　フ
光度はハノラ容ラ夜一の吸光由度。とほ‘ぎ等しレ・ろ直を斤、1

瓦表3よリハ，Aノ，　B3ご鎌の反素の定…
量値はほぼ一勢ミiたが，　ぢ　ご’容液の尿素の，
　　　　　　　　　　　　　ヲ
定量値はほぼ一孜．じにが、β”，ご’溶液の久素

章はA溶液の尿素量に比べて約ワ6％少ない値，

を斤・げ（．これはエチ1レエーテ’レによう丁こAI

抽出操、作中に尿系が損失で1す実験鶏果一が示す1

よ　う　に　吸光，ノ隻1て　与え　ろ　景多響にま〃台　ど’言忍　め　う　才k．な

カ’つ寸ヒ

　　　9　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　1べ1　　　　　　　　　　　　　　　：、

麻　　 布　　大
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　表2，3に示され蘇志果よ1）、除蚤白血藁

呼7のT（Alま・そのロ及光ノ度一を高めろイ頃向が1あツ、

T（A．をエチ，レエーテルで抽劣・除去すろこヒに

よゾ、尿素はやや損失するがτてAが・及光度に

与之ろ影響は除《ことができろ．

　　P．除蛋でヨ血彙のpHが吸光度と尿素量の

　　　　測足イ直に与之ろ影響

　　　杁．　実こ壽下方ゴ云

　二・ンヒドリンラ去、によってPAI＞・ヒ定一量すろ「「ヒ

のKは、「別選《ヨ血L漿＝の吸：光度のラ貝ll定ヒ．尿素の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐゆう定量も必孕とすろ．このなのニンヒドリン法
　　　　く　の
とぐ・爪　／法の齢裕云に血すろ血藁のp脈つ

いマ検討曳た。まR．丙分前法の緩衡液の緩

5・ら7・づ寸寸に調整依蒸留フκに。・酬α／法のウ

レアーゼ・リン酸緩事事とニンし←りンラムの

シアン化，ナトソウム・酢酸アトりウム緩イ動F液

をそれぞノへ，定量：操L作L守の害’1合で加之．　やのう容

勉pHをFHメータ・一（1田TA（H　1・HORIBA）で測

外　　　噸‘D



σ必．　2『

定uヒ．

1フぎにr33帽Mイ・・一1の野羊とαケ3㎎砺…1

のレLcuを含む一合熾むFHをそ八ぞ八a・・

；4・い・，畝7朗並に調整して・￥れそ凱の

・溶液の吸光濠ヒ尿素量も両介祈法で測定1た．

　　　参、結果およ・び考察

　ウレアーゼ・リン酸緩憧了液ヒシァン化ナト

リウム・酢酸ナあリウA季笈イ斬三：夜の緩衝ア画一は凌

・れそれ表4、表5し＝示1た，pHをそれぞれ3・0，

40，弓．0760／rτ0付．近」て調整（た・蒸・留7Kに西】季笈

衝液．もそれぞ煮の定量操．作崎の割合に卯之た

孚課・蒸留勅p牌や群困緩衝液のpHに一：
致、11≧．

・　フぎに粘るに示1なように・それぞ熟pHと：

3・。，4・。，臥ら6．。ノ70イ寸並1て調整1π尿素ヒL6

Leu混合溶液の吸光度ヒ尿素の回収率はほぼi

等一・うた．こ爪らの知果力・鉱除蛋臼血漿．

の戸H鵬砺7・の範囲内であれば実験上問題ヒ

な’らな’・・1ヒが示ご堺焦この勧P梱を定
　．’り　　tl

　　　　　　　l探　　布　　大
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蔑すろ除蛋白血藁のpHは肋樋コニ下下可う

こヒに1衣．

　　モ．肝胆の調観および’処理法
5

　ととDの実験結東より、ニンヒドりン法に
イ共・試すろ血z漿＝1ま、　つぎ’（7）よう1（又gi哩すろニヒ

によウ満足可べき妬果が得うれ夜．可なわう、

頸静月IKよ・1採敢1セヘノいノン炉血液を2．・0・一門

・で1ぢ、分間馬lw分一離し得うコれ尺血漿レ甑1を10

メTCA　4繍とともに遮乳管K入承撹伴1、　15

咳下間静置彼、25。。rp而で15分間逐武分離1て除

蛋臼血豪（5倍希釈）を得ろ。この3一捷試
験管に採取し、等量のエチ，レエーテ1レ勧ρ之

々、正確にラ・平筆コ＜＝振盛【πの3、静置1

て上層の工今レエーテレ乞注意深く除去丁ろ．

この操：作を3回練ソ返レし、残唇す3ク’量のエ

ケレエーテ」レを自然蒸覚芝ヒろ脈あに1時間

静置、kの5、αoユIV　NI参。申耐を炉えマpH’を

　50付よしに修正すろ．1声修正後．の血凝はヒト

　　　　　　　」　　・1：　　i鴫
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　　　く　　
のP酬量とレLe、の検量線．の窒系量ヒも考、電、

　しマ、　最終ノ弗釈イ若為〔が10に㌔〔ろよう｛（2醐1の

嚥留木を炉之る．

［・

　　　　α．　実：、賄方3云、

　ニンピドリン法にようPANの定二量精ノ隻．を検

達する衣あに，ヤギの半平2＿1に．レLeuの
23・または57・艦8N／・。醐1木目当量，尿系の13・・6

1・ま』；ユ2∂r帽砺・・＿1和当量，レし＿23・＋尿

素13・・6一副／・・孫陶当量ホ・よびし－Leu　37・寸尿

素22・3隔卜外・伽四当量の窓液そ敢ぞれ・、詞を：

加し諏電炉血奨の1・25！蒔釈・を対照ヒ1，

マ、L。　LeいNの添炉回収率およが’尿系を；条炉

・lk　ヒ芝　の　ア　ミノ態．窒系のヲ則定メ直K与え　る景多　1

響を検言可【↑く．．

　つぎK々ギの血授4㎝1に、それぞ爪2．60お

よび’引・航身齢・一ll湘遷するGlゾ餐測㎝1を

添ヵ眠、無添炉白子の125倍希釈を対照ヒ曳
マ、　アミノ態窒素量を本法と金同錯塩．ヨウ象レし
　　　　　　　　　　！ll　　　　　　　　　　　　　　　　「、
　！　、』‘｝

　　　　　　　・床　　 111　　プく



　　　　　　　　　　　　　　　　　o之．
　　ゆ
色ラ去で測漁て飾の添力・剛丈雫を未め、両

分宥「法と比論検訂1た．

を用いマ、ジ奉一う…義によろヲ則定値とアミノ酸自勤

・分赫計（白ikLA－3B）にようラ則定イ亘をレピ較

1でく．

　　　呑．耗果およ’び君寡．

　表7、　表8に示1丁くよう1（、　ヤキ：直＝L漿して．そ

・・ Vkぞ’才Lz　レベ1レのし－Leu　まてそ覧∫し一Leu　†尿1素

左添カロし花ときのL－Leu－Nの添力口回収．害5〃）平

均値は、そフKそれ1・α2工増〆，1・辮二＆暢で

あフ†く。

　表『に斤、し表ように、　ヤギ血漿に2　レベ1レ

吻尿累を添炉【たヒ芝のPAN量の測定恒ほ、

，尿素を添・力口しないヒきの値に比べて平プマloα7

＝Ll・9鎚ヒなツ殆ビ箸しい値を斤・し1ヒ．
　　　　　　　　　　　　ロ　じ
　本法と金司錯塩ヨウ素比色法の測定値と比．孕交

11’＜廓；高き表10に示1τ（．金司金きプ塩L・ヨウ高しし色，

ゴ去、のイ直に【本ラムの『5．6±3．2％ヒな齢12．　季三云よツ

　　　　　　　　　’　　　　　　　己・　　　　　　　乙‘．　　　！！♂
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や’殴zイ2～いイ直を斤・（7ヒ．まな添一う……＼と金司金糸ア岳ヨウ

薫比色う去によう2レベ1レで畑・庶GlゾNの

添力・1ヨ収率は、そ爪ぞ八rm＝2」％，87．8エ
6．1％であ　リ、　本三国、’ま金同心旨ナ岳、ヨウ　象じし色う去■てじし

5ベマ6レーNの添加回収率が高く、同時に守定
1↑くヲ則定値を示k↑く．

　ヒヅジおよびヤギの¢藁8検棒についマ、
　　　　　　　　　　　リロつ
窄一三去とアミノ酸自重力・分ノ脊1「う去のラ則定一ろ直‘を，ヒじ車交し

T＜秀青果を表Uに斤、1τζ．；ト；云とアミノ画菱臼動レ

。分’ネケラ去・の4直11ま・　・そ飢ぞ飢二iy8＝Lα921ハ冒N／oo燃1，

とな隔つ、　7トゆ去の方ガミ自重力分7ド丘；去より6．3＝！ニワ．「了％、

高レ・値を斤、｛†く．

　以上の実：：験よリPANを定．量す’ろ尺のKニン「

ヒドリン法を応用lk本…敦は，比較的足量精
渡の高・・簡便法ヒしマ†分‘てネII甲できろこピ

かぐ『月らヵ、ヒ九｛’う†ヒ．

2。ニンヒドリンラムによう血漿遊i雛ア

　　ミノ二二素足量法の改良

　　！n
麻　　伍　　大



r
　メξ　∋4

A．改良の目的

　1項にお・・マ、ニンヒドリンラ云によるPAN

の定量法（庶云）をほぼ確足臣．一鼠、
一原法の血疑の除町白に用・・R丁（Aε工今1レェ’

一テルで抽嵐除去す3操作職々Ψ察雑であ

り、豹ro分の時間を要するrくのK改良の余地「
が’ _哉ご才＼7い・衣。原法がPANの定量法と1マ

臨、床面で浩用さオ＼ろ「kのにほ．この点を改：良

1マー、層鍵で容易K行な更｝るよう’にすろ　こ，

とが≦ぎ・ましいヒ考之られろ。　このτ＝の血漿の、

除蛋イヨの改：良を虐式3†た．

　　B．検量糸泉の印環寸

　　　△．　案薄食・2「三彦、

　1エ輿の（ンの実：．弱こ四時果よウ：除蚤白血ユ）疑に／含・rま

1ナへ＼ろ　　1「（A　　lな　、　　　吸うヒ＿’ノ農L　を　　高　　d7）　＝…）　イ仁1勢　、句　が「言竃Z．　｛の　　う　　フレ～、

たため、TGAを工今1レエーテ1レ’で抽雀、ア宗去し

なけ八．ばなうなが）た。　この：操．作を向く詰め

TぐAにイベわろ血漿．の除蛋：白剤と1て、アミノ
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「
垂豪．」臼」纏一」の＿騒．一計＿査Ld・・5メへて・｝＿う不i
　　　　　．　く30’うう）

1　　　　　　　8

1　ナー’

・ウラスコ3ゑ旦「と7イ論、、
一

L」∠⊥8⊥LL生立L巫」並．一、vホサリを一十／

鼠子3．ワー．．調L働ししL＿塑の1。。献1メろ：

名「象旦に1；【そ八’“八L一…

チ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
ILe量14、・1礁N・・価1豪富＿Lユト㌧17強し奥…込一病

1ワ・・で　ペマのメスフラスコ．⊥；L≧秘2～＿堂2トーコ1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，リ　・チ　1レ画麦，｝計う夜」o〃」　と　3，r75NN杁0日間容ラ夜．．与」6航1毛　1

直読え、蒸留フk一で一1各と｛丁ヒ＿従・マ、そ爪ぞ1

1・?[刎1組はL－L乙リラ曲隻がσ。Q・14玄奥」Σ脇」2豊塑名

適ん㍊とな1 べ’ V　の　フ　ラ　ス　コ　は2巫一Z＿Ψ．

1不サリチル酸き含　，　H隠5，イ従しとなろ。

1壱検にはL＿・しとし毛含董な》・溶．液も用い、各．

系且　二・　と　‘しごrイ’〃C・∴’爪’の『σ及＿光，’　　　1貝・定．．　k、　し＿しε“

　’』　途∴…籍”菓’9潟…ま“”び；『”…察、　”’

2、400ス　1レオ・ ∵肖1レ酸を含むレLeu容液の
蚤至旦ごヒの・1れぞ十二」壼浬」」十一⊥＿＿そ．．4）．

吸光展」ヒ耳L：厘童2位1集塗重塁・璽Lミに示しτ窺よ，

　20・20

　　　　　　　麻　布　大　学



G鷹．　∋ち

うナ』r巨三1ソ舜7直線（Y＝＝o・「71マ3メーセO・oo23）々べそ暑・

ら　才＼丁ヒ．　　r≡L↑ヒ」一Leu　　の　窒’享き　‘＝女寸「「　ろ　。及光イ身ζ数

（噌／…Dおよびモ1レ吸光麟女（M／。伽Dは盗

れぞ敢1脂，22》ユ1。3であ、1、1項のAで斤、し

・衣これうの値G5。r，22，ユ62・3）とほぼ一律・ほ．

　　ご，．　才金宝乗泉．のネ彙1言寸

　　　　△．　実耳食：オ彦、

　前頑の結果よll　24％ズ1レホサ1ノチ1レ酸を含

1・むし－Leu溶液一の吸．光度1コL－Lε∪濃及に比例4

ろことが明うカ・となつτヒ．っごにヒトの血疑
　　q2a）
中1、農及を参考に1て、　アミノ画憂以、郊のニンヒ

ドリン発色与勿摯！ヒ匙マ尿素（5容シ夜）やフレア

千ン，クレアチニン，尿酸（混合液，M、iス・A）

1がし－L帥の吸光度1て与之ろ影響を検討した．

な’お、　アンモニアと．ペプ今ッドは血漿、中濃．度

が極のマ，トτいτくめ考慮の灯象力・う除4一花，

　最適KレLε。14，01働3N’／。。耐，24％ス1レ不づ

・リチ1レ酸　3．咋付M。十三十夜とそれぞれ調製1
　　　　ジ
・τ（。　つごに脈素i容液の声震度ぱそ夙ぞ八ヒ．トの
・、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

嫉　　　！u　　　‘’
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　　　　いエヨラ
血漿中濃度の・最仏具のた，最低値，最高値，

専修値の2倍ヒし、尿素4・67／9．33ノず4⑳27gr

個中濃度ψ最商値の2倍量の怖x・ハ．6・06鋤8N

・／oo“．じ容液を言周虜と「k。

　こ嵐うの；容液乞用いマ、それぞ八の威・分を

定あτ（濃度に掌るたの、つざのように混合し

T⊂。　すヂ∫フbう、　ら’づ固のioo！M1メスフラスコぢ組

ダ豹叡、．すべてに24鎚スルホ借り卯レ酸溶

1液lo韻1，3・，7脳M洛液ぢ・16－1・Miメ・A　6・・鮪

N／oo〃、1…丹州10洲を’ qリ、さらK各組‘＝はし－LeU’

14・oしη・3N／oo（nじ容ヲ夜一をそ嵐ぞれ0・　1・　3，　ケノ｝

7、〃」い；れ．　ついで各組ごとに｝穿れ．・ぞ才）粟素46・7；：

ζ乳33♪　84・・Ooフ　ユ7＝・9仔！M8　r＼ノ！イoo崩1♪容・液を　 0♪　　’ご），　　’、o♪　　　i

・51・一・価1い爪、蒸留水で定唇とし瓦従っマ、1

」そ　オ失ンゼ；への鼻且のL一しeu　3農ノi蔓’言：そ零下ぞ鳳れ0，α84，i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　α42ノ・7・，σ9鞠M（・・扁とな1λ各組内のス転

示づリチ1レ酸濃度ば24％、FHは’引イ寸並、尿

素はそれぞ爪0，α47フα93，140，ユ2・轍8Nあ。醐1，

怖x・ハ濃．蚕｝ま全書po・梨㈲5席イ。・燃1≒な；・

　，‘幽豊．　1

　　　　　　　麻　　布　　大



」

し重

　loo舶1⑦　メ　スフ　ラ　ス　コ　K24・％ヌ：1レオ、・け　りづ一　1レ

画配ラ：巷ラ夜．を　io〃，・1　3．・75一八！N杁OHラ室F液を　　ぢ，，6，w、1い　オ＼、

　　　　　　　ク
蒸魑フんで定ll各ヒ｛たラ容液．を音検ヒkマ、　そ才＼

そし’れの：∋容』液の　ロ及光ノ凄し　を，ラ，蔓lll，定し、　　L一しeu　：濃．度　こノ

・5 qの検量線ごをイ仁威1牝。

　　　　春．結果およ・び買子、

　図4　に斤、し↑（よう　1（、　尿累メ報0　のし－L¢u

刑ix・A容液．の吸光度は、　v・ず八もL－Leuの
・1泓ﾊ線の吸光度ヒ殉ピ一致lk。この結果、

図恥A（推定新鋼中最高釈度の2倍）の吸光
、皮がレL¢レの吸光雇」く与之ろ影響は極のマ少

　　　　　　　　　　　　　　　　　oなく1無、ネ見し得ろ弁呈渡であっセ。

　卜しe嶋α14，α42，α7・，σ98㈱ぽN／。。郁略液に、

考れぞ八推足虹漿中景仏濃度のα51、。，既う・イ毛

に相当する尿素を加之るヒ、いずれのし－LeU

ラ農、度Kおい7も、『及光度は尿素含量に比例1

薫直線、ヒなツ、1かもその回帰係数にはレLω

1農彦による肩白差が認め5れな・がっR。　5組

のゴ則定．イ直乏フσ一ル1た1jiコリ帝係数を未のろ　と、

　　　　　　　　∵章：　　　・’ゴ
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　αO124ぐ箱関係数Y＝αqr8⇔となり、、尿系三農

劇一3所・酬当ソ吸虫を…124差｛引1ナば
レLεレ　のみの吸光度がオ尋う八ろ。　・ま†く、尿奔、の

直系に対すろ吸光係数ぐ酬3ん仙Dおよびモレ

吸光係数（M／。齢Pは、それぞれα236／66引
で・あ　り、　1ア嗅の　1う　で斤、1　たこ謡う　の値　（（λ23≧♪

65’しケ）と1ま1＝ま一『牧1てて．

　従りマ改良法では、ウレアーゼ・インドフ
　　　　ロリェノー1レ法Kようて直拷に血漿：尿系を測定k、
・・ ｻの協量の諏素濃度（伽8N／・。崩1）K…12身

光度力’うその吸光度を差し引い7得夜数値を

L－Leuの検量線K当一て被めろカ・、あろいはし一｝

L色∪の検量線の剛髄練式より、血漿中の遊，

滴佳アミノ態窒系1幕良を束めろ二とがでミろ、

　ニンしドリン）去によろPAN足量の二丈秩法↓ぐ

、供試すろ疎は・つ勲ような方法で畑野

麻布大’，’ご
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　ろ．可コあ5採血1夜ヘパリン加血液を2．ら。・

Ir四で1蛉間遡二分離し、孝昇ら撫血凝αヲ（
h）祠そ6％知レホ寸ワ功レ酸1容乗2て4）

）副を試験管1て採耳掛k、1．40％Nび0日1容液2（4

1レ、ろう容・1液1・ま蒸、留7καr凧1と　6　・％　ス　彬ホ　サ　り　チ　ル

　II酸溶液z一際と←に試験管にい額撹銅、
5

この2耐左別の言会遇金管1く採取1、　1・ぢ5％八／ひOH

溶ラ夜2絹を加え7調製すろ。　比色に寒い　弓　こ

れうの溶液のp購・・、で編引6寸立となろ。

　　　E．　定量精、度の検討

　　　　久．実験方法

　血疑の除蛋白に知レ不寸り卯レ酸も用・・て

実験を行な，π糸課、家法の丁（A即今時K比
　

依了、ぱ弓かに定量操作が容易で前十時周も

1弊郭ことがで越ので・二赦良3却くよ．
で軟　　　1’行
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ろPANの定量精度も検討lk。
　遮掌飼養条イキ下1繍けうヤギ（．与頭）カ・う

それぞ欺4回ず〉定時に頸静脈より採血一マ、

両定量法ヒよるP〈Nの測定イ直も比r較1た．

・つざにヤギの血藁にL－LεゾNの海・濃度カベ
　　　　　　ロユマノ
ヒトの階N濃及の一最低値、浮図イ直，最高値相

当量の3レベ1レ、尿額唾壷の気力ρ濃農がし
　　　　くにつ　しのPUN濃ノ集の最イ塾イ直の／」　 手タカイ直，　最高イ直．，

　　　　　　　　　　　　　フ
のZ倍相当量の3レペM＝なうL目しεu溶液と圏

1・L－Leu　＋尿系溶液をそ爪それ調ノ製「た。　すな・
　　　　　　　　ヘオ》『うノマギの血漿1鼠1にL－Lcu　の∠LO，　6．o，　90、h3‘

N／。．繭当量♪し一Leu　4◎＋縣46冗L一しeU‘・i

呵→尿素IL66♪レしeu　ao＋尿烹27困㎎N／・・｛F相i

当量のぞ井＼一ぞオ＼のジ各ヴ夜．3一酬、，1を添ヵ。）、　無添二ヵロ1

15幽玄の∠ト借希釈を対撃丑と1マ、　両アく量）五1てよ

るレLCu－Nの添戸・酬嫌耽較｛た・・　i

　　　皆，結果およが亀方寡

　表にに示1存ようk、々ギぢ頭ζ計之。検体）

の凧Nを原渉と改艮法で測足し、その値を比
　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　1藍｝　　　　　　　　　　　　　　腎5
　＝し。・L》o，

　　　　　　　麻　　 布　　 大　　
学：



　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷロ　　　

1赦1†し耗果、　原ラ去σ疹則足．イ直にサしべマ改良国払の

ラ則定値、な、2・二検体の乎均イ直が1。．。は23％と智

ツ、殆ビ答い・値乞斤へた，

　つご1て表、13・ 1斗に：示、1たよう‘二、　ヤギの血

漿に3レベ、vのレLeuおよび・L－L¢u†尿烹も

添炉（たとぞのレLeu－Nの潮力訓亘桟又率も両足

量法で’に敦1た結果、L⊥巳u－Nの兼藩士快夢

の乎均イ直は、　そ爪ぞ爪ヲ原法では’0α1＝Ll．5ンζ，

竹8±1る〆となウ、改良法では’o帖±B％ノ
・・ Xマ．マ　±1・6〆とナ∫，†ヒ。　両定、量3去、のし＿しe，u＿Nの

添力。回栢山、コ殆ど箸い・値を庁、し．尿系レベ

1レの変化によるL．Leu－Nの馬力。創嫡・に与之

る影響る殆ど・認めう爪なかフた。

　以上の実験よll、原法の丁こAにイべある除蛋
・・白剤　と　〔　てス　1し．ホづ　ソチ　，レ酸を　用い　う　こ　と　に

よ）マ、ニンヒドリン3去によう踏N定量法の

改良法乞確足1た．改良弘の足量精度は硲ム

と1剰毎麗しく，定量操作藤島卸（比べマ容易

で、　戸ケ雫z三戸訊を馳77。イ分矢亘くすろ二とができた。

繭　　　デビ　　　た
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3．ニンヒドりン法による血｝簗：遊鶴了

　　ミノ：態．窒系定量の微量ろし

A．　埼鍍量イヒ．，の目的

　ニンヒードりンラ去・ヒ穴、・用1て暁も床白勺に：も牙弓用

で芝ろ迅速」で操作の、容易なPANの定量乏言式刀

巨億志果、　2項で扉…定，【衣改良、ラ表によフて、　ほ
　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

・・ほ目的を達成1固く。（カ・し、本面晃を進めろ

段羽皆で些　ラットに繊毛払を乗合与’【kヒきのPAN

濃庚に与之ろ影響を検討｛マみろ来信力性い

衣．このRのKは枳試ラットわ・ら経時的1（採．
血　、　7　PAN　　を潔・1；ヒ．す’　ろ　†（　め　　o）定量ラ云、や：才家位■三乏～、

・・ ﾁに採血量を考膚、1なげ爪3ずなら二rい．

　輔で蛾ま禰Nの微量趨うし1（つ～へ11引
検詞11そ．PハNの微量定量汝と蔓ては伽P諺、　
が覧 ??ｪ噛、　こノ秩までのニンしドリンラ夢、を示ヒD：租・

依mN定量の実験結果力’う、ニンヒFリ／
防のPAN　9微量定劉斎も可能であろこと麻
　け　o
　　　　　　　l探　　布　　＝た
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　ノハ　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　

・父之ホ表ので繕言寸1↑く，

　　　　　　　　　ノ　はじのに重文量イしに典票な最少血漿．量1ぽ改良

法の血漿量α酬の約払量のσ15耐を財票に1た。
1

　　ラッは縫1・・2当りの全（聴およ弛漿
還は縫趨・1（伴っマ少なくなろ．イ種2・・ガ

1

ろ。　このたの分’実車に映馨zな血・漿0、｛ら7簡1そ得ろ

1‘て　1；よ0．3～　0、5（　三系っ　σ5’）　似1　を　採丘＝L　〔　アよ鴨　1・ブーフを失1＝コごナよ　ら

rよv’・働Kイ種2・o～3008のラツPう。・ぢ一i

ぼ採血了ろと全血量の豹2－4％め採但割合

iな‡釆血量であオ失1ゴ、　ラットヒ与えろ生ヲ雪白守景多

i響は・殆どナい・ものし判断1マ・二比一
Lン法亀三よう微量定量満の実験毛質冴↑＝．

　　B．　検・量稼のイ官1戎

　　　久、実駿’万ラ広

　L－Leりのノ険量線を作威すうたのに14・o、噌N國

／・伽1，38〆ス量レ祠・！今lv酸，3割N訓洛夜

　　　　　　　　寛　　・～ゴ　　‘’



，

　群備L・各融く1費爪それレLc－4・1一州
　／lo醐’溶液0／　1，　2，　4届い八、　りいで全部

　のメスフラスコ1（38％スル不サリチル画獄容ラ夜
　lo…1　ヒ　　3、ワ5」）ヘノ6LOHラ容液8．2，ミー、γ八11…ニノ7ロ　之、　　一最考多之．　1て」

　5≒萎　て苗　　プドを　7ラロ　　乏　　足　容　　　と　　　1　　↑＝　●　　　従　　一》　　　マ　　、　　　　そ　　　爵へ、　そ脚　オ／＼

　の組のレしeい濃度は．α・，α14，・・2曾，，a42，・方6一ユN

／100姐1ヒ・より．スレポサリ今覧v酸濃度1ユ給べて

　到8％乞な．り、　pHlコー並べ●て駐1付近一と居ろ。

　　はじのに1組の1容液も用いて、ぢ0％イソプ
・・ロ！ぐノー1レラ容タ夜．8　io　15　20酬・1にようL一しeu
　　　　　　　　　コ　　　　り　　　　　　　　　　　　　シ
　のゴ農度対吸光、度標準曲練を作、成1牧。　二颪に

　基っ㌦・マ50％イソプロパノー1レ容液の矩釈量

　をシ尺め、　各一ま且ごとのし＿Leuラ容液そえレしそ鴨オ＼のロ侵LI

　光」ノ隻をラ則定出し、　L－Leu　の検量禾泉．を作㍉成　（　↑＜。

15

　　　　参．象吉果および㌧考景

　　ぢ0％イソプロパノー1レ溶液の希釈量ごヒの』

　ししe、芝農度対吸一光度標準曲線一は回5’に斤・1丁（
　　　　　　　　　　　　　　　ロ　り
　ヒおソであ3。ラッ←のPAA猿庫よリ箪出し

好ミ嘩・窒糧（，チrレ5・7㌦3N／・一Dと
　一り　．1）

　　　　　　　　弔ド　　侑　　大　　
つモ



　　　　　　　ゆけ
R吻b一プ・ソトヵ’外。川ソフ．・パノ引レ1

の希釈量ば1。㍊が適，当であフ叢。この篇呆K，

茎ブ・・マ、各組ゴヒのレLeu溶液の吸光農ゼ

測定し、その吸光履を向区分新（酵壱呆．図
・6　1＝　’〒・　1　でく　よ　う　な　庫］・ノ・ヤ直線　（　了’二　1、344×＋0、oo4）層

が得ら八た。ま衣レLe、の窒系に前てろ吸光

係数（伽〆・・のおよびモ1レ吸光イ乗数（図／・・　D

は、￥嵐ぞ釦62，228酬であソ、第3節の
B∫∈きで’；〒二、しτ（こズレ曳㌧う67）ノi直（　亀曽5．9　22二～」0．9）　と二

　　　　　　　　　　　　　　，
loほぼも一子気1た。

　　ご．不貧量ゑ泉の検言「「

　　　　　　へ　　　久，実験方法
　ニンヒ戸リン1くようアミノ酸↓ソし外。）琴も色面勿，

・・笛ヒして、尿．累や，7レマチン，　7レアチニン，

k｛7ネ館寸1↑く．望おクレアチンの濃．，度は言己

載されマな．所の、ヒトの血漿物クレ身ン
　　　　　　　（8Z？ヒクレア与ニンら農ノ置の仁仁孝・を用いマラットの
k
　　　　二　　　　　　　　　　　　　　　1‘1　　　　　　　　　　　　　　　、
　1｝．　、

　　　　　　　1探　　 布　　一人；　　’；’：



4「、

　　　　　　　くおう
クレアチニン防長よリ箪オqT（．まア、アン

モニアヒベプチッハ7血凝中濃度が序亟のマ・ト

さい一「ての、　これ、著でと1司塔柔．に考ノ亀の酋象がう

探4　1　T（。一一一一一　、．．L　一一一一＿

・［ましのにし－Lξu14・・1－8》1・・砥32％ヌ1レホ

　　　　　　　　　　　　　　　ヘサリチ1レ酸．3，11∫屏酷。庸落＝液そ調整k、つゴに
　　　　　　ン
尿系容液の調暇濃及はラット血1看中濃渡の最

低値のαワケ悟，最低値，彩勺値，最高値，最

為1直の1占倍と1、尿素そ八ぞ，れ1ぢ，。2，20．ol，

1・68・・2－16・・2・（1コ今・・一3Nん一じ容液を調製し丁（・

慧衣血清中ジ良2隻の’最高値の1・5’倍量のMllx・AL22

簡3Nん一1の容液激励丁（・

　　これらの溶液を用・、て、そ爪ぞ爪の威分を；

定一の了ζラ凋曳ノ隻一1＝・す弓丁≧の1（、　つゴのようにラ凄し・告…

・・脈．可・∫わう、そ爪ぞ爪6個の1・酬xスフ1

ラスコ5組を準備し、可べてK38％ズレホ寸＝

リチ1レ客房液1・砥3咋N筋oH溶液823融

撫へし2Z一斗・・藷液1ぢ淋リ・さらに鞭
1て、τそれそ”ノれし一Leし　14．ol・鴨N／oo’低1ヲ宕一ラ夜・を0，

　．’∩・o

　　　　　　　　庶　　布　　大
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セ。

　　ほがってそれぞ爪の組のレLeu；浪渡は、；

それぞれ0，α14・，a24，α“伽3N／o。〃・1乞なり、各1

組肉のえ叫？」1一チ畷融1啓33％・pH紘㌧
・イ寸近、尿集濃早月れぞAO，αユ・，σ68，U6，

隅帽M・帆Mlx・A織1参すべて・・1腕N，
為副とぼろ一。・闘×スフラスコ1て38％ス1レカ

サリチ1レ酸2各液10ρn㌧3．ワ5へ1へ仏0日，宕一液ま2ら郁いをv・：

爪マ蒸留7Kで薄煙としτこ洛液をち検ヒ曳マ、・
1・ ｻ爪ぞ八切ラ容液．の吸光，度も測定し、レLeu浪i

度ごとのノ険量線を作成｛牝。　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　！
　1…i］rr　l・＝ノ〒、（rこよう‘＝」、ノ尿素濃ノ蔓＿ノ5心0のし一Leu　i

15＋卜41メ・A洛液の吸光’ノ隻は、いず八．も図6に斤・

｛乱川L色uの検量線を作成ほ捻の吸光度1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝と多F台ど一」歪タ（1　↑：＝．　 こ　の糸吉和、　卜4こメ・A　 （≡髭垂定血1

看中最高濃度1ぢ倍）伽皮光痩がL－Leりの吸〉ピ

度に与之ろ影響は種のて少ナ∫く無視【う3程圏
戻であっ桜。
　　　　．、　　　　　　　　　　　　　　lo　　　　　　　　　　　　　　雪
　’ll　．o

　　　　　　　麻　　 布　　大　　 学
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　o，o・1牛，α28，α42，αぢ6閥N／・・胤1のレLeu港液K、

　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　血清中の握た坂仏値濃度のαワケ倍，1倍，15

借に相当すろ尿素琶挺爪ぞ爪一押え7竹易，合・、い

ず嵐のL－L2u濃及に遍いても、吸一光．度は刃k素

・含量に比例脈直練ヒなり、（カ＼もその回帰

陶製くはレLeu濃度によう聖意差は認のられ

耀わ＼フ衣．5組の測定値乞ブー1レIT（回帰係
数はαo田（オ：目関係数、δ二σ75」し6）　となり、尿

素濃度1伽8N／。o副当リ吸光及を0・Olも差．【引1プ

：・ぱレLe、のみの吸光度が得らへ、．まrk尿素

の窒系に対すろ吸光係数ぐm8ん荊D去・よ杁毛

ル吸光係放ぐ図／…伽Dほ、それぞ爪妙　ノ633．r

てあり、　2ア輿（しで斤、し↑ごこ八らのイ直（（λユち‘2

666・1，♪と1」≡ま1享一一多ウ〔、千二〇

・、 @従フてイ紋量足量法ゼロ、　ウレアーゼ1・イン
　　　　　　（ID
ド7エノー1レラ云1てよりてPUN含量をラ叛量足量

（血漿。・03徹Dし、その匹圃蘇濃度（伽5》・・両

［k・・16調い亀マ麻によろ吸光度を罪し・
晦疑の吸光光力・うその・皮光度を差【ラ1いて得

衣数値乏レLeuの検量線K当て嵌のろかあろ

ら：　　！に　　声ぐ　　ゼ・
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い1まし－Leu　の検：量糸象の’亘】1帰直綜し式よ・1、　PAN

濃度を求のうことができろ．

．＿

@レ．一卑z漿：Φ蔵周製お一よ∫鋳’ヌミヲ望ヲ玖

5

　　ニンヒ←リ　ンラ去、iくようPANの微量定＝量ラ去、ヒく

供試てろ血清は、つゴの方法で調殿処理丁る♂

　母す才え♪疑固剤と匙て1三Pτ《を用・～て株血1’た血

液をZ与・・ヒ凹で1幹周遮1ゆ離し、得られだ

吻漿・伺を彫ス1レ示サリ手1レ曜容液Lr詞ヒ1
ともに遠鴻管にい爪マ撹伴、、1ケ分間静置曳1

表のう訪・。セP’mで15分間亟、℃分離1て除蛋伯1

151、つ》・右6州び。雌液α洞をそ爪ぞAlてカゴ

之7（2賠希釈）撹拝すろ．こ釦二3％ニン
ヒドリン三皇液αぢ，副ヒシアンイしブトリウム・酢1

酸ナトリクム季笈毒液αら副をカ・えマ加熱発色さ…

せろ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　・．o
　　　　　　　　麻　　 侑　　大　　 学
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1レ示サリチ1レ酸洛釣虻届ヒヒもに試験管K・、
、れマ才三才←、、　このα8届を発色用脚騎ミ管に採一取一

1、　5㌦6づ％N伝0トじ容ラ夜α2帥・1をカロえ，て壱周梨！する。　ヒ・ヒ」

色に用・・ろこれうの溶夜餌H覧な…　ず編5」
5イ．寸　通二＿　と　　ナ」£　　；…，　●

　　　1三．　定一→量メ年度．の：序言寸

　　　　ζλ，　実」き貧方liと、

　ニンピドリン法にようPANの微量定量法の
・・ 閨B量邦青ノ隻　を寸言寸　（　↑（。

　はじのに通幣飼養条件下のラット（zo匹）

わ’5頸静風采似工一テ・レ麻酔下で頸碗皮膚

切開1てよろ　）　1↑・く血液のPAN’乞原！三去ヒ7トラ云Jて

よっ一てラ則定．【、　そのi農及・とレヒ’較1てヒ．

・つぎKラットの血漿に恵那レLeザNの添
　　　　　　　　　　ロの
カロ濃ノ隻ボラ・ソトのPAAより算ム1セPANラ農ノ麦

ζ4％　5’・4酬8／⑳ハ’、）を参・：考ヒ1≠ヒ5＝o”焔。燃1のαぎ，

1ρ一癖舗当呈尿取柄窒系の玉高・農度がう
しトの血清中尿素態窒素濃優♪の景低値、乎均

値・・最高頓相当量K璽るL－Leuラ寄液と」一Le）＋

ほ　　　ド！∫　　　声、’



σ夷．　5’z

尿素溶液をそ爪ぞ楠鵠い↑く．可なわうつゾ
トの血漿1伽1にテ寸、て、そ爪ぞ撫5，5．・，r占

帽N・る・一世当量のレLeu／L－Leuユ9及鮎。，

レしり5・†．尿承η・・，LrLeu．π，5＋尿素之r．・帽N

・／蕊伽、1：相当量のぞ才曳ぞ爪の1容一ラ夜」〃nlを転卵ロ1、

無添下血・漿の2倍馬齢を苅照ヒ1て、血．漿．に

ナ†1てL－Leuを3v・べlv恭ヵロ1た協，合・とし＿Lεu

†承素を3レベ1レ字画1↑く場合の両定量う云K、

ようし－Le，　u－Nの：添プ7ロ1：互］収…塁軒をじし敦1τそσ　　　 ・

lo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　呑．4宅果．およ’び彦寡．　　　　　　　　i

　表1ぢにヲ〒、1τ二ようK、 ラ・ソト20匹のP，A配・と｛

原法と微量定量ラ却定量し．・物ラ貝促イ疏頻

勅欝課．原法の測定値KFしべて本ラ劫剃i

k￥れぞ爪3　レペ1レのし一LeuおよびL－Leu　†i
尿素を　ゴ泰づヵロ　1　†て　と　き　のし＿Leu－N添カロ1亘］賜：又率を

醸量法で比較｛で瀦果、そ群れのレLeu一．
　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　鴇　　　　　　　　　　　　　　　「
　jo・＿0、

　　　　　　　麻　　布　　大　　学



G漉．　ξ；3

　N　9添ノ5口1亘〕収卑「て【、　ノ票ラ多＼がhoo．o＝±．2，7％　　乞　lo（λつ

ゴr2・6メとアゴリ、　本ヲ去、1＝「loo、6±．3、6％とlo2，1土，　z7

％とな）π，両定量法のレLeザNの恭加回収

豹7殆ど傳い・値を示脈．灰素Vべ1レの変
’・イしにょうL－Leし一Nの気～カロ回『又率ほ、　本うムのii恭

右回収率が2、眺高・・値を矛一↑てが、この経農

なうば定量法し1て周愚アよ・・ものと判断rlた．

　ン∠L　の　実顔考ミよ　り、　ニ　ン　ヒード　り　ンうムに　よ　3RAN

の糊ぐ量足量法を万隆定覧τヒ．本ヲムの定量斗集竹三お

・・ 謔ｪ定量時間憾ヲ1〔良法とほぼ等1く、　その定一
　　　　　へ里孝テテノ隻．rコ：原ゴ去と等し》・二と匂、う、　フト・う云㌧：ボラ敬量

血漿中のアミノ態窒素の定量法ヒ1て使用で

き乙ことザ9計う七、となフた」

1
5 4．学約

　ニンしトリン払を底・用1マPANのた量を試
iみた縮果、定量精度がレし較的に為・・定量ヲ云（

iI項），改良法（2項），デ放量定量法（3．項）

を確足1花、改良法宥よz刃秒文量星量ヲムゼ民定

1探　　 轟l　　l、’
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量操作が容易で、　1がも定量時間が’短いので、

†分利用で乏ろ定量法であろ乞考之5敢ろ．

　＝ニヒドツン射影応用1衣これうの定．量；ム

は、・・ず爪ψ一ア．宝ノー一酸以外の発色物噴ヒ1マ

・血漿中の尿系、倉』量を測定k、血漿．の吸光及が

う尿累によう吸光濠を差矧》、てPANで求の

ろたあ、　紬劇的にPA卜！とPuNを同時に定量了

ろ方ラ去、であろ。

　ヒトせ家喬〃）臨、床．で1な．　血Lラ青蛋「臼簑のアlv

1‘’

uミンヒグロブリン々血・清中の（気とPのヤ八1

それの値と合せてA／砧ヒや乙妬Pレしが諭町の乎
才色卜11　と1　て1・刊》・う；K．ろ　よ　とカド1らろ．

　本飾で艇身lkニンヒドリン法によって・i
PハN之定量すろ方法は、舶Nを定量すうたの1
・1てPしNlも1言1時覧て定量’すろ二とヵ、う、　両ラ盲の損II

足．イ直の：考琴裂が’できろとr庭子1て、PA　Nに女守’すろ i

PUN　のう農，農ヒヒ風PuN／PAN濃ノ蔓ヒし）　を柴ロう　二　と　1

も為3．PU脚AN濃度レしがイ牢，柚蛋順々唱
1アミノ画斐の栄メ農ごとイベ高射σ）状ラ尺、を〒・す高高繰にぼ

ljのでは麓・・がヒ推塑！1されろのて∴本法はそ

．り，

　　　　　麻　　布 大　　『∫・1
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畝

マも介li用で窒ろであうう。の．測定法と（

ω

葛

一人’ノ・
，」
、16

「μ：｝　7　
一 冒一F～一辱一＿一
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第2節、．無麻酔採’血法の検討

1　．　ラ　ニ∠＿＿し尾＿「青手月jKゴヲ　よ　てざ・肇勇青争月Kく　よ　　り　無、

　麻酔徐血の日的．

　本石硯の自的であろ繊毛蜘瘤主輌勿のPAN’

1級に与之ろ勇躍と明うヵ・1けるためラッ

ト囲いう焚孕が生じT＝．二のτこの前節の3

1頑にお・・マ、繊毛払をラントに給劉夜い・
のPAN　I農博．をヲ則定覧てろ夜のに鼓辱なPANの砺友

量定量法乏石雇定1た．　　　　　　　　　　　　1

　ま†＝一方で、美雫なラントの部か採血法に1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　v・マ検右寸虹τ〈．　一　一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

・　ラット（7）音？》分採血・〉ム1て1ぱ、尾青寒月fK採丘ユうヲ訳と，

｛幌青撫抑ろ混雌切（知ノすろ・ラッ培
を4σc位の温室1乏入れて温めろ、吸引装置を1
　　　　　くろの
使用・すろ才捗、があろ．眼窩青翻IK：叢採、血うムヒ1
　　　　　　くにエラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　コおう

μガラス毛細管や渥の毛細ヘマトクソ・ソト管

　　O　　　　　　　l探　　 布　　 →て　　”丼
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　　　　　　　　（lo4）　　　　　　　　（3脅）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くにの法と（マ頸静脈穿刺、屍勤那く’厲h．頸動脈お
　　　　　ぐ　
よび．フく輌々月｛やくカニコーし一シ三　ンが．あろ。

　こ八うの採血一う気rま、いずれも搾血前しや採血・

時に寄三々麻酔操作力秘掌であっ牝り、一定
・の採血量を籍ろ二とが難しい二とかう、本実

、験の採血法と1て適当でなヵ・り靴。　この衣の、

．聯で1竃・経（謝勺K採血費ろ＝と・麻酔に

よろ延々の影響をで乏ろ匠σ避げろ二乞、＝床

血．量が確イ呆ごできさ乙とおよ・びその量：はつ・ソト

・・ ﾌ状熊■く　台ビ影響も与之ナよいな・ビの条件を満

↑くす採血法を考案」転．

2一．ラット無、麻酔毘脅脆穿刺採血・法

・・ @　A．尾青翠脈脈穿刺法
　　　　久．　実：．前方；：ム

　　　（3『）
　OHuヒwi十z　lて、　エーテ1レ書画午t†でラ・ソ　ト　の尾，
i

…気高マv・ろ．この高高丁針ε使用層依採血法

・は、ラツD砂之う荊易も・’・さ丸その影響
　，

h．



σ輪．　58

己多台どナ」⊃いものと考’之，・う才＼「う．　ま↑（、　尾者Pヵ、

うの採血法なうばラットの保定う乏、を工天すろ

ことにようて無麻酔・で新訓的1く、　【ザも一；τ

量（σら｛1）一を芽采一．．卑てミLうと予蒸息さ敢τ（tの、

・rまずう本畜力て3・0～タ，。矛のβP系ラット10匹’を交互

に便用1て、エーテ1レ麻酔1尾静脈ヵ’ら種々，

の焼身＝r金†を用v・て熱血を言式み衣．

　　　’5＝．　零壱果および◎考察

1・ @尾ン静乃k・穿・」震う去1＝よっマエ．一テ1レ麻酋午㌧たラ‘

・ソトの左，石の尾静脚・う次のようぼ術式で：

α～～しO離1の血ラ夜を：採血・でごτく．　すナ∫メつう．　7糸＼i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝血部うjZほ，尾オ艮音戸よリ㌻《て8‘夙、穿刺尾倉那（1・コ1

15湾ら．穿刺方法は、なプ穿刺すろ尾静脈を親’

摘冴．丙キ旨で押1上げら八R音‘P命・の側面力・5i

青く、み一之う尾『静月儀にll司1すて、　ラ主，身寸・金†の小刀リロ

いまぐめノ確を通過3うとき抵坑ヤドあ3ザ‘2～
　馳【，　．引。

　　　　　　　l探　　 布　　大　　 …：
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3，w，nぐうv・で’ �ﾃ月値に適しすろ。　その場犬亘ミ．そ：糸色

将1写がう月手のi襲指で注射筒の驚ポンプをゆ

っくり引く　と採・血1で芝ろ。　罧血zイ麦、さ速レ々ヵ、に

シ主身寸金†を：‡友ぎ　　ヒ　ツ、　　し　ば・ら　く　今町圧　　曳　・て　お　《　　と二

5£ヒ血ユ｛ない。

　以1二の実験：カ・ラ、PANの定量に国手な血液

（血漿・お＿Dは左，石の尾静脈かう採血で

芝，ラットの長足法を工夫すれば籔麻1酔で株
血でき＝る可能ノr生が｛認・～らう、れ丁て．

’1、

　　　B．保定．によう無麻酔尾静脈穿刺法

　　　　ム，実験お云
　尾三野肘《差響li＞乏、が無．ノ彩ド画キ」で’子テな之ろよう1てす

ろなめKラットの保足器吻案1τ（。
に　つぎに自」乍1Tくイ呆足器芝…用いて体重，力望3。ρ～

お5・7の5P系ラット1・匹力・うPANの定量‘誤要

な血液α5覗1をそ八、ぞ欺4日間隔で3命ずつ採
i血k、その株血時間をう則定臣．

i
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　　　孝．糸吉果および汚察

　写一真1，2ほ．製作ほ無麻酔尾静脈穿刺
採血用保定器、の考p出。とそのイ呆定器・1二ようラッ

トーの保定状態窒」不．1、．写真う，4ば休足器を

・梗用11ヒときの採血状態．を斤・～ていろ．

　‘0匹のラツ←がうそれぞオ又3回ずつα5：Lα05

航1の血液乏生来耳又rTヒ，ヒき　のナ・斥ジ有蒔P罰監ま表18に

示｛1ヒ．　可なわ・う、イ呆．定藩乏イ吏用可ろ二として

よつマ｛勲ノ庭面午で．尾青図脈穿重り採血をネテうニヒがご

・・ ﾅき、　血液0．ぢ±：α05，wJを，：採血‘て孚rすろ8寺｝『詞喧」、

尾の穴きさや尾静脈の叙さによろ個修差ザあ

ろげれビも3分～θ分であフτ二。

と．無、琳酔尾静態穿刺法によろ血液の処

　　理法

　B項の実．験＝耗呆．より、　PANの彷女量定ご量に於　，

季な帖扁の血液ぼ、無麻酔で尾静脈力’う採血

1鳶ろこヒヵ呵能ヒなった。この血液ガ5分、
断用の血漿を得3方法は．つざのように処理
1＼　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　：り　　　　　　　　　　　　　　15

　．’「レ．o

　　　　　　　《　　布　　大　　f：
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’すろ二’ヒによリラ高足’すべきメ宅呆一かごf：尋う囲ヘゴて。

　㍗」わう注射針（2∠←qr　ま　丁＝　、ス2ぢ（≒）φ箱合

若険中1（微量の亡PTA（約…一7）を・・八．
一こ．才kを　　1一ノ甑1『の　ラ：主一身寸筒‘二㌧ラ筆、く糸壱告　　、　て　採　血：L可　　ろ．

5　　こ　の　よ　う　1て　、　て　三　、フ　T　A力口血液1乞株重ユ　し　、

血液を漏う四賀いように注射筒のポンプも牧

享耳史ろ．　『）…ぎに注射金寸1（〔を残可よう1＝ペン

チで’し刀断k、　こ・の貞巳オ需｝を．越医》、じ器の：遙藍＿L亡管筒1て

＝入る噴きさ（o号慧お贈号）のゴム栓に差
1・し込み・、ラ主射罵苦肉ヒ血・液・が＼っ・Z・・る1ズ｛態、

・極、℃，（∋、…γP一，・1粉7副し．分離1た血：

擬ノぐスツ61一ビペ井捌の’図幅姥K株
取づろ。＝のよう松方法で裸血しノ分離マろと，

比敢的餐易に血漿．を得ろL田できろ．董起
15注射箱の日盛リを参考に1て血漿量激。るご
とカド㌦てUiきる

　　　　　●

b．ラットの昆脅欣血漿遊離アミノ熊窒

　　素ラ農皮のラ則定

！0

．’ P）・．，∩

［ド辰　　傷　　 ブぐ　　デ；・r
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　　　　△，　実1外廷方法、

　ラット用市販飼料と不断給餌1ていろ」～D茅、

ラット10匹，（表t8に1〒・（丁・＜ラヅト）の尾青争月fk

かう無，麻酔で慢玖それ4日P罰隔で3回ずつ採
1血し、　税友量》芝．量ラ去iてよっマPA　N濃ノ蔓をラ則定1

　　　　参．箱果およ’び考察

　体重3・・略ケ・∂婦D矛・ラッ1一の尾静脈血中の

m2AN：軍勢とPりNヲ農．ノ斐1Eそ、れぞ爪31亘1潰11足～、

昇の平黄7イ直「ε：表．回に斤・ITヒ。　ラット’lo匹めFハN

ラ農ノ斐：あ・よ・びPuNラ1農ノ支、の平す匂イ直1ま、　そオへそ敢6．33

▼士・2、一3／・一1，12」3±・・rl－3／・・一iであフた・

　↓人上の実験よリ、　ラ・yト。）無麻酔死1静月IK写

・中’1三去にようマ1尋1k血液、・と用いてPANの定量ヵv

三省ξとなつfく。

3．ラット●の無麻酔鶏争脈写刺才来血法
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　　A．保足k．よろ無麻酔頸静脈，穿刺法．
　　．　α．．実験ご方う去、

　前節の採血法一を用・・マ、ラ・ソトK繊毛蛾

給与【ヒヒ重めPANI震良に与之ろ一影響そ検討

つろ実験（％可亨，算1節）．を実施lk結呆』
尾・青争月寳く穿乗ljうま…、1コ：：、　イ8董1仁卜｛（よっマ：採血の難易の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；〆
長合が異なろkの採血崎間が’定1ない欠濠’1
があっ丁ヒ丁＝くの、　ざラ1く採：立L♪去を検言寸すろ・シし要z，

　　　　　　　　　　　　くゆヰ　　　　　　　　　　　　く
があった。このセのRe舩udによう頸静月低穿刺・

咳ヵ躯麻酔で行ア戎ろようなラットの保足溜1

　　　〔5う♪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　金武等嫁．無麻酔でラ．ットの．連続真西珊K採i

血鳶ろ保定隠遁案ロ・、ろが・看着1ぱ馴

1払k使用でξろ独自の保足器を考案w製作1：

l　　呑．霜果およが考察

k　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　・‘｝　　　　　　　　　　　　　　　1，，

麻　　着∫　大
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穿刺採血用鳶足器の碗品を示し、写真6・7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ
は、頸替脈採血用深定器ヒラツトが保定され

た択態を示1マいろ。写真8，rは保口器を
へ更用1て無蘇酔で頸静豚穿刺採血を、マいろ

「様予を斤、1マ・・ろ．参考ヒ17注射針乏穿刺

すう位置と採血後の出血状態を写真1・、llに

1斤、1τく．
1

［　以」二の写真に差、1たように保．定器毛便用弓1
ろヒ垂昇藤ぞ切度すろニヒいよくラ・ノトの左，

・り6の頸静脈力’う短時闇1く丈字量を採血すろこ

と　が亀で　：…チ　†く．　　・そ　の　鳳来血方　うま、1ば　つ　ぎ　の　よ　う　て“あ

る。胸音？をア1レコー1レ系皐で清：拭｛’たの15、仰

向、す1てイ呆足｛τくラットの月勾骨・才丙の先，，す齢を才混一て．鴨

触知k、やの位置力・うし5～2お6＾下方の月勾骨上

歌鼻毛移動k、ゼの位置の左，石砺～店鰍の
イ立　置　ヵ・　う　注身『「針を．弟11す、　ラ主身寸’金ナの　・し刀　リ　ロ　‘ま　上一

iに即す、穿剥すろ艇長喧胸骨上に桶・・た正中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
線の左，勧・一2・農．粁面に対1マ3・門前

履であろ。つぎに穿刺ほ注射針が皮屠を逸．

過」て積行胸筋に豊嫉ヒ類二注財筒内ピグ
　　　　　　　　　　」1
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1陰彦～、そのなまゆっkり写刺てろ．注射

・針が頸静那K壁を通過3弓と乏々や抵航ザ’あり、

金ナ先が舌争脈内に入ろと直うに血ラ夜が注身寸長内

に流＼す一一う．。⊥至ψ一一オベ態で■一下．学重を採血L、：採．

血塗は速々カ’に注射針を抜さとろ。
　　　　　　　　　くゆヰフ
　Re轍dの穿刺オ法に従フマ、；主射針を胸筋

に穿刺【てかう頸静脈採血匂ろと写動1の

ように採血倹φ出血は飛脚一塁であり、た．

　写．真．B　141ゴ、こ。）イ概定＿器を．使L用1て、ラ
　　　　ク
1・ットの尾静脈ヵ・う無麻酔で辮1採側て・・ろ

様子も示覧マ・・ろ．尾静脈穿刺採血は前飾A

項の方法、でイテ㌔ドっ置く．

　頸静月lk．・尾静脈穿刺採血の両採別法に使用，

できろうツト②勢州器拷棄製作し、両採血；
・法を試〃褥課，容易1てラットの保足’がブき、

（々、も両採血ラム、仁：づ吏、用で5きろイ呆定器「乞製竹三し；

k，　　　　　　　　‘

t

B．　ラ・ソ　｝一の雪負青争月k」立およ「び尾．静解（血z一の

　　牟漿遊離アミノ態窒系巌度のレじ敦
　　　　　　　　7‘）」0．0

’ボ亀：　　舜f　　＝た　　 ’ゼー
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　　　　氏、実，三方シ致

　ラットの頸蕎脈血ヒ昆鴛脈石のPAN濃如し
PuNう農ノ蔓をレヒ卑女・すろT＜のにつぎ亀の実1、験を，言式♪ナ

τて。　．　　一

・市敗：飼料を不断給餌1ていろ・体皇3ゆ一F5％
　

i

によろデ放量定量法でPANラ両度を測定i一た，

　つぎに同ぐラットに申販飼料そ午前『時計’

1づ午伎㌻時まで7日間自由副食さ辻て、翌朝

の採食前K頸脅豚血および尾静脈血乏下血し、

微量定量法でPAN濃度を測足曳τ＝。ま丁く両採

血法の採血前雫時閉を測足1牝。

・・　　　ぶ、糸吉果・および考察．

　表20に斤、【　τζよ　う　に、’　申貝反嶺司孝斗を不日咋孝含重強

し7いろラットの至負癖付送（血才～・よてバ●尾手手那k血ユ中

、のPAN濃度ほ、それ岐“僧均6・26，7／7餓r／1・・制i／

lPuN濃度、丁、それて土均ノ又72，’8。2r凧7／1伽1

であっ彩。こ麻課、PAN痕度1コ尾青手脈血の

ト，　　　！・　　　1ご
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方　ヵぐ蓼」自静月仔（」卑ユ　よ　り　　も　タリ　く　、　ズ再　｛董：・差　て　P4αol）　・らド

認あう爪甲P嘱濃度1な頚静・脈血の方が尾静，
月熊血．よ　り　も　誓いイ門門1を『斤、11ヒバ、　有　意差．は誕・噛

のらズへなカ、つτく。　　．　　　．一

・　　っ　1ぎ1く　表2．1に斤、し　↑く　よ　う　1て、　同　じ　ラ　ッ　ト　に．

申販・飼」料を制年三陸餌｛τ二とヨの頸静月低血およ

び尾，青争月k血中のPAN濃ノ更、な、　そオ＼ぞオ矢乎グヲら．引，

6・ケ2働3ん司で、留意差（陥。のが認のう八衣91

PuN　i濃度は．　　そ　劉へそれ1手　∫｝ヲ 3！79，　ll方Z脚7／。。隔l

I・ ﾅ．肩甲差鳳認めら胆力・フた．ラヅトに前

販飼料を制恨給餌1τてヒきの内取脈血中のPAN
う農度；およ・びPUN…農L、度．、1ま、　矛凶丁桑合餌　曳↑＝’ヒを　の、：

そ　；へそ　爪　の　イ亘よ　リィらい．イ直　を．斤・　璽　乍．　　こ　れ痔　傘司　1

料蛋自鏡の敏取曼輔司料一等後の採血時閣ナ∫i
　　　　　　　　　　　ぐゑど　の　　　　　　　　　　　　　　　　　 ミ

・どによう影響と考えう爪ろ．’．　　　　1

　量rk．飼料を制恨給餌および不断給餌｛↑（i
とミ・の尾・静月K血PA　NI／頸青争琢1・（血PA　Nシ農ノ更じし、窪、　｝

等しい値（口8）を荊τくが、尾謝他puN／
肇勇静月存（血pu卜亀　濃ノ隻．レし、て「，　　乍θ1アβく条白白耳　（　o・84　）’　の

と芝い浮断給餌（α『3！史〕）のヒ鯛方力噛亙
　，て、　．電、

　　　　　　　　蘇　　布　　大
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高㌧・イ直を示し7ヒ。　 。・ A　　一

　住梅内の主専組織にむけろ愈席手署血中のPA　N
　　　　（『，135）

濃度1螺な9、マウスでは採血剤立によって
　　　　　　　　　　にエヨりつ
血う夜の血チ求．が～～・分が：異なろこ’ヒよリ、　両・静琳k血

沖のPA　N濃農あ・よがPuN激度の差異惇当熟の

斥壱呆とラ杉之ら八ろ。

　頸青尋刀恨写刺法の採血カケ零時間1守、糸勺3分で

あっτ＝，　す†∫；わrう、　二の方う去1手4固イ年によう＝採

血の難易がなく、容易に覧がも短時闘K採位
・・ ﾅき3のて＼孝采血の診を目的ヒマろ，易合、＝ご

無房ド酔尾看乱国k穿刺ラ去よりもづ憂グkていろ．

　　4．辱約

・・本章では、ラットザう糎．琳酔で四時的に採

血できる方法セ呑み転，臼作｛kラットの保

ヒ無麻酔頸静脈宴刺法（3項）ぎ確定した。

1駿作1白保計器は．ラットを極のマ商単k、
（ヵ、も短時間にイ呆定でき乎全一ビあり、保定器



謡。　6ヲ

の穴ミさもかえれば、マウス．の頸蕎脈穽刺蛛

血．にも利用でミろ．

　無麻酔亀静脈穿刺法1氏体皇3吻以ヒの尾
静がよく発達して一Y・一ろう．・て．キであ脚ゴ容易に

5≒降血でミろ力罵、　よ、）ノ1、こ～》’ラットでlrまよ、ノ〃

＜の時周が必孕であろ．
　＝　深酔に　女子　吐　て　無、痢・酔頸責考月依」穿牽・」シ去■ま、　　注身可

署すを穽刺すろイ立身ヒ角ノ隻を習熟すると切曳オ1

ろこヒ倉よく、’亀覧亘1の穿栄’1で声声争月fk、カ、う採血．て“

・瞭ろ．採血量も必呼量に成じて調節でき、全

採血珂能である匂・う、無麻酔頸脅脈穿刺ラ疹・

は、種々の研究，への4」用が期待コれろ．

▽‘）

．n、！o

’姦　　 布　　 ブぐ
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第3節、蜜蜂胃内繊毛虫類採集法の検討

．反感冑内織も虫類の探集日的

lP戸ヤギまkはラットに繊毛虫を給与すろ二

i与之う景ラ響を声〒究すろ「「くのの手羊灸と・（マ重」享

’であろ。　こ0）喫し験を実施了うには、1尺量の4亀

粋な繊毛払之丈学とすろ．このたの壷飾では

繊毛曳の尺量採集を試み飴壱呆にっ・・マ述，べ
う．

　反回胃内容物中の繊毛虫馴し薩や八ささ・
の類イ吠｛了ヒ遼寧薗や飼主細細とヒもに1昆在1て

5いろTくの、　糸モL粋ば繊キ］望、も分爵釜：痒一集すろ1く、’コ、．

細菌や飼料細粉を除去寸鰍要わ剛あ3・この’

τくめ、＝は、最初に、反場胃内容物をが一ゼで

瀧過一1て、濡1夜中の・飼朽細粉を彦上一さて3衣
　　　　　　　　　　　　にイウタ）1くシ亀二夜を　37・一　40’《ニイ呆ラ量’す　ろ　．　　っ　ぎ　1て、　　こ　の

騰液乏退lu　7繊毛牢、区分誓亭亭k・生理食

∴1　　噛た



o鵡．　「τ1

塩水、または種々の塩類溶液で洗浄を繰り返31
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；

も測定了ろ衣のK、ウシの反禺胃内居半酔ノ：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！汐15今447♂の繊毛弘を採集しk・訓ヒ・H・鴨・ぐkこ

獅な繊毛虫の了ミノ酸組成を珊究ずうな仰目

・．も採集LB¢寧涛1楓毛望・卿」恨アミノ面剣

を決定てろ『kのK、．ヒツジの反撃馬内鰐偶力■

　以上一の奪戯毛四丁采集イ列1な、いずれもフィステ

ルを装填｛セーウシ訓～壁ヒツンげう定期的に

仮丁胃内居物乏採取1て／矯断追弔が行闘われ

衣．7ト研究で鳳、前回の：採集量の数†倍の糸戯

毛弘を鴫夢とすろため脇平な反窃周内容吻
ザう繊毛虫、を分飴採集（ナ∫け八ば』ナ∫う・』・・、　，

覇内容物がら繊繍を分離採射ろ亥法毛！
　2｛L、つ

　　　　　　　1探　　 布　　8大　　 学



　　　　　　　　　　　　　　　　　＿4；　ワZ

｝試峠・

「

　　　　2．ウシの及寓車内繊毛虫類犬・量：採集

　　　　　　法（手直集法工・一lr）

i耳文マろ（写真円）．繊毛虫を吸ヲ’：抹ミ月又【↑＝の

；ぢ・ビンを細保遇1麟毛艇♪疋予数竺智
1この掬鷲2－3回白白てと内容ラ夜中碗，

1　ハ．繊毛曳の採集量と影の体成分
；　　久，実験：方法、

　

ウシの工，　五月と皿，　r▽周を．分嵩豊【マゲ・う、　t

ほ，ユ胃の内容物を全マ沫取すろ（写真1牛）．．，

株耳又1夜内容物乏麻袋に入爪（写真1ら），　自i

卜τく内容物を　1．8ノ　②　ご　ン　1：・分注｛　73r’）40σこで噛i
　

i保温てろ（写．真17）・・保温1丁＝のう・繊毛弘1

1葎　　1㌃　　ノく　　’ジ



o鷺．　『3

どの繊毛虫を採取できろ。

　このよう旧マ繊毛払濃縮胃内容液をズ♪1

　実耳食室一で一1コ重うK、ノ｝・野『1箸⑦方法によつ，

・マ繊毛，虫ラ農荊侶胃内．容与がう繊実．虫を分離k、
　　　（δ『）
・ト野寿等のB・臼塩類緩衡液（嫌気的でない）

で1先言を糸価リ返」マま毛粋ヂよ宥或亀虫乞採集1↑く．

繊毛虫の採集陰ウシの個体別に行ない、繊毛，
1壬：1言　り免ケブ1　工　タ　ノ　一」1レし＝）曼：1　マ　4　～・5　ヒ，て’イ呆、

1・肩一丁く．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　つざK〔乾燥11ヒ繊毛虫乏得ろ衣めに、4占1

～防ヒで6・～9・分間真空蒸留1て荘園ノー⊃レi

そ除去1たの5、一2・℃で2日問予備凍結し、i

B火物～毛虫（PP一）　を雪尋丁こ。　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　このように1マイ号たρPの一般威分とアミノ　｝

　抹集法■：採集法華では屠殺1モウシガ5；

個体別に繊毛虫を分離裸集1乖が．採集1去－：

で1言、ll引拠理1τく牧頭のウンの繊毛螂寝
　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　・【｝　　　　　　　　　　　　　　　Ψ、

　」り　．x）

　　　　　　　麻　　布　　大
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孝宿胃内容液（写真n）を1フのオごツタ：ンク1く

集のマ分離採集｛1ヒ．分離採集11た緬1毛凪鳳、

直ち1く一20ヒで凍結保存1、最後Kン東結係唇

17いる繊下甑全町を混合隻て，μ乏続き東
孝壱保存11ヒ。

　このよ　う　に｛マ得ナく凍結ゑ鍼毛虫（FP）　の一

般成分あよがその一廓を真空凍結乾燥lk乾
索彙繊’毛」虫、ヒDP）のアミ1阿戸且ノ戎乞常諺、に．よっ

て・分未ケ1τ（．

・採集法1，ユに叡いマ、繊毛弘を分離採集
「r斥ウ　シのノ雇歩セ，，　種類，　’卜野営1，　年歯令，　採。集（

帽内溶液量，周内容物中の主な飼料局，平
体の病変なビを右己録1τヒ．

　　　イL．1結果および●考察

　採集ヲ去1：表21≧1て斤、17隔ζようなl14三芳のウン

の周内容物げう手戯紀虫を分為孟採集1旧く平平呆、

晒頭のウシの年々と周内容液量，月内容う夜量

と繊毛，虫：採集量ぐ旗23）の」相蘭係数鳳、　それ

ぞれr惇0．衿2　r二・26・．とゴリ、ともK商竃
　　　　　　，　　　　　　　　1

　　　　　　　ボ季こ　　’㌃　　　‘’



G梶．　『∫

差が認のら庶グウシの耳々と繊毛弘採集
量ま↑＜、コ胃内容・液1」乙当？の繊毛虫採集量．・お

よび帽内容液量ヒ胃内唇液14当1ノの繊毛酔

吟耐量の相等係数、て、そ燃それY言ク’66，Y

・・α・！6ジジ＝・、131い∫・♪、肩意差が認め5れ

なカ、つT（

　l14頭のウシげらの繊毛曳採集量は、反23の噛

ような分布を斤、気夜．　表24に二等集三…ち、エの、結呆．，

を量とのマ示｛↑て。この結果．2ムノ％∠の貝内
10n液力’らη6ヲ幻3の繊毛蛙分離採集臣．

Σの繊毛虫を個体別に真室〉東下乾町こ1マ、　＝
　　　　　　　（73）　θ♂）　　　（15）
編での採集量舛77，之・32／4物を＃回36鰯ク8’

のρPを得た．一

　つ　ぎ’にPPの　一般1成分rき表24に示1　↑く．　米且蛋：

1面質および耗蛋白噴め含量1窒繊毛弘の一般成

のい7％よリイ急く、　レヒ．較白丁乗屯粋1く繊毛，虫、ヵv・分葛丁

零・集、：：rれ衣ものと看之うれろ．

　無作為に耳叉り　上」ヅ・「く　3　イ固乍トのρPのア　ミ　ノ　酸

　l！o　り

　　　　　　　麻　　布　　大
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レ

　千ζ．　うイ固体の了　ミ　ノ酸ま旦万文を乎デヲ｛↑て糸高i弄し、

　繊毛腿構威すう主なアミノ酸は、引レ〉ハ∫F

W訓erの雑呆とほぼ一孜lk．
　　採集法五＝表z6に示俵ようば42豆輿のツシ
　の周内唇ケ富力、う；繊亀毛虫’をノ分・腐崖採集｛f之糸壱、果、

　42頭のウシの与令と胃内容液、量の相関係枚．は、

　Y二・367となり有意差が言承・のうズ＼7（．

・・ @毛虫採集量ヒ卯の体成分を表27に示〔転。

　丁なあち一z・解ノの周内容夜力’ら’31・％7の繊：

　毛咳を分離採集けく．FPの粗鋼白墨，糺告白

　貰，粗繊稚含量を乾物当リに換算可ろヒ、そ

　れぞれ45．67，2z．覧ロヲメとなり、採集法工の

1・値に比べマ斥且琴戯維含量がかなり高々・つ筆削．

　　芋台某う去、工［のDPのアミノ酸糸且威を表25一に斤、咲

　τ〈，孝戯言弘を葎｝成寸ろ主なアミノ酸は、（葺tu〉

・AβP＞Lソ5＞Leu＞ILεの・ll貢1のく・採菓法

！工　σ）繊毛虫　のア　ミ　ノ　酸柔旦成とほぼ一　昌昌　1†＝．

1この結果職繊毛虫体騨質のアミノ酸組威
　　　　　　　　　　　’日

林　　
｛1

堰轣@　ノl　　rゼ・
、



α愈．　質

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（β，「1《筆．l12粁）
　は、飼料条件などの影響をあまり受けないブニ

　めと1考；え　ら，れろ．

　　採集法国，ユ．を試峠結果、1頭のウシが

　うの繊毛虫採集蜀窟一％以下のと董々1…3
・以上；の　とまが窃　り、　がな　リイ固づ奉差があった．．

　1頭のウシがう大量の緻毛弘を分墨色守采集｛た

　とさには、写真20のようによく発達■た第一』

　胃乳頭や第二胃・皇室1覚繊も弘が塞集し、乙れ

　らの柔鍼毛曳は写真21のような集団を形威1て；

隔↑く．この集団そ積威1て・・ろ繊毛弘の穐類’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　につい7の検遠計ロ直接行あながつ夜が、繊∠し

広の純度蘇・ろ勧にB・r塩類緩ラ動液で潟引

5の採集享年ρ・・3三一しになろヒ竃の繊も虫はq
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i15殆どE同士。《齢！頭u畝属，によっマ構放されマい丁く．

　　ま↑＝．繊毛弘の夫量採集の表のK2・ρ頭・迩く　1

　のウンの反鵠胃壁を観察、1ヒ．結泉力・う，反瑠：

謂壁の繊毛弘吉事翻調躯部にア艮局1て・・kσ1

このこいさ繊毛虫、が物理的面冗降rk結呆ピ

1考之ろこともでミ、分後この点につ・・マ検討
　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　三り

　．け　．o
　　　　　　　　麻　　布　　大　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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了3災辱があう。

3。即吟

ド本研究の実験に丈警な穴量の耗粋な繊毛弦
1乏得ろkの、牛殺脈ウシの胃内略言購繊

は42頭のウシ肪Dノη・解採痢ヒ・分離株
喋【↑＜繊毛虫の旭蚤白妙耗蛋白笥，粗暴稚，

アミノ酸．組、成は、深紅報の繊毛虫三分含量とほ

ぼ一致し繊毛虫、の純度も比較的に高力’つ↑二．

　以上の結果よ11、蒔直1㌃ウシの胃内容物
かう大量の繊毛虫、をレじ卑交馬乗他粋に分離：採集で

「きろ二とを実言正｛Tヒ、天量の胃内容物がう胃

内容液を採、耳又一すう方彦、あ・よ‘び’犬量の胃内容）夜

から繊毛虫、を純粋K分離採集すろ方法・よども

改良・す爪ば、レじ較的短時間に、　1ヵ・も容易に
l

　ヨ転、この繊毛虫の犬量採菓法は、学に入

　　　　　　　’裸　　　1’1∫　　た
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量の繊毛虫を採知ろ夜のの方法だけて・なく、

季薮毛弘に．関’すろ．イt巳の厨参乙甲白勺にもホv用で’ミ1ろ

ものと考之う．れろ。

5

一
⊃

塗

、

t
ご‘｝・．ご0

麻　　布　　大　　学



朔．　80

’紅章●．反網内繊毛虫類給与がヤギの血漿

　　　　遊離アミノ態窒素濃度1等蔑ろ影響

・第1節．車狂喜反寄胃内繊も虫類の給｝実駿

1．　実菖食自的

　序論で述ニベ↑二ように宿主動物体内での軸心し

・。、嶽の磯負ヒヒデ隻害㌔1を角尋置月‘すろオ暉ラ去と　1　てF動物

とρ瞳か物を比藪でろ研究によラマ、㍗くの知
　　　　くヨロノロヒヲロものロリエ　ロヱうノヱれノうりのらロしおどノゆリヲ　うエラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くらおう
識黛。禦う蟹5よ、51歪・二の中でkt・Ffe　t②“一・

Pし随¢r　　　イ反牢喬等　は、　PF動物　（　ヒ　ツ　ジ　言　てて、さ　ウ

　　　ヲ
シ）のPIA　A孝釜量がFi壷ヵ午勿のぞ爪より高いΣと

・5も孝侵告1↑（．　この繰因し1・て篭老鳳、雁「主會力

物にイ共給ξ爪ろ微浅才勿蛋白質の量と，埼のアミ

ノ三五ゑ且成；およくバV『FA産：生焼とその系築成の愛

1イUてよる影響のイ屯K・繊毛郵本物1弼々’の
；物質が宿主動物のPANラ十度を減少さ辻マいろ

の「ビ1て【㌔C》・カ・と考：之，7k。

『報　　　・～三　　ナζ　　・．・：
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　本章はこのイ反定に’基ブいてま戯毛弘の肩無が

ヤギのPAN濃度K与之3影響寒帯三寸し、つゴ

に房希隻ウ　シカ、う赫（集1弾くPP（第1章、　第3節，

採集エ）　をPFヤギに給与1てPAN》狼穫に与え
，・ 驩e乏響を検言下（寸く。

2．実験方法

　　　A．供試重力物および飼養管埋
：監）

　イ共言1ベヤギヒま、　3頭の去勢成熟ヤギ（表、28）

をイ史用1丁く。

　給’を飼料鳳．糖蜜配合飼料、ヘイ宍ユーブ、

稲ワラをXン羊の維符の栄養票求量（日本飼

1蓑標準）に準じて玉響1たぐ表2r♪．配合飼

料ヒヘイキューブの給与割合は、司揃化渉旦蛋

白笛（PこP♪夢求量のそれぞれ50％相当量

｝とし一のと折足す艶消イ磯傍翁量（丁

の飼科は刑8：3。一r：・・とP図4：・銃4＝3。1て等量

　　　　　　　　　　　’1
蔽　　　1㌔r　　ナ
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ずつ兼合与　し、　食欠氷1ま　自　宙二摂L取ゴ　辻・rく。

　繊毛弘除ム後のヤギに繊毛払を，鳳染さ辻な

い・鰍ﾌ、　実験当ネ刀り・ら・イ固イ本ごヒにP島葛匡1　マ倉司

義し、調整1↑（飼粘照日塞L経過さ辻てた・

・う給与けて。まてて、正先弘除去後鳳定期的K
　へ繊も虫の右無を百寮言忍泣・た．

B．冥験期間

・・供試ヤギの実鳥黄期間は図8に示、†て。てな

わち、φ1、62，631押嘲，F2期ヒし、6幅PP
l期よリ実験に炉之†て．つづ・・てωノ山3に屯

ユ，4，8．ノ6％の全卵粉（Wの芝給与（2ノ，

4，3，／砺W醐）し、，62，酬ては2ノ牛メ
15 ﾌDP／　　8’，　　’67ζ　のWEを系合r←　（　2，　　4　メ　DP眞月ノ

8　　ノ　　　　　！6　　　ラ4　　v）E’起き月　　）　　　　｛　　1r≒＝　●　　　　弓1　．き　　　ヌ臣弓セ♂レ　｝　　7τ　、　　　　全　　で固　イ）本ト　　ヒ

のF2期　8，12メのPP給与（8，12／PP期〉、
　　　　ノ
PF　2期　F　2期の順1て実験を1苛つ牝。
　　　ノ

●轟1　　た　　‘’
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P

乙　反第胃内柔鍼毛弘類の除去宙よび・移殖

　戸1期の61ノ　（斗2ノ（学3σ）・繊毛曳の除去．鳳♂各イta

イ本のPANラ農ノ隻のヲ則定．イ直，々＼：干す勾イ直1てナご・〉†て翌臼

　　　　　　　　　ロ　
功’う、A』θu　Akk仏dα等のオラ臥で行なつτく．予

備実験と1て、彼箸が役与口（A。ヒ。β。1－OTの

濃度（体劇騨1酌α。83）鯵考に予備ヤ
ギ（“4）を用一て孝鍼毛鬼の除去を言武）サ丁二。

　その結果、彼箸の投与量では繊毛虫を徐去
：11 ﾅきな勺・うヒ夜の、ハeヤ。6。1－OTの投与量を瘤

ヵローす　る　と　A2セ。β。1－OTの畠qイ財用右剛右忍．の　う　ズへ軟。

この夜の、本実駿ではα1・，α呪・・吻／k3の

Aeヒ。β。レOTを数日間連唱克イ干与1↑（。

　隔3期のヤギ全マ1て対すろ繊毛望・の移植は、

・・PF　3其月実＝験糸冬5の翌日にF’ヤギの早場胃液（

61、ら2ノφ4に300－1，奇うに6・0伽Pも冑カラ

　　　　　　　　　　　　ロ，テ、レで㌧軽白キ受与し、　牙戯毛、虫を坪多孝直1↑て。

［ξピ　　　9’｛1　　　た
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1　　　給与方法

；得汽t）Pの給与量1な、　Well¢ヒ篤によ　る乗戯毛虫の
　

1移行量（反鵬胃々・う三胃く）を参考K｛て設

・定1↑て。すなあう繊毛！玖憐窒気の移行量、な、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　お　
■1非望りの食餌性窒素の2γ以下であろこと

戸漱ぞ爪2，4，8，12網目当職給与し、

｝叱戦1†（，

lPPおよがWEの給与宏去甑量ず合2・64K2，
ド4　％　PPを　給与一し　、　一寸早目．ヒ　レ　て　（年i，　（穿3　に　2　，　　4

μのWEを給をした．引鱒穀飢ら2，63，ム4
に8，　1もシ4　のWEを糸合与レ、　ゼ　の後己　ヒ　の糸含与

飼料に戻1瓦W砺よびつP給与期の給与飼料
窒系1な．表30K斤、し↑くように糖蜜配合倉司料で

，定に言周整｛↑＜。　2～1もフζw丘員月需よてバ2　〈’1ユ



　　　　　　　　　　　　　　　　　コメロ　ヨぢ

％PP期のTPN給与量は、そ爪ぞ湘、2列ぢ．犠
仁4～器％減少俵が、このTPNにつ一、・ては、

特に調整しなカ・フた．こ爪うの給与お卸づ、

　1日当りの給与量のぞ，れぞオへ讐：・分量を境蜜配・

・合倉町考斗にラ昆ぜマ菊合・与1た．

1

　　E．う則定＝項巳

：o

　採食量およが体温：ヤギの全窯験期間を逸
｛て、　毎日の守采食：量および’早朝オ塞俊前のイ本ラ臥

をラ則足」†（．

　繊毛虫数の計放および泊無の検査1ハer。詞
：』藷ﾌ与およが覧繊雀型の籾値によろ繊毛屯数の

津西を観介する夜のの反霧周内容物の採取、は、

早朝採食前に胃カテーテルを用・・て行っτ（。

1↑く反璃胃液は、ト4F5固定液で5倍希釈1て

1竺酸球計算盤によリ秩毛虫を計数lk・名蹄
・ジll　　！！∫　　　｝’



　　　　　　　　　　　　　　　　　　，嵩　　86

i緻美］虫の肩無を検査／↑て。

！

｝節に記毒い衣凹凹で行フ†（．￥のナ（嗣採血

｝は亨巳闇隔で早朝：採食前に頸静月低力・5、　そ才＼

喫れ1・伽げつヘパリンカ・ラ主身寸器で行う暇．糀

およびつP給与期の踏N濃度の測定は、凌れう

：の半年与閉娼倹6日日がう5日闇？昂でそ爪ぞあ

～回ずつヲ量1足1了て。　8ラ4PP給与前（P下r　2「貝月）

13回ピ給与時う回の船A濃度をアミノ酸自動
レタ〉・不rテ言ナ　（　1ヨ　立KLA。3β）　マ“　分ヰ←「　1　↑く。

i

i

I　　　A．Aeヒ0501－0’Tの緬～毛管弐丁余去、効果．1二つ、ハて

　ハeγ08。1－OT下期1てよる43，　（射，　Qの系戯毛」虫、

の除去効果下図9，｝o，ロに示した。繊毛曳

の除去の開三崎期は各個体1二よ）了異なll、

合3，創，¢2の噸序で行つ↑く。φ3の除去では、
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晦嘱の舷・悉・1－OT焔師罰迫続投引7も
繊毛払の生鮮が誕のう八↑（「ヒの、αlr曾／〈7を2

臼間投与1て程過毛観寡いk。この間の採食
季およ　び体温の変4しlrまヒし藪的少なカ・っ↑く。　殺

5与」『をL中ユヒ1て々、ら8∈1目（、（｛日日）1て再1レへ”：繊

毛虫数の増力・カN観熱川．価α18幽を3巳
闇連，」続．投与lt，国財、　合3頃横撃尺、イ本ラ置上一旱、

食欲廃絶の状態に陥っt。＝のkめ補液癖弘

を施tて回復さ辻衣。63の経験ち・らら1，G2に
・⑪ﾎ握A…る。1－OTの殺与量、な備7派3ヒし、3－

4臼間連統投与しヒ。その結果、ω，包とも

投与開佑後．2－3日自ゲう横臥、体温上零、

食欲廃絶（3一ワ日悶）の状態に予8節衣のう

除受1て回1夏、↑く。

！・　　　（≒3，　　（ン［，　　　（葺2　の　　乗鎧陵毛　虫　の　　除　去、　lr工．　　　㌧・　・ず　　れ　も　　食

欲廃絶力・う回復1牝のうに達成之燃た↓ヒヵ・

5・ヤギの繊毛弘の除ム童て賦薦争嘱のAer・訓一

〇T・も3、　4臼F司連i翁夫台網；ミ与・す3ごとり鴻ミ産し当ヒ考

之計れろ。一・し、この投与量で17ヤギに副
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る

i作用・∈与之；↑てめ、　二の副作用も隼釜ジ哉させ3
　　　　　　　　　　－1［L一＿＿＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一＿

ゴ↓’

@　乍　　、
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r
l工夫ザ談雫であろ。
1

　　　B．ハα。β。、一〇τ殺与がヤギの血漿遊鶴7

1　　　　ミノ態窒素濃度および血漿旅系熊掌

　ハ2roβじ1－0「〔を：役与失1k各個イ2トの孝戯毛虫除去

1　1ま月　　σ）　　P／＼　N　　う農　ノi隻．、　　　　PU1＼↓　ラ農　ノ箋し　，　　　　Pu　N／F）A　N　　う農　ノ婆　　し：・ヒ＿　を

・表31に斤、　1↑＜。
　

ll首」述1長よらにAぞヒ。剥一〇Tの殺与、てよっ

璃、ヤギの採食蜀透しく減’列側てもカ・カ・

1りややう局1少1‘に牙呈度であっ了ヒ，　こ燃に対｛マ、

iにナ曽力。し、　（｝「31て7角意差．．（　P〈o、ol　）　カN’君忍のら

獅く。繊毛虫除去期の箔個佐雷よび・全個侮の

PU脇N濃凄比は、いす糊湯合己刊期のぞ爪
よ1ノゥ曽ヵ。レ、　63ヒ・全イ固イ；季1＝フ角意差」（P＜o．05♪
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が言尋のう爪’「こ．

　繊毛曳除去期のヤギの踏N濃度およびPUN
濃度の変動焦投与依Aer妬。トOTの影響よ

り、’むしうん￥。β。1－OTの投与によう採食量の

薇少によう影響を強く反映1て・・ろ乞考えう

フKろ⊃とより、ヤギのPA　N濃度鳳、　PりN濃度

K比べマ痴感な恒常性U呆助して・・うものと

考之止れろ。PuN濃度幻頃年鳳採耐量め善し
　　へ・、 ｸ少に伴う体蛋白簑の分解によろ彫響と考
・。 ｦうオ＼3．　・ますく、　PUNラ農ノ度のナ曽カロ1な．　P（ノ～／卜AN

濃度じしをナ曽力口さttることよリ、・飼料・摂取量が

幽く不則て・・るヤギのPuN濃度およがP困

加N濃膨u増加アろ二と脚月う胱なつ寸て．

と．反璃胃内繊も虫類の右無がヤギの血
　　漿遊離．ア　ミノ態窒素濃度および血．漿．

　　ノ豪素：熊、窒　素ラ農試に与え　3景多乏響

　各個修およ・び全イ固楼の刊せ月，P川．2，3

期の剛濃砥P咽濃度，PUN加N濃度じし，
蘇・　　　！’　　　一る層



　　　　　　　　　　　　　　　　　　L．30r
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

；PハN濃度しPUN濃度の相閲係数を表ヲ2，34，
i36許。に斤、し、それぞ爪のFl期とP田　2
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　ノ
｝3翼月，　PANラ寡芝ノ箋，　PUNう農ノ蔓，　PUN／1）ANジ良度じヒ＿、
i

の平均値の聖意芳の右無も表33，3ら，37，射
1に斤、lt．

｝

1踏N濃度二軋砿ご3および・全射佐のD田・

2・3期のPA　N濃凄、穿、いず爪の湯合も戸嘲

｝の物Kより高く（表ヲ2，3牛，36，40）、全マ
・　｛ニ　フ角　　意　　差　　（　　P　く　　o、o　、　　）　　かぐ言｛《Z．　め　ら　　ズへ↑で　　（　　表　33　，

｝う5，57，4i）．繊毛虫の角無によっマ住し・た

lPAN濃度の相違は既轍よる糸細A濃度の相
　　　　　くよ　りざレくダおタノク　ラ
　　へま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒしi廼しとほぼ等しいイ噴向を示し、　PAN濃度のズ已遇
；はPFの状態を雑葛了る限り長期間認めう熱た．

！lなF闊の秘より仏、q直毛馬レ俵∋2）、呼
　

12，　3　糞月ヒFl其月に；岬町差　（　Pく。．ol）　が。ま《≧の

15　れτヒ　（　表33）　。　　（ン3〃）puN　ラ農ノi更。＝∫・Fil：三月よ　　、l　PF

i，2，3期の方が高・・値毛斤・し（表36）、
Fl眞Rヒ　PF2「雨月に寸意・差　（　P　＜　αo、　）　が5言忍・の　う

あ衣（表．3ワ）。　（穿2のPUNラ農凄、なFl期にレしべマ
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PF　l　；置月　が粘イ念　く　、　　PF2」，　　∋　婁Rlな逆1て　高v・イ直一・を　斤、

　1衣（表3午）が、肩掛差に【認のう爪なり・り†く

（表3ち）．全個体のF幽と卯1，2．3期の
PUN濃・度（表40）は、いず敢の置合も右意差

・わく玄総めう爪なヵ・っ†て（表4D。三毛弘の肩無
が． oUN濃度K与之ろ影響ほ同一の飼養条件で
異なろことカて；テ、ミズ／＼†く．。

　PuNカA　N濃度比：各個侮および・全イ固体のPUN

加N濃度じUぱ・・ず爪の鶏合も丹1期よりP田期

ゆ方わズ低い値も斤・レ（表3ユノ34，36，40）、

61，¢2，全個体に同意差（P＜αol）が認の

うれな（表33，35，手P。川期に比べ7P田
期のPUN／PAN濃度比が’低下lk理由1な、　DF　l

当月のPAN濃ノ隻がFI；期よ1♪夕曽ヵσし、　P’F　l：今月のPUN

濃度はF嘲よ・臓’列なことによるものと考
へ　　　へ

之づ八う．

　PAN濃度とPUN濃度の相学：各個体および’
全イ固体の戸1翼月と，P百1；期のPANラ農ノ蔓と．　PUNラ農ノ隻

の相1閲には、v、ずれの傷合己肩意差が認1のう
れなカ’フ㌃（表32’ノ　　34・7　　∋6／　　4・0）．。

；’�D　　　∴ご



一亮 @ア3

％相当量のWEを6τ1，　＆3に、1

・WEを（≒1～（鱗の各・個・体一K給与、↑く。

岬体のPA　N痕度，

ρANう旗度ヒPUNラ農、度の不日F黙イ糸肇丈は表∋2
1

｛36

％WE期，
　

｝8

け農度レヒ，の平∫勺イ直の肩・竜野の右無董て【表∋3

i37，｝
・

叫AN浪度は、
1イ直と　1・ま、rゴ堵　（　く　（　表ヲ2／　34・，　　36／　39／　　40）　、

WE糸倉与ザヤギのPA　Nナ農博K与・えろ影響1ま殆ど
　

認のうくなかフす（。

　PUN濃度：各個体およが全個体のw丘給与時

　D．乾燥繊毛曳、全卵粉の給与がヤギの
　　　血．・漿＝遊離アミノ態窒素濃度雷よ・乙バ．血

　　　　疑最素態窒素灘に与之ろ影響

　　α．全卵粉の給与
FP給与の対照と1て、’

　　　　　　　　　　　　　8　1も％相当量の
　　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　各イ固体ヒ全

　　　　　　　　PuN濃度、　Pu》PAN濃度ヒし，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　34・ノ

，38，40に示・し、申，ム3のD田平じ2．4
　　　　各イ固イ本「およ・ぴ㌧全・イ固イ本の［〉’Fil・2喚月と

，　1もγWE其月の隣Nラ農度，　PuN三農度，　PUN／禍N

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　35／

　3『　　牛iに示1アく。
　　ノ
PAN濃度二野個体および全イ酬庵のWε給与略

　　　　　　　それぞ粛の師1期，P戸2期の
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　　　　　　しのPuN濃度は、旺の給与割合の増加にイ羊つマ

増力・3る傾向が認めうれ（表32，34，36，39

40）、　肩意差は（≒㌧　（≒2，　親子］イ本のPFI‡調ヒ8

1び．全　イ二二；】イ奉　の　　PF　　I　　・　　2　　其月　　ヒ　　、ら　7～　V＼ハEr其日　（　　P　　〈　　o、0　5齢，

Pく。・・、）、く認鍋粗（（表33，3ら，37，3r

射）。

　W丘給与・により給与・飼科蛋佃簑（窒素量は一
定：　）　　を」6匁〔　善　　し　　マ　　も　　PAN　う房匙度　竃ま　ラ台　とい　変多力　L　†ま　り＼

・・つ @f〈　力団、　PUNシ農ノ妻．「まt7ヒ較白垂敏厘又｛て変重力・す　う　こ

　と・がθ円らがしなつ7ヒ。　反鴇壷ヵ物のPUNラ農度は
　　　　　　　　　　　　　　　　ヱのヰの

窒集量によフマ増減する二と力版・ら額・・る

二とよリ、本実験のような場合1て鳳、puN濃

渡は摂取窒素・量よりも井呉：取蚤白質の良苫Kよ

り敏感に超勤するものと考之ら八う，

　PUN／1＞ANラ農ノ隻レし　：　各イ固体のPUN／たハNl農度じし

【な、　WE条合着　によろ　PUNラ全農、の夕曽ヵ口に伴つ　て、

1四期のしヒよリ次第‘く鰻くなソ、PUNラ膿

　　　　　　　　　　　ll
ド｛　　・㌃　　一孟、．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一重・野

嫡意差（P＜・、・5，Pく・、・1）カ・認のう爪、

％WE期の比に比べて卯2填月の比、な各個体需よ
び鳥 S個体ヒも泊意差が認のら八、P四獣乞四
1・2期のレu窟、3、欝しカ・つた．WE給与期のPレN／
　

｝PA　N　濃ノ隻　歩しの　『斐：重力仁エPAN　う農ノi妻　よ　　リ　、　　」宣ン　曳　う　PuN

濃度の変勤＝よう7生じた．

i　βANヲ農度ヒPUNう農度のフ唱閲二各1固イ本のWE給

与時の踏N濃度ヒPUN濃度の福関の肩煮、差は、

；1いずれの湯鋤言開棚ず、畝なでの系繰
1と一至気r、1rこ．
I

i　　　　　　　’6㌧．　車乞火勢繊毛，庄：・の給与

1鰍、8，12％相当量のDPを奄M⑭る1固体

いて給与娠．各個体と全個体のPAN浪曳酬
：1零度、，　PUN／←AN三年」隻レし，　F｛ノNl斜度　ヒ【らへNラ震度

⑦相関係数は表32，3牛，36，ヲ8，40に示し、

4・2，　街4・のP戸1ケ月と．2，　4鎚DP期，　各イ固で本およ

てん’ S＼1固乍華のPF　2噴月と8，　12％PP其月，　12ンもDP其目



諸，　『5

剛比の平均値の有意差、な．表33，ヲち∫3ワ，3r，

午1にナ〒、1　↑＜。

　PAN濃度幽2ノ酔のP刷期ヒ2，4メPP期，
・P戸2其月と8，　1：2％PP其月のPA　N濃1受1ま、　1・ま1ぎ等・

　1く　（表3牛，　38）、　PP給与1てよる景多響γま言忍の

ら爪なや・フたが、自1，43の8，12／PP期のPAN

濃度1弍、PF　2期のぞ爪よリ減凪（表3λ，36）、

43のP戸2予予と8，　12PP：具月に有意差．（Pく。．olヲ）

・・が言忍1のら八た（表37）。　巷↑＝、　各個イ本・および

全個体のP戸3期のPA　N濃度は、レ、ず紙の場合

ひユメPP期のそれより増加し（表32，舛，36

38／40）、42，44，　全町イ奉に両罰差（Pくα。『；I

Pく…1）ヵマ認のう敢k（表∋5，3臼，41）。

・PUN濃度144のP尉期とユ，4％PP期のPuN
濃度ほ、ほ1蝿（カ・フた（表38）が、載の2

ド4／PP期のPUN濃度1まDFI其RのそれよIN

　

1　差　　（　　P　　 く　　 σ（）　1　　）　　　ヵ～ごr言冤1匙・　67）　　う　　メノ＼1rく、．　　　各・イ1勾Lイ年　　・コFゲ　よ　　てノペ’

・全個イ本σ）8，に鎚ρP期のPUN濃度鳳、いずオ＼の

’・」　　　一蚤、



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴ヨ6

場合白2〆D三期のそれよリ減・ケロ表32，34
　　　　　　　も

P6，38，ヰ。）、引，葡，酪，全個体に有孔左

｝（P＜…Dが認のらハ烈表33，3ワ．39，
1、41汐U』／bA　Nう農度rし二各伯呼野および全や司佐の　PP

1ほ由司じ傾向を示レ（表32，3牛，36，38，4の

IP戸2，3期と8，12％PF期の全マ｛て有意差（

博くα・5，ρくα6のが認めら爪k（表33，
ド3ら・3ワ’3％ヰρ・

lPAN濃度とP嚇濃度の相関：各／固体のPP給

i与国のPAN濃度乞PUN濃度の相関の肩意差鳳、
1・、ず爪の湯合も認のら欧なた・フた（表3ユ，祷

付差（P〈α。のが認のう押（．

｝WEおよがDP給与期の．TPN給与量1蟹、無給
｝

与期ぐPEI，2，3）よリ2～1も％少ないが、
こ　れら　の給与期　およ　・しべ給与其月一そ多、の　ヤ　・ギ　の体

壷ヒコ各イ固体とも一定で㌧あ9、　PF　l六月、　PF　2期、

P臼3＃月の稲ワラ　の採食．卑、ぱ、　WE需よてス“ρP髪合与



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，鴎　『1

瞬月の採四二とほぼ局じカ’、あろい1欲れよリ
｛　　　、

やや高・・ことよリ（表42）、ヤ園のエネ1レギ

i一摂取景ヵ煤足1たと1拷乏5緬・・．ま↑二、

i’やPUNラン農ノ隻1＝チ之3景多響1コなv・もの　と：考之マ、

牌給与実験の耗果を考蕪kた．

iよが’PUN／PANラ農度eヒ，の変．重力1な、竃rぎ同じイ三二も

i示1なび、　PANう濃度は異なろイ頃伺を；〒・lrkこ

と　よ　ソ、　［＞Pは．PU　Nラ農度に女寸、　て、　WEヒ三三くな

声門又蛋白質の　良苫に　よる景ラ響を示　した　も　の　と

考之　う　れう　力級　　R《N濃度に：対一する　景ラ響1なPPと　．

WEで名9少異な9、繊毛虫体の給与はヤギのRへN

濃度を城少さ辻ろイ頃向拭あろと考之ら吊る，

Ip咽かAN濃度比の関係鳳、16％旺期とDF2期
iのそ　オへう　の僕『係ヒほぼ同じイ頃向を示　1　て　い　ろ

ので、　レPlなWセに匹商気一する良「i麺の蛋白簑である

ことを，；〒・1て》、る。

　16％W忌賛月と一DF　2其月のRA　Nラ農度ほほ1ゴ等　し匂＼



属．　脅8

つ↑くが、PF　3期のPA　N一濃度は臣％PF期のそ八

より㌻勢力ol「k。

　こ　の系ち呆．よ　り、　PPlなWモにズ…｝有」1ナ∫いイ可鷺　力・

の手乳頭邑を．ノ負（了v・ろニヒも矛、o多と1て、、る薯｝’実

・と考之3ことがでさる。

E　　．　車乞田繊毛，虫　の給与　が’ヤ　キ　の　血漿遊禽≦£

　　アミノ画隻i四度に与之ろ影響

・各個体および全個体の2〆PP給与前（PP
貢昌　）　　と　　8　　％　PPl其月の　PAA　　ラ農7蔓　　（　蝋8　N！イoo，w・、．）　　毛　宕く

ヰ3，　4∠ト1　4・5，　’46，　十17に矛・～「「く．

　各個イ奉およ杁全イ固イ奉の　8　％PP其月の系蕎RAAラ農

度、禾怠美須PハA画隻、総可欠PAA濃度は、　いず

繊の傷合もP戸2期のぞ爪らよ9減少（（早事，
4年ノ　4．5，　4・6，　午7）、　（き2の条急PAAラ農7受．，　」彰ミ■司ケこ

PAA濃度（表4牛）および全個体の斎もPA　Aう農度，

1総可欠・RA　A国司1，ノ総英噸PAA濃、度（表碧）1て

i有意差（P〈o．05，　P〈o・01）かぐ言1忍のうフP～τヒ。
i
　イ固々　の船A濃度は、1（馴の剣u　’、P博　　嚇G圭・

蕨　　！1∫　　た
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イ固体　の　（斗lu　　噂　「〔〉／、r　　σ　Phe　　・　H、£，　（　表4「7　）　に一　『有

1蔦差（　P〈σ05♪　P〈0．o、）　が「まミ1・のうノ1へで（4

　PP斥合与・によ）マ減少・17rニイ固々のPAAシ蔑ノ磐の

！順位1ぱ、dがvaDCほ〉缶1／＞L／β・0蹄

｝（表午∋），合2カぐG⇔合1／＞L／6＞ハあm＞G｛u

！』●ん2（表ヰ牛）・43がL／£〉ハr冒〉んm＞Lεu

i＞工ie（表4ら），酔がAY9＞L晒＞OYm＞＼ムl

i川e〈表46）・全個体がL／£〉ハr2＞0陥
i・ウ刷〉エ、e（表4ワ）であ）’k．

民度レし，稔必須PAA／総、船A濃阿比は、・・す爪

のナ筆墨・己ほぼ零しく、　DP糸合与によう影乏響、せ言尽

のうオ＼な’かった．

　・こ糧での才課よゾ、PP給与1てようヤベの

津AA濃度鳳、　PAA♪農度の系吉果とほぼ同イ柔、に減

｝少イレ駒鯨k衣。反騒伽血漿妬1／濃度

う棺・、る丁丁レP期の各個体の殉濃度
、識、　PFi　2期のイ直と1ま、・ぎ≒Fしいヵ・、　D只2眞Rのイ壷
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よリ減少ほことより、8％DP期の栄養状能、

は、蹄2期ヒ殆ビ等し・・カ・、やや改毛発駅て

ものと考之う八ろ，PP給与KよろPAA濃度の
減少は、栄蓑状態の変4しによる影響い、、む

r｛う、繊・も虫聞に唇在つる物貰が々ギの飴A

濃度を減少コ辻禍の騰之う爪る．

0

’日．反冨胃内繊毛虫類の・移植がヤギの血

　　奨遊離アミノ早戸濃度ね杁血藁
　　尿素態窒累濃度．ヒ与・之ろ影響：

　PT「3　唄月の　実ζ、験終：）　ξ麦　（　Fi　i其月か　ラ豹　18　け　月　ξ麦）

1てFヤギの反窮胃内胃液を経ロ殺与1マ繊：毛；

虫乞移オ直（F2期）ゴt、各個体〃）系載毛虫数：を

・切ロ、各個体および全個体の鴎N濃度，PuN
濃度，PUN／踏N濃度じし，踏Nラ予言ヒPUN；農度・

o）@ブF∈〕　〒～ξ1　イヲ〒ミ　数　　1ゴ　　表　　32　，　　　　3牛，　　　　96　，　　　38　，　　　4D、　　　　各イ固　体

iおよび全個体のPF　3期しF2其月のPAN濃度，　PしN

・無は表33，3ら，・3ワ〆3q，411て示し↑く．

塚　　轟∫　　｛く



＿　　　　　　　　　　　　一竜ユ9／r

｝

臼自にH期の繊毛虫数に達し、その後は々や
臓卜1ながう才断〃1↑く。

濃度は、v・す熱の湯量もPF　3期の値よ9二威少

1し（表32，3牟β6，38，40）、奇3，◎4，全個

｛体一に肩意差一（P＜α0ら）ヵ＼誌められTく（承37．

｝劉，　∠ト1）。　秘蟻し払の多雪、Kよ9、　♪マギのPA　N

膿度は確実に母国同るこヒが言尾のら六ヒ．

lPUN濃度：各個体のPF3其肛F2期のpuN濃

　へ

1認のうれノごね’フ「k。
　

　

；期のPuNカAN濃度比、ま、踏N濃度の熾・も反

1映1マ、いず糊易郁P戸う其肋ししょり高・・
｝値も示レ（表32ア　　34・，　　テ6／　　39，　　牛0）、合3，も4，

全イ固体に＝ノ角意1差し（Pく0，0、）かご言i移ダ）ら，れ丁（（

表∋7，39，射）。

　PハNシ蓬：度ヒ，ρUN♪農度の卵邑蘭：PAN　3農凄と，PUN
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一度の相関の有意差1冠、各個体で、な訳めう漱
？よ　わ＼　つ　寸く　　（　表32，ノ　　34，　　：ヲらノ　　38　）　　わ’《、　　全　で1動イzトの

PF　3期と恥骨K認のうソ脈（Pく②・1，靴下

　　こ嵐愚での結果よ9、F動物の反町潟内ア
　　　　　　　　　　　　　　くヨノヱりグイてノイヨ　ヨヨノヨりバエヨラ
5ンモニア濃農1まPF動物のそオ＼よリ高v・ことが

ラ、　FヤキのPUNジ裏．度、コ、　レ1rヤギのぞ爪よリ
　ン　　　　　　　　　　　　　　ロ

商いことが推ラ則さ爪、たが、　本実」5賓め刊期およ

・びFi2其月　ク）　PUNi浪ノ隻1て工、　　PF　l　’莫月　お　よ　びDF　3　：貫日　の

」それよりやや喜］v、イレ勇（そ司をノ〒、曳TくTで、す・で司ヨらた、

・。 ﾈ刃目違1な言忍のう八なり＼つ「Fく．

　各個体の8，16％W旗肋よが8．12PP期の

PUN濃度は．各個佐ヒも州，2箕肱よぴ防

2・3期のそれよ9高・・値も示し、肩下差（
Pく。、o、　）　かぐ・き｛ものう爪マく9

・二つマ、繊毛虫の肩転がヤギのPUN差渡K

戟る下草鷹W砺よぴDP給与によろ影響よ
りがなリノ1・芝ゾ・己のと：考’之・i）オ＼る．

1蝿取飼料の熊蛋白態窒素およが蛋白笥がイ叛
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
i生物蚤，晃1貰K転鳩轟，漱る割令1二つv’て・ア可吾や・

　　　　　　　　轟三　　！1∫



　　　　　　　　　　　　　　　　　　．く　103
ir
；W琢よびDPの弗ビ1瓜微生物蛋白質苫よ杁飼料

峰町働いてヤギに消イも吸収芝熱す（と考之う

隣ろ夜の、PUN濃度の魏か肌爪うの給与K
｛よリヤギK消イし吸『下学八、ろ蚤白蟻がτ只善之爪
！・tでくのヒ考之う爪ろ。

iこのと芝のP鮒濃度、劃E給与婁月では斐勧亡

ず、　PP斥合与期でシ威ケ可ろ4碗向が言忍めう、れた二

磯ろ影響は、消化・関知れろ蚤白鴇の影響よ

■繊毛虫体に存硅マろ何恥・の物圏てよろこ

　　　4、芋豹
1

｝・一繊も蛎熊がヤキのRA　N濃度1等之弓取

摩を裾寸1た結果、P恥キの倣幅農度は、　F
　

職事のぞ弘よウ高い値も示レ、有意差（Pく
0・oi）が書愚ηう才＼次．　PFヤギK繊毛曳を移才労

すろヒP州濃度は減少レ、FヤギのPAN濃度

、τ，外ヤキ晒れよう凱く伽、極て’あろこヒ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴて　ノ　　

！も認の↑（・F子ヤギのPUNラ、粒度はP肩ヤギのぞ爪

　

1明確・よ差異、謡肋ら柵力・つアミ．

　

喰与前の師2期のぞ爪い）減少するイに小向が’認、

のう爪す食，

　

i前野のPFI．2期のそれほぼ等レ・・値であ
レフ↑く．W三給与期のPuN浪度、な、旺の給与量の
　

階力・に伴なうマ、D臼，ユ期のぞ爪よ・）高く

｝なるイ頃向が言忍のう才＼寸く．

i撫Ui、　PFヤギよ1♪高く、　DPおよ州E給与期
　

：』は一合与前　のPF　i，　2翼月よ　リ　高かっ　す（、

瞬咽闊イ耗調べた禾課、輪の三朔蘭イ四
周・の　ら　査＼な　・b、　っ　た　が、　・金1固イ窄の　9　％PP三月，　ρF

3期，臼2期の相蘭に有意差（Pくα・5，Pく
αOl♪ゲ言忍のうオへ丁く．。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　一唱　10∫
だ　　　 @　　　ロ　　　ヒ　　　　　　　　　　　へ
1

　殊〉の実鹸よ、）、繊も虫体K覧窟ヤギのPAN
じ農ノ更をレ減少ごrtヒろイ仁用を有すろ身勿質の有左しが

・示唆芝八た。



G胎．．一．＿10←．．＿

、一一一第z節．凍結反回胃内繊毛虫一一難｝一」杢給｝再実

　　　　　験

5 1．実悪黄日的

　第櫛の実験力・う繊毛虫は．ヤギのPANラ裳

層も減少させろ茅野をもフマいろことが糸唆一

さ夙たが、石塁言置すうせでヒーコ唱うなも・つ↑く。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・二一の前節の実験紐果を南検討すろ衣のi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同様な実験を試みた．再実験では前節の裳験；
蘇矯思す・弓一罪一マニミーう．ズー彊試ヤギの剣

イ粍整之、一一繊虫：の一給1瞳お翻緋法を検i
、　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　｝
言寸1マ実：施｛1工≦一＿＿＿　二・　一＿＿＿L一＿＿，一一　　，　i

5　　　　　　　　　　　・　　・　　　　　　　　　　　　　　　i

－　2」ゴ実験姥一一一一一一一一一一…一一一一　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　A　、　イ三三ヌベ動ケ勿および・倉司養乍含・チ望　　　　　　　　　　　　；

　　　　　　　　　　　ヨの
イ共試ヤギは、シκヤギ（去勢碓，耳齢職，、
　　　5　　　　　　　　　　　　　！O　　　　　　　　　　　　　L⊃
・20べしコ）；

　　　　　　麻　　布　大　　学



じ夷，　loπ．

体重2σ～ユ5．k3）・とぢ頭（肉六二1頭）イ更用1

聡，給芽飼粁は糖蜜配／告飼岸斗，ヘイキューブ，

乾草，ビートパ1レブをメ洋の稚持の栄養票

求量（日本飼養〉繰導）に導じマ系合与1（表4繊

・各倉司岸牙の給与割合ほDこP孕菜量のぞ爪ぞく

∠ト0／　30，　20，　10％　と　1　『†く，　季合与・方　ヲ去お　よ　z・バ・令し司

養管理は前節同感（に行フ千く．

　　　B．実馬亀：其月〒罰

10

　イ共言式、’ヤギの　実：、験奨月悶ヒま1乏］Bに示1た。　こま　一ず．

供試ヤギの各個体配肩繊毛虫（戸）1期，無、

繊毛虫（PF）1期とし、つぎ1くRPとWセの反転
言ヌ＼、験）去　’：こ　乏宰　　レ　　マラ給　「与　　幽す　　r5　↑…＝　～の　、　　　4共　言式　ヤ　　ギ　　を，　2

1・プ1レー　プ　（蓋51ピ£27　£3．と54・）　に．ノ分1寸マ、　　そ　爪

そ“れを給与・1　『尺。　’すなオ）う、　FP出山云給与・図式三民

のβ1とβ2グレでプ1コ、8メFP　1期，0％FP2

團，8押P3期β3とβ千グ1レーフ「電・％剛

陣，8％F戸2期，o病P3期ヒし・引き続い
　

斥w諏奪云衿与試験の5臣£2ク馳1一プは・o／
＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’r

・1　　デ・ゴ　　　、



G鵡．　108

W日期8％WE2期，0％WE　3期，　S364ク・

、レープ職8％WE　1期，0％WE2期，8％WE

う期い瓦W販転給与試験後の凡β2，β3，
β41℃、　PF2　翼月，　rR　2　期，　PF　3　嗅月，　PF　4　唄月　（　傘司

・料給与量1。・ノ・増ヵ口♪の順に行つt。　予イ冷のκ1

ギ（β5）1憲Fl婁月，　PFI：心月とし、　その善事鳳．

この状こ倉忌を．持ネ売レ之辻（1亙］13）、　イ共有＼ヤギザPF

4期のヒき防の飼料給与量臼。獅曽加｛衣．

頃
■ ご．繊も虫の除ムおよび移植

　Fヤギリ・うの繊毛弘の除…幻て、盛期（ワ頭）

　とF2カ月（4豆鼻、）都鳥食老鋪＿5・の口置日ザら前歯うの方
　（1♪

法で行り↑く。んb。∫．1－o丁の投与量は前急うの舶

ド果力’う体劇k3二幅ぢ評2白間連縮捌し、

その後1せ繊毛虫の肩当藷ヤギの健象状態を観
察　し　㌔ぐ　カY・う　完二全に　ρF　ヒな　ろ　巷　で亨斐　5．　l　Tく．。

陵）冥高高5の翌日K臼ヤギの反蜀胃液2・…
　

げつ絹好一ア1レて1経・役射，π．

寂　　！！∫　た　　・



o尭．　lo1

D．難繊毛虫および全卵粉の矯与方法、

　ヤギのPAN濃農の：減少に泊効ヒ考之うれろ

繊毛虫体の年立が、：繊毛虫採集の過程で委兆

・し、　その効力・がイ色下すろ司角ともあっイ1尋ると考

之、再・実験での給与・繊毛畝、ぽ採集俊、　直ちに

凍細呆伺↑噛の（第謹奏，第3飾，採集沫

五）とlk．FPの給与量は前節の霜果も考試
（て系合与膚司盤切窒素量の8％オ目当量とし、　FP給

・・ ^時の給与飼料・窒素量艦街糖鼠配、合飼料・で一定

に調整ltが、↑PN給与量噛特に調整‘な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りうもう
わ’フたぐ表姻）。FPの給与方法は、反転試験

法k犀いてヤギ4頭を2グ1レつ・（β1と52，

βヲと図）に分けマ給51た．

’・　PP丁合・与・1二よろノ支．転言式、験孝冬こ1イ多し．　直う、くFミF，給

与の吋照と（マ同じヤギ（s、ヒβ2ノβ3ヒβ赴くwモ

給チKよろ反転言鵡鎚実施依．

’一

`1「一∵

床 5・



c療…．　，10

1三．2則定＝項自

　　採食量二繊毛虫の殊去輪絹一の給与飼剃の

　副食鳳全くなカ・つ丁て。

・体格：PFの状態て賓威脈ウシの月夏酬な、

戸ウシ1て ]1剤。解くな　太鼓月夏を呈9こ
　とが知う淑ていろ。前節の供試ヤギの腹囲（

　特に計測1な々・つた）靭可篠．に六鼓腹の様相
　を　　呈　　1　　マ　　　㌧・　1「之　　の　　「ビ　再　　実　1馬寡こ　一ご　　、な　、　　イ本一　蓬…L，　　　月｛刃　［≡ヨ，

・腹吼腹幅腹固の測定を田期および繊毛払
‘除去イ麦、　ま勺5，　10，　15ケ月経遥Llす三と　き　のWE

　反転給与2期，DF　3期の前期，　PF　3虞月の後其月

　のP図3：00～4：00にそテつτく。

　繊毛虫数の計数および励無の検査ニヤギの

1刊期ヒ穐期の反場胃内容物を前節の才法で定
　　　　　　　　　　　　　　　　　しる　ひ
期的に採取L繊毛虫数を前節の方♪却計牧

　1†く，　各DF期のヤギの反留周内容物も定＝期的
　

iに採取L、繊毛虫の廟無を：検査じk・

ヨ2節に記載峨原法て行った・そのたのの採
布　　　大弓　　　，P幽



σ夷．　日1

血・ヒま、　4日7胡P薦で早朝採食：’前に奮負青尋月依力・ら）、

そ1れぞ爪、6酬、ずつヘパリンカ。う主射器で行っ千ζ。

頁51，　52，　’S3，　’S∠ト名rヤ　ギ　の　Fl其月，　PFl唄1月，　’FP反、

転給与試験（WE　1，2，3期）の血漿それで
・燃　を，　るイ！1到イオ～　こい　と　’く　ラ冒」／告　L、　　FrA　A　　う農ノ隻　　質…　／全　自　1多ヵ

アミノ画子分オ：㍍右寸（Pl碗ex　D－5ρ。型♪で，則足【Tて。名・

実験期間のPAN濃度の測定回数鳳最低r回
以．ヒヒ　L、　各実、年期闇σ）勅回の測足イ直、な予偽

・食司角＝其月戸ξ1のイ直で’あろ・7ヒの採1ヨ目1ナ‘々・つ寸て。

1
0

　　3．結果才ずよ・び考察

1
5

／へ．Aeヒ050卜0τの系戯言虫除：去劾果につ

　　v・マ．

再実験では刊期とF2期の実験糸幅，後に2回

の繊キニ望、の除去操イ乍を実方下し、　その糸：さi果．毛表．

i～0ヒ表引に斤、【↑ヒ。

　1「1　♂〕

　　　　　　　　ボ藍　　・1ノ！∫　　　々



　　　　　　　　　　　　　　　　　　o愈．．．112
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N、
A¢Y・加1－OTもイ奉壷tk3当り0・ily7を守麦畑tマも

や．ギ、軍：採・食こを乗克｝す、一一＿ニー一度PF」ヒーな　つ．一コ墜後　｛，　ツF足

期に季鍼毛虫ヵ’ご発二現1∫「三。　この・尺の、傘司料条合馬i

毛午’前と午イ麦の一一どち一ら々＼1回（給与量のら一〇％）1

‘t＝し・　Aeroβol一σTの芋斐．与・量をイ2卜｛塾lk冒当・♪02（存

あろ・蝿。酋3に上げマ行フ爺・し峨、これ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミでもヤキ：は乞食を続1プ、乗域・｛し虫も発ヲ見｛f（。　：

二の論証力’うヤ．ギが株食を続1すて・・ろ状態でi
吋、大量の飼料埼が繊毛虫の臆れ揚いご・♪，l

lo R↑て、オ更与し寸（AぞYO∫o　l－OTしま食司ギ彗への吸着》ぐi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1度イ六下を生．じるこ．と一によ9豹践毛虫、の除去効果

雨下すうこ』が考一之一う旧く一の夜の蹴i

15に飼料之給与し・よい（Z～’3日）でAeY。石。1－

OT臼貼｛歌結果一容易‘て繊毛虫を鳥鍋剤

　この結果かう之回目の繊毛虫の除去操作は、

体壷lk8当りA6．。≦・ト0τα2％毛3日闘遠L萩・役

　20・∴20

　　　　　　　　麻　　 ：布　　大　　 学



G痴．　ノ7」

ろ1舞を、　ラ去　　を　　　イ三旨一　ノ」≡Fヨ　　　【　　7㌦ζ　　　（　　表　　　と5　1　　）　　●　　　　　　こ　　　《フ）　　よ　　　う　　・「≡9こ・　　方　　三2三㌧　　1て

より、容易に繊毛虫譜面珂ろことができ聡
が● Aヤギの副作用も生ヒセ
　　　　　　　　　　　　●
　以上の結果わ’5Ae．。和1－OTによる繊・毛虫の

5除去比鋤ま・体劃k8当帰e・・6・1－oτα1一嗜

を3日間連続投与1、この間、2～3亀ヨP冨は

絶食させ3ことり哩きレv・と考えヅ八ろ．

0

B．及鵠舎内繊毛虫類の肩無がヤギの月夏

　　囲に与えろ影響

　各個体師嘲の素乾胸臥冷夏囲，腹幅，
腹シ采dてナ引する奔：戯毛虫rF余去イ麦、ぢ、　lo，　15ケ月経

過けく時の各個体のそれうの割合（％♪を表
15ぢ2に　斤、1　た

　　　　　o
　二の結果、　各個体の月払囲は体重の潮加に件

りマ除々に噌加し、腹囲の増加割合は、体重

のナ曽三口害q合よりやや高がつた。
　　　　　　　　　　　　　　　¢「L51，100，13Z）

探　　 ！｛∫　　た



　　　　　　　　　　　　　　　　　謡　1⊥チ

考之回れろ・　　　　　　⊥一．一一1一　　　　；

一本実験でロ榊躯を設贋二一■玉k際腹i
臥イ縫の噌力感合の差異瑳一一繊毬幡転

による影響であるか、舌刷＝つ．・マ断定はで，

5き㌔L’カ、つ↑く。　二の三一てついマ、な、す久のて木食忌寸1

Ol

乙．Aer。β。1－OTの投与が一ヤギ騒の血漿遊離■
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　了　ミノ態窒素濃度および・血漿尿素態｝

　　窒素濃、度に与之　う景プ響　　　　　　　’　　　i

　ハeV。5．ト0丁による繊毛虫除去のPANラ農度，

PU　N｝二度，　PUN／IANラ農良一レしを表，．ら3に斤・、R．

PA曝度，．FUN級PUN／PAN濃度レしの平均1

ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネ

）ヒ大ミく異なり、んr。5。1－OTの殺与あよび・

飼料摂取量の変化1（よっマこれうの値が変勤
　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　1【工　　　　　　　　　　　　　　　一
　20・、」0・、

　　　　　　　・床　　 布　　大　　 学



議　ノ15

虫除去期の結果ヒ一致1て・・るこヒより、PAN

激蔑PuN軍鶏PuN／PAN濃度ヒ頃ヤギの栄1

養および健康状態の指標ヒ1マの憩疑もつ
・こヒ々ぐ示唆され↑て。

10

D．反鍔胃内系三毛虫類の肩無恥ヤギの血

　　疑遁離アミノ倉ξ窒素濃度および血漿

　・呆系熊・窒素濃度に与之ろ影響

　各個体およが全個体のF嘲，PFI鰍日2期，：
　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
PF　3期のPAN富農，　PU　N濃及，　PuN隔N激及馬

RAN濃ノ隻とPuN♪，震4度．．の不自f劉イ系牧宅表34・　ケ6ノ

与8，．60，62，64に示し、そ爪そ“れのFl期とPF

I・嘲，石綿ゆB期の蜘濃度，Pu鴎零度，
PUN／bA　N濃、度レヒ，〃）平ナリf直の看意差」の・有無廷表

タ5，　　37，　　rζ？ノ　　61，　　63，　　65に　；〒＼　｛　↑iこ．

　PAN濃．ノ隻lF僕月とPFl婁月のPANl農度1意1司じ

1カ’（表56）、P白白のオがやや高い濃農（表

1互崔・58，60，62．69を斤・1セリド・・’す敢の
　・　1〕

　　　　　　　疎　　
携」　　多ぐ　　’，・：



σ鷺一776

場合も右意差1て認のう蜘∫ヵ・っ1ヒ（表ぢ5，夕71

参q，61，63，一65．）・．．一＿♪の一実験一で1軍繊毛虫の有｝

鰍よろヤギ．婬AN濃度の麹砒じ藪的少・∴

》一・こ乞の原因と一1て、繊毛弘．の除去が長蜘魚

・及ん叡表右のこ．とによろ影響ヒ考之ら焔コ

　Fl期り’う約’≧明後、一£1，52，β3，β41て秘i

いずれ着DIF　3期の方ポ高い値（表舛〆56，　58｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
60，6㈲を示1表が、v、ず爪の湯合も肩意差
㍗Dは

なカ・う価翫PFヤーギの払N濃度1挿越の剛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1濃度よソー高・㌧．ヒは確窯で一あ．リー、二の点は繊
　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨむロ　ノ　　
・毛虫の肩勲てよろPAム濃度の軸力傾向と一致」

て小の場含もP川期の方が低い値（表舛，56・1

58，ω，62，6牛）も示駄防のみ1て白雨差（l
P＜o、oら’ノ） カば言く1・ピダ）うフい＼†rく，（表63：）。

　　　　5　　　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　　　15　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　・20、以）・

　　　　　　　麻　布　大　学



α竜．〃7

　　「F2翼月とP’F　3莫月のIPU　Nラ略し度．1で、　β4の戸2翼月の方　’

勲惣高〈（表60♪、勒他、4PB期の才が
仏’い値（表54，　　56，　58，　　6牛）を示《マて。いず

Aのナ易合・も夕影差、な言忍あうづへなかりた（表ケタ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
557，　59，　6‘，　65）・。

　再実験の結果よウ、FヤギのPu　N濃度はPF

ヤギのぞ琳よリ幾分高い濃度を示し、　この結
　　　　　　　　　　　　　　　くヨしヨどロ　　ジ
果．ほ前節の実験結果および／也の報告と一致：1

ア（ことよ9、一般1てF動物のPUN濃渡はDF登力
・・ｨのぞ承よ，）高いことがほぼ酬うがヒなプた。

　PuN／1）ANヲ農度レヒ：F、期ヒPFi　l≠粗のPuN／戸AN、

1糠比監レヴ爪の準備P困茸野方が低・・

値を示し（表外，56，ち8，60，62，6⇔、防

の許車引差（P⇔・1）が認めうAf＜（表63＞

1’　忌2期とPF　3期のPUN／偽N濃ノ受比ほ、のず八

のア内合も　DF　3製月の方がイらv・イ直も示　｛†く　が’（　表

㌻午，　　1569　　ケ8，　　‘0，　　6牛♪　、　　全「ζ　1てノ向　＝薫≡差ヒェ言、忍6り

られ7‘カ・）↑ヒ．（表　55／　　57，　　　ぢ’rl　9　　　6’　，　　‘5）。

1以上の結果よウ、戸ヤギのP州加N白魚し
しはi）Fヤギ殖爪より常、塙・、で齪示し・前節

・探　　デげ



　　　　　　　　　　　　　　　　G夷　1／8

の緊験稲果ヒほぼ二『 v曳セ，F期とD下期の隣N
濃度雷よびP州濃墨の相互つ一変動傾向鳳、肩
莫月でレし・色ブ曳一ミ．く一⊥＿PI『莫月一ピ亡ヒ，毛ノトこくさ辻ろよ脚

う1て変壷力1τてこと分ご臼月らわ＼しなつ夜ρ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・船N濃度とPuN濃度・の相閲：各伯司体の刊期，

D困飢早期，P戸2期のPANラ農度ヒPuN｝農度、
のオ芋竃17レし単身白勺1て、ノト2　く、　；‡自関に肩二年差　（　P　賢

くα05）が言忍のうオへ表の1なS2の臼期の刃であi

ラ†く（表ち6）。全イ固イ年でにr、　PFI其月と，F2期の1

1・オEヨ〒斐「1て　フ肖　薫、差（PくO．OI）　が仁平　め　8ラ　オした　（　ン表＼6｛←）o　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧　　1
　可ばわち、再実験の糸課で呼PAN濃履とl
PUNラ農ノ支の7F華押1な当ネ刀推家1マv・↑＝ようも・1・i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミさく、自由一度（測定回数）がた、なり大さくな1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？一一継き一に令嗣関が誌のら敵，　　i
1
5

一E。琳瀬毛虫，一一全卵粉の給与がヤギのi

　　血漿遊離アミノ態窒素濃度ちょが血i

　　漿尿素態：窒系う農度に与之る｛影1響

名rイ固イ本，　，β1と　，β2グ　、レ」　プ，　β3　皇£4ク“竃v　一　フ●

　　　～　　　　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　　　　　一「
：1∩　＿つ・

　　　　　　麻　　伍　大　　学
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｛58，　60，68のDF　I：貫月『，　FP2其月）・、FP給与」時の

のPF　1生月（FP給与前） とFP　1　 2・3孟月（FP
　　　　　　　　　　　　　　ン　　　　　ノ
反転給与試験）、WE㌧2，3期（W圧反転給
与試験）、PF　2期（WE給与後）のPAN濃度、

PσNう浪ノ隻、　PuN／PAN濃ノ蔓じヒ」のそオ矢ぞオへの平：ジ9

・イ直ちよび？ANラ農度ヒPUNう農度4）フr自関係数も，表＼

5牛，　　㌻6，・　58，　　‘0，　　66，　　681‘こ示　曳　↑二，　　二そ　才＼　そ髄ノレし

のPFI期の名トヲ則定イ直の平均イ直と『FPI　・2　　3
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　リ
期、W正1，2，3期、　PF　2期の各ラ則三値の平

均疸、そ爪ぞ八の卯2期の塗扇足値の平殉値
1。ヒFPl　　3期の各測定イ直の乎均値、　そ　敢ぞ爪
　　　7
のWE　2期の各測定イ直の平均値ヒWE、ノ　3期の

各測定値の乎均値の肩墨差の肩無もそれぞ爪

表55，57，既臼，・67，6賑示脈．Slとβ2

グ、レープおよ‘び，63と54グ1レープのPF　2期の各

1測足イ直の乎均値とFP　1，2，3顛WE　I，．2，

3其月の各環・」足イ直。）乎均イ直の適意差の箱無毛そ

れぞれ表6マ　6曾に膏・1τ…．
　　　　　ノ
　PAN∋農ノ隻：PF1期ヒFPI／　2，　3期（FP反

‘ξ衣　　布　　ジ（　　マ
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方がやや高い濃度も田畑（表5午，タ6，66のPF

l一婁月ヒ戸Pl翼月，　FP3年月）、　分1のFP3其月の～→有

意差が言誤のう、れ7＜ぐ表参ち）．

　釧，β2，β1とβ2グレープ・の即ユ期（叩無給

・潮時）とF円期（石P給与時）のPAN濃展1な1且

ぼ細く（表タ∠トノ　　56／　　66）、FP2期とFP3期

（FPゑ合四時）のPAN，丁度、憲’FPう海月の方カマやや

商い値を示1τミび（表56，66）、いず飢も痛1
意差Ll＝【言忍・め　う　ノK．㌔ド　カ、つ　†二　で　表ち7　　　6r7♪　。　FP給，

　　　　　　　　　　　　　　ノ
1・ ^一時とFIP給，｝イ麦、のPANジ農ノ隻．と，でしな、　一般JrLFp　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝給与そ麦　の　方’　ノナご高、・ラ農ノ隻ご1∈i，示　　｛　丁ヒ　かぐ　（　表与4．の　FP　；

2期，WEI期ノ表ち6，一一66のWEI期立ち8，6・2

　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　｝

うれぢわ’｝セー（表55ヅ与ワ，5曾，・65，679C6曾）一

15FP虫合与イ麦」くPAN濃ノ凄が高く　なるイ頃伺、＝【、　前節

2三月　とFP　1　〆　2，　3其者のPANラ農度rコ、　v’ずオ笑

の場合＼6　PF　2旗Rの　オ　が高いイ直を　示　k　（　表　66ノ

‘8）、　，S3とβ4グ　しレープのレF2其月ヒ戸Pl，　2，
　　　　5　　　　　　　　　　　　　　！｛、　　　　　　　　　　　　　1、
　：’o・2ゴ）戸

　　　　　　　麻　　布　　大　　学
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31其月1て，右意、差（Pく。、ol）力寸言忍めう才＼寸く（、導く

6r）。

　≦1とβユグ’ルー・プおよび’，S3ヒ，S4グ1レープのFP

反転給与試験（FP　I，2，3期）のPAN濃農
　　　　　いううラ
董反転試験法k準じマ統計恕理レk紀果、右
筆差1な志匙のられなわ・つ「k。

FPの給与がヤ爵のPAN濃度を減少させろ機v
能毛再確認，できなり・り↑くが、FP給与後のPAN

濃度、評P給与時のぞ爪より幾分高くなる傾伺

・。を再乃雀言忍lrrヒ。

　PF　l其月とWEt／　2／　3期・（WE反費云・．給・与試験：）

〃）PA　Nう農ノ隻、1て、　v・ず・れもWE給与・B寺の方　が嘱葛v・

1直を　斤・し　く　表54・，　56，　ケ8，　60，　66，　68）　、　£1

151／　　2　’其月，　ノ33の　PF　t　『眞月　ヒWE2耳目，　54の　Pτr、　’隔月

とWE2期ノ、β1とβ2グ1v一フ．のP田期とWEI，

2，　3’期，，S3と54グ1レーフ●σ）P田期とWE　2期

k、　そオ父」テいフKフ有意差（　P〈α05’ノ．P＜o．ol）　わΨ

i認めう欲俵ら5，既5q，61，67，6り。

奇f　　，‘ぐ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G沈　122
一　一　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　一一一　　　　　　　　一　　　一一　　

一一
@一　　一　　　　一　一　一　　　「一　一一　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

1て　々、　ウ、オつ　う　・ずPFt　莫月の　凌　オ＼よ　り　喜1》・イ亘を．斤、　1

ており、一一wε給与一に㌫る景多響よウ、走Bヤギi

の何らb＼の変化k一よ，ろ”e響と考え5れろ．　i
　β1，　52，　β1とβ2グーレー　プのW丘2其月　（WE給与・　：

ぼ零レいカ・（表与4　66　　　　　　ノ）、旺1期の方がや紹

も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

高く（表56）、WE　2期ヒWB期（w礁』、給与時）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
のPA　N濃度は、■卸ご箸し・・々・（表与9、wE　3

六月の方がや・やイ1き》v・イ直を」斤、、Tく（表ぢ6，　66）みば、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
1・い可颪の湯合も困頓差が託めら八なわ’つた（
表　ち5　　　　57　　　　6rr　）　●　　・

　　ノ　　　　　ノ

　、β3，　一ノS4，一一＿，53　ヒ54一グ．ルニ」＝フ∵．のWE♀磁歪（W正無給

与一時）　のPANラ多度は、．一WEl期とw是3期（W巳給㌧

　w鑑査旧称とWE給・与後のPANう，農度鳳、　WE給与・

後の方瑚《一場合（表乾ξ6，6のと高い毛
馬が認めうれ衣（表58，60，68）．　　　i

　δiと∫2グ1いプおよびβ3とβ4グ、レープ②W匂
　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　　　　　　！5

　20く20
　　　　　　　　麻　　布　　大　　学
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反転．給与言忌験（対1…・1プ　　2／　　3　其月）のPAN》濃ノ隻

　　　　　　くゆの
　を反転言式験法に導じマ統計処埋｛牝結呆、心

意差．鳳言忌のう八．なカ・っアく。

　WE給与・が’ヤギのPA　Nラ1農度に与・：之ろ景多出1な、

・イ固イ奉によりオ自盛てろことが右忍のら熱た．。　まτヒ、

前節の実験のヤギのPAN濃度は、比軟的宇定
　　　マ　v・τヒ　の　に　八寸　し　、　今　回　の　実出金の　ヤ　ギ　の　RへN

ち一度　1・ま．　　PFオ犬盲ξ、の系呈玉邑（　DF　l　婁月々・　ら　PF　2　「奨月　）

とと・も1て下余ノマに高くナ∫ろ／移江向→ド言起・～7）う；酔＼、55

P（予イ為）　のPANラ農ノ茎しの重重力作負向も1き、「ま零1　カ、

フ衣。

　PUNラ農．ノ隻．二PFi　l其月とFP　I　・　2　・　3期のPUN

濃度は、　FPの回合与にかかあ’5ずFP反弾云条合議言式

、海中の方がご心し事書白勺イ塗・レ、イ直も斤・し（彦く与4一のFPI・

132期，表％のFP㌧2，3期，表58のFpi期，

表60の戸P｝期表66のFPI，2，3期，釈68
のFP　I‘孟月）、　表ぢワのPF、期ヒFP2・填月、　表夕曾の

PFII肉月ヒFP3翼月1＝ノ向意．差ぐ Pく。、o、うPく。・oぢ）

が古もめうオ～f＝．

　FP反転給与畜＼簿貧中でD戸1期よ　りしし車乞白勺高い
　　　　　一1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曾‘〕

！～∫　　た



σリヒ．＿＿．ム～千一＿

濃度を示ほ個体骸伽レープは、ぷのFP3
期（表ち8）、β3とβ4グ1レープ〃）FP　3；期（表68）

で、これう1な即反転給与試験中の即無、給寺の

虫合であり衣．

・F堀池給与訊妙計のFP給｝時のPuN濃度1街
FP無季合財時の捲れより亀v・ラ農度を示すイ頃ぐ司々ド

誌のうれ、前節の実．験とほぼ’一図丈胡弓幻ド、希；

1＝FP給与・時とFP無条含与B寺のラ濃、ノ隻たド、な1ぎ：零レ》’：

力’（表～4の　FP　覧　其月）、むしろFP無給与鴫の方『

1・が高v・イ直・と示・すナ易合｛，言召、のら；れrk　（表58の‘FP

3其月，　表68のFP　3翼月）．　　　　　　　　　　　　l

　WE反転丁合即言式験中．¢LW丘給，与・時のPσNl農度は、i

　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　1
いず八の場合もPFi期のぞ爪よリ高…凝司
し・．荊節の実験とほぼ「馬齢旺塒晴む
15PUN濃．度13、　WE・無条合与時のそれよ　リ明ら　り・k

商・、値を示す場合が珍く、前節6実験とほぼ1

一致ヒ花．　WL給与時のPuN濃彦ヒまFF給与時の　i

それよリ常1て高い濃度を示1↑（．こ爪1なFPの・

蛋白噴の栄養価がWEの蛋白簑よりやや劣るこ

と1＝ようオ已違と：考之5メへ弓，
　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　！o　　　　　　　　　　　　　　「
　、10・．℃

　　　　　　　麻　　伍　　大　　学
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　以上二の；結呆よリ、　’FP手ドよ’びWε給与がヤ・ギの

P州濃度に与之ろ影響1焦前寡やの実嫉ヒほ1な

一致1た。先の実験で考察脈ように、ヤギ
のPσNラ農、度．は摂耳～し蛋白質。＞良’舌、くしし車交白勺毎欠ノ飯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

51て下墨ご‘すろ二とげ’石｛忍め『》フレ又r「て。

　PしN／♪AN三灘とレヒ」：　FP反尊云・給与言式：月頃手ゴ　よ　♂しべWモ＝塵

事云給与試鹸のP州ゆAN濃度レしは．　D刊期のそ

れより全般に々々低・・値を示1（表舛，56，
ら8，　6D，　　66／　　68）、　　表51i5の　下rp2　莫月，　表㌻ワの　Fip

・・2期　Wモ、期，表ぢrのWE　3期，表61のW丘2期，
　　ノ
表66のFP　2期，　WE、期，表68の旺2期1て肩薫・

差（Pく・、・5，Pく。・・1）が斑のう八k・

　FP反転給与試験守のFP給与時およびW丘反転
給与．試験中州齢与時のpuN／PA　N濃度レUな、

・・FP無給与・時および’WE・無給与時。）そ爪よ　’1｛喝い

値宅示す場合晒く、前節の実験とほ1ζ同じ
イじ自　・向　　「｛…　ア〒＼　1　　寸・＜　。

　P）ANラ農ノ斐とPレN濃度．のネEl閲：各イ固↑奉の各突、

騨月間（PF　I期8WE　3期）のPA　N濃度とPuN

濃度の相閲は一般に低く、木日関に消意差が認
k

は　　み∫　　メ、墨



G夷．＿．＿1～＝重＿

められ†之のは、£2のP学期とW丘3期のみであ
？一t（表56）．一台Lピー一泣グー勘ニプーぐ表一66）蓄よ

がβ3とβ4．グ｝ヒ∫＿プ＿（一一表一68）．の名実、験．期P呂のPAN

濃度とPuN濃度一の箱関は、表66のP月並ヒ表，

568のWE　2期ヒの滑看竜差．が言琶あう八千＝。

　PA　Nヲ田子と．PUN＞農．ノ隻g）十目関、な、　当初ヰ｛圭ラ則し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［↑＝斥呈　の　高v・月筒∋関関イ系て“覧ユな、・　・げご、　　一　舟支1て　負　　σ）

湘∋関関イ糸：を斤・ず　真　ヒ　が珍　か　つ　1ヒ。　　．　　　　　　　　｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

一一

@一　　∫　　5＝．一之一ろ　景多感　　＿＿＿一＿＿一一一＿．　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・1
一一： @’…一一一L⊥⊥一⊥⊥一1一一一一一一一一一　｝

．一睡戯毛望・．ψ…有一面に一よ＿るPAAラ屹度．；．Sl，52，£3，i

15£4の　PFi　l其月の斥絶PAAラ農ノ凄Jrま、　Fl、；期の　そ　れよ　9

献（一語ρ，コ1，．ワ2パワ3）、そ爪ぞ嵐の個俸

の戸1期と四期の踏A融を平均覧牧牟課、i

Cf七　　（糸勺『イ暑）　，　V6．1　，　工1・＜2．，　0￥m　，　手｛昏PAA，　1

総可欠PAハ濃度はP二期の方が三二・（Pくσ・1，’

P〈α0㌻）■諸く・馳（締イ章），A馬
　コ0く20、

　　　　　　　麻　　布　　大　　学
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ハra濃度はDFI期のオゥ楠意（Pく・、・1，P
く
　

α0　　5’　　）　　　1＝　　イ1含～’v、　ラ農ノ日乾＿　｛…　　示　　1　．↑・＝　　（　　表　7Z←　）　　●　　　繊　ヨヒ．＿」

弦の醜旨。，盛，講PAA濃度の不自盛、な一心ま

での

5ネ反麟の報告ヒ致くfて・（i＋・qlu晴雨，3）

著しv・ネ旦違は．これまで報告ご爪ていな．・の

で、繊毛虫の三無がじほ，臼b濃度にチ之ろ
景ラ響　に　っ　》、　マ七言塗す　ろ　，叉、辱三↑生が　示、ロ隻之　ズへ1て　。

　丸盆叉　ラ白lPAA／り穏ミ．、『　　勺（　PAA　　う震度　じヒψいま、　　PF≒　、　一莫月L　t＝

・・比べ了刊期の方が高い傾向も斤，しτ＝。

　以上．の衆；果よ11、有或先虫の肩1蘇にようPA　A

う農／隻．の不日違ヒユ、　再、度＿刀径言忍ま皆べ↑て．

　FP西面てようPAA一濃度二βしβ2，53，54の
FP給　与・　崎　‘の東谷PAA濃度1ぼ、　　FτP給与前　（7）　そ　 ノ秩よ

・5りやや高・・濃度を示す場合だド多く（表70の月P

l　；其月，　　表　η1　〃）　FP　l　莫臼ノ　　唱戸p　3　「婁月，　　表「7rzノ　　ワ3　の　下ip

2期）’ A前節の実験結果と一致1な幻＼りた。
戸P奪合与・そ麦．の糸絶PAハ濃度1ぽ、　戸F糸合．占」時のラ農ノ隻．に

比べマ三二する湯三三ワi嬬P2二月）と増加

　　　　　　　　　　　　　　へ

　　，つ
　　　　　　　　秣　　為∫　一人：



　　　　　　　　　　　　　　　　　G鴇．．．一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

反転試験中の総癩一PAA廉PAみ濃加しおよび：
総美須舩ノAノ喩・句．欠PAAラ1農度レし1魚一藩レレ・相違，，

が言忍のう才しなカ、一）一丁ヒ。　．　　　　　　　　　　1

－FP反転給与試験のβ1とβ2グ1レープ，β3ヒβ4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
・グレーープyとに賄Aの分盾縮果を表帖にホし

1転。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　β1ヒ　£2グ　竜レ’　プ　；およ”び“メ33と54グ　1レ　’　フ。　の　FP　，

給与時の」総、PAAう四度rま、　FP給与前のぞ爪よりi

1・ ?DFP給与時の総PハA濃度t二対那FP給与｝

後の総PハA濃度の両ゲ1レープの傾向1な一致1
飾・り．た．．．．両．グ」レーニラ1のFP及．転給与試験マの

　　　　　　　　　｝一一一dヲ‘）
総PA　Nう農度を原転3式験法一1生導．翌て綬．言す匙ヲ望1

ゴビ結呆、．．含意差ヒよ言忍め．一う一れなカ＼つた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lI5　》ズ上のi季壱果よリ、　FP象含与時の余紀・PハAラ農／隻r；：1

FP給与・前9！一そ　爪よ　り．幾・分｛菩1》・イ直を示レ、　前管F　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

1τ！0く≧」翼）・

麻　　布　　大　　学
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合．繊毛曳の移値がヤギの血藁遊離アミ

　　ノ態窒素う農度およ・ぴ・血中尿系熊．窒素

　　に与えろ影響

・　WE　3：期以、後のヤギ．鳳、　一定期〒罰PFの七回息で

飼草レ（師2期）、つぎに他の通常のヤギの
反察胃ラ夜’をD石ヤギに殺与して繊削回を’物参直さ

・せ，1ヒヒ芝　（　石2：具R）　o）P：ANラ農ノ蔓．およびPしINラ農7…隻．

に与えろ影響・色検討11ヒ。

1・PA　N濃度τ危しβ2クS3，綱DF　2期ヒ巧2期

のPANI年度は、いず爪の個徒もF瑚の方ヵ、低

・・値を示し（表5牛，％，～8，60），53とβ41て

肩蔦差（Pく。、05，　P〈o．o、）　が憲忍めら嵐一（

漏り，6り、前部の結果い創ぜ一致1牝・

5　ご。）結果から，グしド迩ぺ∫くアF給耳時あ’よイベ喝

WE給与蟻め湘濃度およ姻PAA浪皮譲勧力ぐ

前説の稀果と一難しσ炉・符里由1＝ついマ・

しるよソは、走しうイ糊ヤギけ寸賢FPおタび’
　｝　コ〕

　　　　　　　　寡　　 布　　 十
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WEの4倉与一量・がi適し当セ“あっ　τζか舌　力＼　　あ’ろ　いvま

1ヤギの感受性の良業曝の影響莇分に闇与し1

9類規で畜ろと稚i菜之’紙ろ．　　　　　i

・のPしINラ農度、ρま、　£≧闘争余いマF2「其只のラFが亀高v・イ直「

を示藍寸ヒが．（表5牛〆．ζ8ゲ6D）、　v・ずタへ9易’合

羽意差が認のら爪なカ・フ↑く。

　この縮呆は．前節の縮果あよび庵実、験の刊…

期とP田期，和琴とP醐の結果とほぼ一致1

10た比より・肋ギの剛濃痴でつFヤギの｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それよ　、｝幾ン分高いイ直を斤・寸も　の　ヒ、考之ら　八ろ司

一PuN／PAN濃飢一：一各個働頂瑚のPUN／PAN　l

為い！蕨斤・し一一（穂声6，．58，60）・こ編1

5での結果．ヒほぼ一致ヨ・セ；．

一PA　N　ラ農ノ睾一ヒPu　N濃ノ蔓　の斥峠下鼻＝　PANラ農ノ隻・とPuN；

添景の旭蘭の有意差rま、いず八の場合・にも言忍一

のらオ∀よわNっ丁（。

　葦鍼毛虫総、数：各イ固イ本のF2：期の白し毛，覧払塞六六は；

1r頃月　よ　リ高・・イ直を　系重寺守　｛た　（　亀Σ1、4）．

　　　　5　　’　　　　　　　　　　　ヤ0　　　　　　　　　　　　　：「

　2⑰㌦D，

　　　　　　　麻　　布　　大　　学
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目．飼料給与量の噌加がイギの血漿遊雌

　　了ミノ態、窒末濃度および血漿尿素態

　　窒素濃度に与え　ろ知多’響

・D鴨期のヤギの飼料給与量匂D獅曽加（PF
4雨月）　〔Tヒ下i累にPA　Nラノ農ノ隻およてバPUNう農．度はピ

のよう1＝変：隻力“するカ＼’も検言寸～た

　PA　N濃度：別，ら2、β3，∫4，　防，　全個イキの

PFB婁月ヒP戸斗梅月のρANラ重度・rま、　Slを除いてDF

！0 S三月の方　つぐや・や高v・イ直を元、1　↑＝　（表56，　58，

ω，62，‘午）。いずれも肩薫差は認め5爪な幽
力、 @つ　　rF＝　ナ7Nj　ぐ　表．5r7　，　　　3臼，　　61，・　63，　　　65）　、．　　’禽司う単」十摂

耳丈量のナ曽カロによ9PAN♪）農ノ隻1な坤9や｛葛くなるイじ憂

向を示すものと考之ら八ろ．
15　PσNラ農ノ斐：～1，　£2，　£3，　β∠㌧βぢ，　全イ固イ牢の

DF　3期ヒD酔期のPu　N濃度1て、・・ずれもρM

婁目の方がイ些v、イ直・を示レ（表タ牛，　56，　58，　60，

62，　6午）、　≦；1，β4，，∫㌻1てノ有意差（P＜Olo　l）

tボ言1て塾　～フ）　・う　」才＼た　ぐ　表ξ；5，　　61，　　63）　。　　rま　た名トイ㊨イラ季・

＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿　
一一一

布　　，‘こ



ノ

。嶋．．β2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、
2期（表～6）を除く全マの実験：面面の旨フKよ

り低・’値を示1た（一お4，・～6，58，ω，62／1
るりワ　一．．…一一＿＿　

　反窃動物のPUN濃度は、低エネルギー、低
　　　　　　　　　　　　　くイエフ　　　　　　　　　　
・蛋白管飼粁給与条件千で1な減少一し、摂取エパ

1レ虹色喪い・カ・、女訓V豊川’

算司餐条件下で1留殊粗蛋白比量の増力・にしb：
　　　　　　　　　　　　　　　く　しぐらう　　　　　　　　
イラll｛　一τ‡曽ヵロ・す　る　二　と　が知　ら　爪マ㌧、ろ　が、　PF　4　　｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lloた・蘇鳩ばPF　4期の蝋ラ細心壁剛ヲ馴
及の変勤拭示ltようK、々や増ヵロ講ろこし｝
が推ラ則之一れ衣が・．一一結果覧な友苅1く一城少｛驚・こ｝

　　　　　　　　　　　　　ごの原因につ、ヒ・一マllな」一一⊥；ミ．らに童言寸すう叉」孕力vあ

5・　一一一…一一一一一一一一一一　　　　　　1
・　PuN／乍ANラ農、度レし1∫各イ固イ奉・および全イ固イ本のDF：

場合もPF　4期の方脚短句・にイ会・・比毛示し、｛

各イ固イ奉・およ’び・全・イ固体のDF　4翼月のしヒ，亀さ：、　イで乙θ）全1

ての実験期閻のぞ水より仏い値を示しセ（表｛

ケ先ら6，与8，6・，62，，。6⇔・　、，

　ゴ20・ごOl
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　PAN濃度とPUN濃度の相蘭IPAN濃度とpuN
ラ農ノ妾の：キ巳関の為恵雨＿、‘ま全づ固’仁トのPτ『4産月（Pく

α05’ @）　　1二　〇）　3十言｛ミ罫　め　 ら　　フい㌧†く，　（　表　 6∠ト）

4．要約

　糸動～義二庄駅の7角田；、＝Ffよてバ」給与がヤギのPA　Nラ農メ隻．

に与える影響を再検討依縮果、P韻月のPAN
濃度および’総船A濃度喧恋煩のぞズへよ　リ幾分

1・ ｩく、　PFヤ・ギに1穂浅4乙珪久を斥壕植ゴ盛る　とPA　Nラ農

度はジ戎少レ、　重てべ4三i戯～毛虫を下余：去する　とPA　Nラ農

度は蓄電レ、PF期の階N濃度は当期のぞ爪よ
　　　　　　　　　　　　　　ミリ常‘て高レ・三農度‘を♪〒、すことヵペ言忍めら7レ＼fこ。　F

期PUNラ農度11工、　DF鍵月の　ぞ爪より々々彪1》・イ直・乞

15示可こ　とが言忍のられTて分ご、　PA　Nラ農及のよ　うな

自月石隆．ナよ・差　異　rよ言忍・の　う　ノ＼な　カ、’フ　堰く。　　F　：其月　の　PげN／

PANう農ノ隻レし1・ま、　Pτr笈月のぞ　オ＼より喜1い’イ直・を斤、・す

イ頃向が認のう八↑く。

，　PFヤギにFPおよ・びWL’を給与隻↑（，結果、　FP反

一．＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．一一

　㌦沿　　　　　　　！轟：　　み1　　ブ（



　　　　　　　　　　　　　　　　　　o弛　β4

びPAA濃度は、昨1期の由れよりやや高い融

合示しk．F一転給与試験中師P給与時と1
下P無条含』与一時の一PA」Nう農ノ隻の変．重力1・ま言葱のられナぼカ＼　…

つrkが、一FP給与・壇麦1てPANう農ノ隻．の丁曽ヵ。イ頃向が言忍、

・めら八t。　FP給与1胡のPuN濃度、慧、　PFI期の　：

それとほぼ箸レい一⇔・、やや低い値を汗、U＜。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FP反忌詞給与・言式，鳥食二中の’FP給与・時とFiP無給与・時のI

PUN　う農度1ま、一．FP給与時　の　 ：ら「　ヵN・高v、イ直も　」〒、　k　寸く、。　i

　FP反転給与言式身頃マのFP給与時ヒFP無給与崎i

を示曳†て．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　WE反転玲与試験一定の一wε緋飾ヒWE無給与時
のPANラ農ノ支、一PUN＞農度．　PuN／たANジ艮．ブ隻レヒノ1’ま、

FP反転給与試、験ヰのアP給与時とFP無給工臨の　i

でのPA　Nラ比良はこ　PF　3其月のぞ爪よ9累痩占いi
イ直　　を　　　デ「」、　，覧、　　1F＝　　　が　ノフ僑　　　意　　差＿　　・カN、言匙　　め　　　ら　　　八rPよ　　　49、　　r》　　　寸r＝．　●　　　　t）「Fモ

4期のPUN♪二二およがPuN漁AN芝二度》uなPF　3

期の鷺れより遜v・値も示レ、肩意差（P＜α。㌧
　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　　　　　　・
　20、コ）・

　　　　　　　麻　　缶　　大　　学
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Pく。・085「）　ガ、ご1葭忍．のう　れた．

　各イ固回オ｝，　β1とβ2グ1レープー，　53と£4・グループ，

・全：イ固イオ｝　」セ　れ　そ“八の　実験填月ア』罰　二い　ヒ　の　　PAA　ヲ農　度　ヒ

PUNう農度の・相閲を検討1れ結果、穴・部分・箱蘭

・1嫡意差は認あう八なお・ヅk．

　》ソし上の再実験の季吉果、繊キノ弘の肩曇製がヤ・ギ

の　PAN　）農ノ隻　を　　悉≧重力　：さ　　辻　　ろ　　こ　　と　・色　再，石雇言忍　　、　ヤζ。

一・し1繊毛虫の給与がヤギの踏N濃．度を減

少させろ点についマは、画確認て遷ナ∫廿っ↑（。

・　この「「くめ、再度実験を行なう美事1生が示唆

さ、漱寸て。

＼

1
5

’‘，4i　　I」‘f　　　l、‘



d…．ノ36

　第コ［1章．一ズロピーオ　ン画隻σ〉給与一がヤギ9）血漿遊1

　　　　　離アミーノ態窒素濃度に与えろ影響　1

　一．　一一　　一一一一一　一　　　　　．　　　　　　　　　｝

　　　　ロ　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　，，．　　　　　　　　　　　i

　　第■章、第π章にお・・7繊毛虫がヤギおよ
・びう　ソ　トのPANラ農ノ隻に与・え　ろ景多響｝を樹高寸史†〈．

　奉；采・、　季」践：ヨピ導云して駄　：ヤム～丁ゴよびラットのPANう濃

度を減ゲさ一せろ智能通工て一ぞう∴と力儲の

　ら一門て一（一七二鞄第一L・一一2一第，悌一】騰第1節♪ρ

要因のつと■て、青墨箸1さD砂シの血漿刺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L／5含量砺ウ’シの紘よソ高・・と・・う穐1

　②差は、＞FAに由高高ろ三白三三威のτくの

　のエネルギーづ原の差に基ザく斥壱果であろと稚：
　　　　　5　　　　　　　　　　　　　　1｛、　　　　　　　　　　　　　旨

　120く20

　　　　　　　　麻缶大学
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察し↑二・

　単胃動物のエハレギー三原鳳主Kブ、レ⊃一

スヒ、て吸収之八ろのに対1て、反場動物の、

エネlv蛇目》点は主に＞FAヒ（マ’葬一胃壁粘

膜よ、）吸『又之淋、　この点、が両包物の摂取エネ

1レギー利吊形態の入きな相違，点であろ．及男
　　　、　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（62，91192）
動芽勿が；手呉耳叉1’「ミ．司う肖イしエ，ネ、）ギーの乗勺5つ・）60

メ1な第一胃内でVFAに変守彙乏ズへ。及収立〆＼、

o墨守又　立　　オ＼てr＝：V’　F　　Alコ、　　画乍酸　（　（z　）　　と’画釜画隻　（　こ4

・）好手細形威的に利用芝熱、プ・ヒ’オン酸（，
　　　　　　　　　　　　　　　ぐロリラ
ら）職棚多成物篠Uて利用乏八る．　　i
　．Tモ壷力士勿のV戸Aモ＿、vン（、は、　PF参ヵケ勿のヤメへよ1
　　　　　　　（4『，s、．58、6『）　　　　　＼　　　　　　　　　　（5㌧2「1・133）

り（ントが高、ハと》・う報告と◇3かく高》・とv’う亨度宅…｝

があり、後者の報告砂F勤物の船A濃度がF

版橋等力ぐ考察、’k内洛の狼子に・よっていろヒ・

考之う颪ろ．

　序論で述バtよう氏繊キ］虫の肩無・がVF
A濃度　およ　びV　F　A禾且ノ成　ぐ　騎にど3モ　1レヒし）　に

　　　　　　　；秣　　 ♂1∫　　メこ



G夷．」．．う．8一一．＿

ろ　こ　とかう、　こ爪う　の木目i皇Kよ　9BへN濃農お・

1よびRA　A濃度が一変動しt一．と13考え一一う一一和よいが

実験で確認直れ＝ly・．壕幽噂y、な1一の、P肩’ヤギにご3「と

給与1てPA　N濃7隻に与之ろ影響も検右可rlうた．

5め
　、

0

　イ共言式を力　物　、rま、

縫ユ、を一≧鞠〉五5煩℃内予備上一測側刊

乾革、一ビ．二三・～」レ’ズ感受一．Z迂回幽裳一養雫痢

・量（　ヨ庁」墨黒・養零露ラ隼）1論じ’て給与し俵ワ6）」

繍料の配合割合、給紡ラム、傘滋養勘一別

■章、第2鴇の方ラムに峰りて行フ衣．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　，　’、　　　　　　　　　　　　　　　　1
　2．実葛黛方う乏・　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　シバヤギ（去勢・／唯，1ヰ函令2・5常～，i

20〈二｝0、

麻　　布　　大　　学
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ら．プロオン酸秦含与・量＝』，よび犀合与方法、

　イ共試ヤ＝ギ5iデ輿の膚司矛・斗亨異、耳又イ灸．≧雫｝間（」午前）

の平均乙3濃、農喧、2お8凧1、4／、。。編（表78）であ

・リ、　この濃，度力・う々キ；の全こ反寓周液中こ3量も’

　　　　　　　　　　　　　く　ク
置足lk．すなわう、袖立歩のヤキ反鰐時夜

各：積を準用し、ヤギ⑦反璃胃液容積毛lo女に

見積り全ご3量も288酬M／。£しした．と3はナト

　ウム塩（ら輔）ヒ吹給与レ、給与量は、

・全ご3量嬬，1・，吃2・，2秘1湘幸する贈，
22、8，432，　掌7．6メ　ク2．．o訊図と1囑ヒ。　ご3・卜1伏の給

与量は各個’体別にSl二14．4，β2二2＆3，β3㌦

43．zノ　別：．亨マ．6♪　二65：’72．o‘頃レ1と｛1医．　と3・Nαは

給与糖蜜画し合席穿て恨ビ、αIN『Hz晒溶液でFH

5ム，0～70に言周整〔て給『与、†＝．

と．ナ則定項巳

　〉只Aおよが＞FA各自の濃度測足二＞FA

透よぴ・＞rA各聯鐸はク・トン面菱を陣
「7「

　　　　　　　卜
1：求@　l’、’



行フ↑て。　∠分客q装置、でごFID丞工一属ザ．ス＿．7！⊇．マ．一ト装

置　　（　　、妄㍉　三二　製イ仁一戸『「．　　　（≒・（＝　一・6Aヤ）へ．型　）　　実三　　用　　v、　、　　　ナコ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
ラム、な内テ革う孤帆，長々ユ凧のガr7入’カラ∠へ乞

・働卸衣。ん墳篭、い訓・／匪qA（Pはトソ、ぞ尼　1

　VFA標準酸溶液ヒ1一て、・・畝1当llご乙1443訓

と・二之、・6州，（靖：し▽！鰍図，　・〈　ソ画各画簑、（こλど4）㌦

・幅網，吉草酸（（5’パ偏網，イソ志恥隻

（え⊂5）：幅網》グ叫ン酸：ゆ粛も含t
♪容液を・き同一製、二＿・．ン＿の＿1澄一ラ夜．一ち一1w、1一に一≧5／×タリン

酸含有昏N7日z3（週1容；夜’ D上…猟1幽も加一之1気月・∫04酸↑生〉夜も

壁一ス7ロー項象一導画重言ヲ＼米彗」凱．1コ至一，＿．分＿狛一条：｛キ、なカラ

・ムシ磯二、1・補δじズNゴスラ漣1’6・論，累

温速農二41℃の，脳r一ト速，皮ll。一伍ヒ曳

転。

　供試反覇気の調製1魂、周液ぢ一1に2r劉
メ　タ　リ　　ン酸・含　ノ角　！irN－Hユβα串）容ヲ夜1・o’w・1・も力口二二覚ギFレ・i

　ぐ20べ20、

　　　　　　　麻　 布　 大　 学



　　　　　　　　　　　　　　　　　　G尭．ノ41

離f’k。フざに上清ユ＿毘森取曳、こ爪に7
・トン酸弓頭M／。。“、略液・4伽tをカ・之マ試粁ヒし

た。　胃液中の＞FA名r画隻：および覧v「RAラ浪一度の：

箏出、な常∋去に準じな，

5　VFA謝よひ“vrFA危酸σ）回噛文卑㌧首rl述の

〉下A棟ラ�tのVFA各酸の濃度の5・％，
ゆ。，シζにネ日当写るVFIA各鳥餌をヤベの反罵周1夜

に♪談議ロ1側たと乏の＞FA八面墾あ・よびV戸Aを．
　　　　　　　　　　　　ロヱつ
がスクロマトグラフ・分周ケシ去て“、 ＞FA各酸「お

・よがVFAの回収率を求あた．
　翁司’手ザキ護　年回前　マジ　よ　び後　の　V　P　　A　‡・・よ　　び唱V　　F　　A　　：

各・面隻　の　濃ノ隻須噛足　㌦各イ固イ埼トの　喰司ノド冬鳥真受此前　O　B寺・アξ1・

摂取後2，4，，6・守間およびら含有飼料摂取；

前0日『アξト摂取後2，一4，　6直心の反鴇母液

1・調カテーテ1レで採敢レ、それぞ承の反鴇胃

1勺VFA濃度およW戸A字画の1農度函｝述．
の　ラ「　う乏へ　て“　ノ分㌧不1ケ　　、　ア（　．

　　

@　
@　
@　

罧　　 汽∫　　蕉ご　　∵



3．耗果：および考晃一　．

A．VFA3よ一ぴ〉一FA各面．の回隔又孝

グラ7一分オケ1刻；よる〉一FA．およびVRA危駿

一添力・量工，』におけるVFAおよびVFAi
古曲の回r嫡≦はレし穀的良や号であっ、この方法…

　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿一一一．．一B一＿飼料摂取一⑭宣翌フニ＿q一三才．．．ン酸系合与わ絹

一～一一一．一＿＿面一芙」互反1現眉i筏y⊥E．A濃度L＝与之ろ

～＿一一一＿量多一盛＿一＿＿＿＿・一＿＿＿＿＿　i

p　　　　　・　　　　ρ　　　　　　　　　　　　l
o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　く各イ固イ；本　σ・）　1女　禺　胃　口『　（し2ノ　．（L3，　　（識，　　　V　　「F　　A　ナ農ノ隻一、づ」　：

鱈弓襖取後2崎間で二二に一し、二叉後6晴
問気でしし敦臼マ商シ衷威矯続｛た．，乙3濃展は
　　　　5　　　　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　　　　！，
　20λ20）

　　　　　　　麻　　布　　大　　学
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各個体乞も摂取後2崎間構景高値も示レ．そ
の後除烈＝減少唾（秩ワ8）。

　各個俸のら虚心飼料摂取前。崎間，摂取後

z，4，6時間の反鵠胃内》FA濃度ロ表四
・に六一↑（。各個体の反回胃内ら，VFA濃彦

1て飼料摂取倹2晴間で最高に達一）、その後面

如て1廠’／レ価ぐ、反回胃内ら，¢“濃度は摂取

後詰哨闇の6時間までほぼ等い・高濃渡を
符糸た1↑＜。　各個・体の・・飼猟心耳又後2．心置』『の反鴇

1凋内どの農度の平均値（表ワ『）を参考に全反面

周肉ら量を算訟し、そ爪の5，lo，15，ユ・，
29／；オ1ヨ　当量・乞　£1，　，ε≧，　　β3，　メ34，　ズ35の　ヤ　ギ‘（給

与〔π結果、　6含這這司）料才ヨと取イ・灸z晴闇の各イ固，

イ杢の反璃胃内ど3濃度ロ．通常飼避1摂取後山崎

・間の各個体の反期内ら灘にレヒベセ、β臣

除い7他の個体、τ全マ0占一2・鰍殴ん副高・・濃度

Σ示、し、ら’ ﾛ●謔ﾉよろ反磁胃内こ3濃度の増加

1が引起・のうオベた（表し四）‘。

｝　通常二二斗ヰ二二乙晴（表η8）とら含肩倉司迷「卜摂月ス
　

　　o　　　　　　　　寛　　布　　人：
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財／　1て表30に斤・（　・た．　各イ固イ月｝の乙3・比肩庄司料rF長

取後2，一4、…6一一谷間のらモΨ‘

後取後の．そ爪一う．よ一ツビセ、ず八の湯合も低一泊

を示｛た。ら含有飼料摂取俊2崎間のご3モ・レ

・％1づ通常飼岩襖最後2晴間のぞ爪よ1）、．、す

物個体毛ゆメ程農高り値を示し、ご3複取後

常飼粧摂取後4．，6時間の値に拷近〔た。乙∴
・含有幽幽料摂取デ麦2　，　4．　　6　崎胃「1σ）・そ　才＼う　よ　つ、i

4，い寺間の（ヲモ・）メ紐通常総矛サ摂取後之，｝

．フ↑（．　　　　　・　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　マ　　　　ア　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

・以上の結果より、ら給芽による反躬月肉剣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濃ノ度の♪曽力q、な、一．才彦定＝｛全こ及鵠胃1：hC5量の10、％ネ目i

当一量以上φこ3’

よろ反覇内らモ1レメの増加壁キ齪全反婦
胃内ら量のぢ淋已当量以しの窃高峯よリ誕の

5祇ぐ遭有飼料側解崎圏吟モ1レメは・
　’21）＾淑｝、

　　　　　　　　麻　　布　　大　　学
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豊常飼料摂恥後2時間の6モ1レ／より、〉、ず

れのイ固イ本若約lDタζ高いイ直’乞斤、｛た。

4．要約

　ご3の給与がノヴギのPAN♪農，度に与之ろi彰響セ

ノ険訂可ろ衣めの予偽実、験と1て、　乙3の給r与一レ

ベレが着場胃内こ3濃度および’ご3モlv／に与之

る影響について検訂し↑（。反寓冑内VFA各

・酸も・よが＞FA濃度の測足は．ク。トン酸を

橡小物噴と｛夜ガスク、コフトグラ7分才丘法に

よリ行フた。　この珍卜不ケう去1てよろV1「’A才すよて測

〉「FA各酸の回収は良婚で’あフた。

　飼料摂取によう反霧周内ら，ら，》FA浪
・度の変壷力亀ば、各個体ヒも復取後2崎闇ザ最高

濃度芝示し、そ．の後稼々に減少けて。ご3含肩

意気糊口後●之時間の各個イ本の反翻肉ら濃度

は、£1ε除いてをマ．通常飼料蕊取後、2崎
間の　そ　、れよ　ソタヲlo／　高いイ直も示　1　τて。

　以上の実験によリ．こ3の給与量と反男胃内

庶　　布　大　　堂



G沈．＿．∠．4一ξ～一．＿

乙浪度ちよび（誌モ∴し／の変『動の4乳度を知るこ

．と・ができ一†ミ。1⊥1＿．一

5

0

5

一
3

io 15

20く20ヤ

麻　布　大　学



⊂2亀．．ノ．弓L7　．

第2節．プ、コヒ材ン酸の給ギ実験

　　　　L安験：目的
5

　み　月・1節の（ち・Nぴ給与実蔦金に・おい7、　供言武ヤギの

恭謹内こ濃度むよがVFA濃度i＝与之ろ影層
響を検訂レ、ご3給与レバ，レとらモ覧レ／の変動

の程度を知るこヒがで射く，
　　　　　　　くヨク　　　　　　　にロウ
・。　　Abo｛ノ　　Akko．ζ1ひ．．等丁ジよ　ひ・E像、」♂e　笥：！な、　　F　づ：｝　ヒ＿　・

ツジのらモ・レ％がDF仔ヒツシ’のご3毛レ／よつ、

半均5－3％高・・ことを報告1な．本節の実

馬貧で鳳、イ共試ヤギの（3モル／が約10％高くな！

るようにCテを，給与一し：　乙3系合与・がイ共試ヤギのPAN　1

1濃度に与之ろ影響を検討【τ（．ご3の給与量し

言娠づ3P祭、＝、前飾の裏疎結果も参考にけ（．

L㌃「｝
：1｝

寂　　糞∫　大　　7，一
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＼

、

2．実、験お玖

ハ．雨域六物あ・よが飼養層裡

囲い、縛与飼料需よゲ’飼養胤里は二恩ピ享：
い丁く（表76’

　　　　一．一一一一一一一一一一一一　　　　　　　　i

　　B．プ。財ン酸の給瞳およが給与方1去i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　クりわ
取可消化亀ネー三一ギニ＿の．豹60一％ズあ一ろこヒよつ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　供試ヤ．ギーの給与一可ラ削し一手乱世ギー量の一栃当

FAい＿て・腿之一祁エネ．」バ「軌動■
・た，すなあ引βし亀β46舗672kc繭のゲ
537！、・K繭わWFAエネ・バーーヒ．1て吸憶i

れろニヒになろざDF　5期の各個f奉の平均ら副

1レ／（表81）を引用し、VFAエネ1レキンの1

ううご3が占三三ネ1レギーも算釦た，

　この綜論の坑・レギー量、藤Sヒ2り蛾
　〔20べ≧0

　　　　　　　「探　　布　　大　　亨を
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S3　：　2ヲ6・∫」，　ノS＜｝　1　2・島ケ・’，　，85一：　339．ノ7　kc4」／でヨと　ナ∫　ろ　．

．このらエネ1レギー量のP〆に相当可ろ6もG・．

肱ど1て給与1τて．す慧栃、6・N詞給宇量，

1さβト£3・β妃79」，防：92．4調／ヨと・より、

・この給タ量は首1節の実験の反璃胃’夜全ご3量の

15／に：相当し、全G量の貯％旭当量を給与し

たとミ、55のC3のモ由メほ、給与レ・∫いとミ

のらしレメより約llメ高・、（表80ク†ての、本

実験の1ヨ的に合う如た給与量で1あろと判断1

吃．こ3・N嗣給与方1卸ユ、旧当り給与量の超1

量も給与糖蜜配合飼料に混ぜ覧、・、1眺s略液で

PH　6．o～　’7．0に二言周整1　て車月・タ　定自守1＝給与　し　†て、

P
a

一

と．繊毛曳の移植．

　こ3給与実験終5後、調うに、←通．常ヤギの反

翻液ユ・・一げプを制虚血謂カテーテルで麗

ロ投与レ1二．

　｛『i　ハ

「「，

・撫三　布　　・1こ



　　　　　　　　　　　　　　　　　G梶一15．ρ，

　　P．う則定丁白自’　

　〉肩Aも・一ζが．1一＞F一△各酸の濃度測定～各実

聡期間（DF㌻，・PFご3，　F3期）を遜しじて㌻臼Fξ　・，

5隔ごとにそ一回忌爪5回寸っ、食後2崎間（キ1
’前）の一反甥胃ラ夜一・を一冑カー＿ア．二．ア、レで一才采取（9PA帖，

三度測良の’翌1ヨ）し、反心覧液1揃櫛の方1云…

1＜削りて調殻し、反回月内＞FA濃度ち1よμ層：

・マトグラフィ分木吻う去の・言忌丘条イ牛に，盛込じてイ寸ナ∫「

た・。・　　　　　　　　　　　　’　⊥一＿＿一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　繊毛虫数の嗜†数：Fう期の季戯妬し鬼翌丈をぢ臼闇

ゴ言†数⊥k・一一一一一一一一一一…一一一一一　一　　1

・PA　N密度の測定1各実験期農r毛通u・マぢ臼i

田採食前の血液も頸脅脈・よリ約3網ずつ採血1

し、添う1く血嬢命函組t．PAN濃度の測定

で行っ†二．
　　　　5　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　　！5　．　　　　　　　　　　　ノ
　k20，・20》

　　　　　　　麻　 布　大　 学
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3．糸右呆および㌧考募、

A．繊毛虫の杉殖

・ご3給与実験終5後、適ち1（．通常や巽の取

二三を経・役与し牝結果、各側奉の繊糺弘

総数切回悔に示レ↑二とあ・りで・あろ．

　各イ酬牟の繊毛虫総数は移殖そ麦ぢ臼闇で6・～

7砺／急の数に達レ、その後蒔直個体により箔

・しく相違kた．β1の繊毛虫数1謡瑚（第ユ章，・

第2節♪のぞ嵐ヒほぼ一殺憧が、恥の緻：毛
虫敬1な、　下2三月の　そ　八よ　り　少ないハ直も糸宣肩し†＝

（図1ら）．　この結采、ヤギの繊毛虫1総数1な船，
与・食司客→　ザ　｝司　い　・で　あっ　　て　　もイ固1イ本に　よ　っ　“て　ネ日違す　　：

15ろ二とが言忍～のう才＼†・こ。

　　

@　
@　
@　
@　
@　
@　 り

！床　　森∫　　ナこ



　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　　ユをど　り

■　・皆無憾ヤ’ギの反矯角内v忌Aラ簸農に
　　　　与・之一ろ一一影」響一一

・6無給｝期（P怖期）、ム給与期（P心止＞i

泊緻毛虫期（H3：期’）の一反察胃内VFA雷よび
V　R　　A一る・画隻の　密度　1て監　表y2に　示　　し　τく　。

一反場胃巾（三ll震度二恩イ固イ、奉のP’F　5期ヒP章と3二月

・の反璃胃内ごz濃度ぼ、卸和い・つ仁。各ぐ臨本

・のD防期と古態9の反直冑内唱ごz濃度凱Fう期の

’方がやや高・一世も斤、レゼβ1のPF　5，PFご3期ヒ

下3r期に有意差一CP一≦．．qρ一5一ノ．．P一く一ασ1）が言忍の

5．オヘセ（表8ユ）1，．i一＿㌧＿i－1一一一二一＿一一・　．一

L・梅島爲一着＿ぐ3一一；農度㌃一各・個イオ，．のPF（L3期の一場胃

・内乙3う農度鳳、一いず脅＼のイ固イ年もDF㌻翼月のぞ爪よ

・陶a㌦脈。尊いイ直哲・v、斑β肋P防期
と　PF　《：二3　・；呉R　駄て∫ズr　意　差　　（　　P　く　　o・0　5’　）　　カ’ミ言～込・～の　　う　　然丁ピー

（表82）．告個体のF3期の反翻心乙ら濃度は

D三期より低い値を示し、刷β㍉∫4，全個i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　i体のDFぐ3期とF3期｛て聴差（P～、砿。ぢ）が認1
　　　　　コ　なおダ　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　　　　　　　麻　布　大　学
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δり　う　　7Kた　　（　表　 82　）　。　　各イ、蟄イ2ト　の　DF　ぢ　～1自　と　τ＝B：具月　の

及場跨内こ3濃度1な、㍗ず箸レ・・イ直を示、レ、こ爪1
　　くニノエコワ　らうラ

ヨでの幸艮告ヒ・一級1ナ∫う・っ†て。　　　　　．　　；

　反．瑠胃内こ4ラ農度：各個ブ孝一のDFC3期。）反瑠需

・内（ントラヌ隻ノ蔓γ3、　51εp余》・マPFlヲ其月のぞ爪よウ・や1

や高い値も示レ、命のD砺期ゆF6期に泊薫、
、差　　（　　P　　く　o．otヲ　）　　ヵ、言忍　の　　う　　オ＼†＝　（　衣　82）　．　　　各イ直】

イ本4）百3；期の反場周内ご今う農ノ隻鳳£1を’除いてPFぢ、

期のぞ爪よリ高く、£3，β㌧全個体のP砧期
loヒF3婁月「こオ蕎意：差；一（Pくα0、）ゐマ「言｛《：・δ7）うオ＼†て．‘

表92）。

　以しの結果より、Fヤギの和協恩内三農度1

、な、　DFヤギのぞ爪より幾イ分高い値を示すこと：
　　　　　　　　　　　（4『，㌻1，5δ’6『）
　へが1認めう．オ＼、　こズへ量での孝侵、宅ヒー致1↑ヒ．　　1

・及禺胃肉ご5濃度1β1を陳く各働イ季のPFら期・

と戸∋期の反矯冑内こ「濃度は、D肪期のぞ爪よ

ワ幾分高い濃度を示）、53のPF　5期とPFら，

F3期に為意差（Pくσo、）が認のうくた（表

9り。

　反寄胃肉v戸A濃度：各個佐ODFご3期の反
　　　　二　　　　　　　　　　　　　　馬｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一＿
　：、∩㌦℃

　　　　　　　r廠　　
為∫　　＝葺く



　　　　　　　　　　　　　　　　　G夷　154
　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　．　　　一一　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

綱内VFA濃度は、・・すれの個体6P怖面』

φそねり・4－1砺Mん＿隔・・値を二一監β1のi
D怖期とPFご3期．ll＝一蹴差（Pぐ．一α。5）が認めi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
、う緑（表82），各個体のF3期の反応内〉瞭
51農凄：は、　PF㌻期のそれとlrLぼ箸）いヵ・（β3，　S4）．

P下5期のそ紙よ、陪、・・値（Sl，　　≦；5’ノ　　全イ、…X体）！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を斤・レ、分1のP怖期と鴨填只に意字差（P〈σ・5）、

　こ煽の系課よ・）、Fヤギの反喉内＞FA｝
・ラ農度　　1て工，　　　P・F㍉ヤ　　ギ　　の　　」そ　　、才＼　よ　　・ノ　幾ノづシ＼為　》・　イ直　を　　示　　一す

　　　　　　　　　　　　　　　　くエリのヒレヰヨダどし
6のと1考之，う八、1しオ～急一での亨1支宅｝と、竃1ぜ一蚕女
ヨの

1転．い・咳繊牝卿為無芯よう反璃感心
VFAラ農度の相違ノな飼料の条件だヴでなくイ固

体のPF　5，・D鴨，　F3期の反鯛内ご3　Uvメ、ま、

そ爪ぞ八3齢メ，4L7メ，34・・／であった・1

鵬胃内ご。モ、vメ1鵠玲与によリ3憐程度ナ有

力・レ、繊毛虫の早早によウ姑μ三度減グ1た。＝

　’20㌦r）1

　　　　　　　麻　布　大　 学
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任のPFら，　PF（：3ダF3期の反璃腐内（4モルメは、

そ爪ぞ爪73メノワ・マ／，『3メであっ仁，反1禺式

内6モ1し／鳳、6給与による影ラ騒笥ぢど認の
らオ＼ナよカ’つたび、　葦囲～キ］虫の斥多オ直1くこよ、）≧ク4奔呈

・序忌忌し†二．

　反翻、双4C3モ1レ比二表8は、）算凱た全

個体のPF　5，　PF　C・，下3期の反鵠鋤配zん3モ、v

レし、＝工、　そ　フK．そ“八℃36，　1．18，　しる4であっ↑r二〇　反毎弓

周内6鳥モ、レじい払給与1てよ・）やや減ケv、

1u@毛弘の移随によソ増炉した。

　反場周面し／』モ、v比：表8ほ9算出tt全
個イ本PF　5；期，　bFご3期，　F噴月の反矯月内乙4と4モ・

ルレしは、そ八ぞオ＼7、73，ζ、3しな『マであった，反

網内6ムモ眺しは、ご3給与亀（より勲減少

5レ、繊毛払の移値によ、尺らに；蔵少tた，

　及鴇胃内こ3ん4モ、v比＝表81い1算出した全

馴本のP怖，PF　6，　F3期の反心胃内乙・／乙晒・レ

比は、そ爪ぞ爪梱，ぢ36，3甜で、乙3給与一によ

りやや減少ヒ繊毛虫三三てい》さらに減
1少俵．
一～ @

1｛｝

「1）

；ぼ　　　1～f　　’メて



σリヒ．．」56一

ご．．プロビ：：すン酸の給与およてバ：傘戯裟］虫、の

　　有無がヤギの血漿透離了ミーノ態窒象

　　濃度および血漿．尿系態窒奔、濃度に与

　　之ろ影響
5

　各イ固仁トおよ．・び全イ1動イ奉のρ石捗，PB（ちノ　Fl　3劇乱のl

PムN濃度およびPuN濃度しま表83’1ζ示（た，　｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　PAN）農度二各個イ本およが全個体の賄サ期ヒ

P石ご3其月のPAN濃度1：；電号1ぜ一宇更し、　乙、給与によ　1

1・ 骭i3高義51勾L’言；ξ、6りらフKなん・一’うた（一表83、）o　二〇）秀1ち

恥ウ繊毛虫の有鰍よろPAN濃度の相違1な、
反察　周　内ご5濃ノ隻．の～F目漉し、（　よ一ろ　エrネ　覧vキ　一　イ共給

量の麺力で住ド；た一…も一φで喧・い・’ジとが証明之’

1ホ色．　各℃動イ本：卦よび・全一イ固イ本のF3期のEANラ農度、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌦P防，PF　6期のやねり低・・イ飢示レ、　i

DFら期とF3期にそれぞ油漉意差（？〈α・ち・臼
く　αo　　‘　　）　　ヵ、ζ言誕参　タ）　う　　才＼寸＝　　（族8牛）　　。　　　rす　てエr　／b　　ち　　、　　　｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
ヤギのPハNラ高度の減少’1な、　Cき給与で、さ、高高のう　：

才＼・九£　　カ、　）　　た　つご、　　繊　・毛レ　壷＝　の　　今多オ直　覧く　　」ζ．　り　「誌乙　～ハ　　う　　八　　，

　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　　　　　1」
　　　　　1｝　‘20曳20・

　　　　　　　　麻　　布　　大　　学
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た・こ爪うの結果力・ら繊毛弦⑦角無にようPAN

踏、に由来するエネ1レや源磋に塾ブ備
もム　　リ　　　　　　　　　　　　　は

芝してぼ　・’こ　と　が言正明芝　オ＼t　＝　ヒによ　つ、　PAN

濃凄の相愚な繊毛虫の体浸蝕需在了ろイ噛
も、のケ勿管の景多響「であろことがより肩カヒ怠っ

た。

　PuN濃度　二　高承凱イ牢宥よ　《，バ、全イ固体のPF　5・限月ヒ

旅ご3期ゆPレN）農度冨1量ぼ一致レ、と3給←によ、

1・ろ影響鳳言鳥のられながった1表83）。　各イ固イ峯、

3期のPUN濃度鳳DFケァP戸ら荊『の苓爪より高1
いイ直　「を　矛・し：衣　が、　病　意差　鳳言弘め　～　直な　が　♪　た　i

（表δ牛）．　，54〃）F3翼月のPuN＞農震1・こ．　PF　I5，　PF　『

・6期のギれよりやや伽・濃度を示俵ウマ、有

意差は認のうれ・』rがつた《族r49。　，δ1のF3期

のPU　N♪農ノ隻1ぱ、　PF　5雨月のぞ八より値》いイ直であ

ったが、PFら期のぞ瓶と1葦ぼ等い・値を示レ

’k（表8り．

　こ玖までの実罵食’ヵ・う、　FヤギのPuN濃農は．

　　　　　　　　　　い
1探　　 rげ　　二畢く
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P脚ギのそねり・通常、乱濃度を斤づも
の　と　考之　う八ろ。　．

　PUN漁AN濃度比：各個体窮よ小乱イ1動体の仰

胆月とD鴫期のP咽力AN濃度じし頃a、ゴ零しか

5つπが、F3期のじU竃PF　5期とDnこ顕Rのぞハよ

1磯分高いイ飢示レ、これ量での縮果と一致

1‘た．　名個体のP7亨ノ　PFご∋，　F3期のP）N／bA　N

l灘比譜第工面，第㌧2節の．イ共寝ヤベの

そ漱より着しぐ低い値を示馬た．
・・ @PANラ農，度ヒPu　N濃ノ隻の相関：各イ固イ：奉および●．

全イ固イ奉のDFら，　PF（⊃3／　F3翼Hの　PANラ農度　とPu　Nl

濃度の相関虚血般に低く一・ず糊場合繍’

意点々臓肋う蹴り・つ・た（表822．　　　、

　以」しの多結果よリ1ら給与がヤギの2AN濃度・
1ヨおよ「び・PU卜↓濃度K「与之，ろ景ラタ響量・コ壱渓しめらメヘナ』£カ・

フた成繊毛虫の移桓によリヤギのPAN濃農1
ロ減少レ、PUN濃度1雷曽力。すろ傾向が認のう

れた。

τ～ﾎ丁「8一．

…ボ1こ　　侮　　　七
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4．中約

　ご3の給与がヤギのPAN濃度、＝与之ろ影響も

短身三一すろ了之のσ）ご3給与量堅手、　ヤギの給・与一奮う肖

・斜子ネ1レギーと1マ供給芝八る量も推定レ、

そのゆ76不目当量と1↑二．

　と3給タによラマ手軽内VFA濃度1訴肱4
磁。訓ん。一け合作レご及箒美膚◇濃度1酌娠垢。

訳ご3モル／で3％）噌ヵ国た．この時のヤ
・・ MのEA　N浪度，　P（ノNシ良度，　pu　N／PA　NL濃，度比、

踏N濃度とPりNジ良、凄の相関は．苑ど変重力1’な

う’@つ　た＝．　　つ　ざ　竃て斥戯キ」庄1、　も希多殖　（　†く、乗も　果、　　Fi　3寄月

の反留胃内（し3浪度■て、PF亨期のぞンれと1なほ“讐

い、値を示レ、繊毛虫の南無による斥自首が認

・のうれなカ・フた．こ八にラ寸してF3期の及璃胃

内ら濃度賦P怖期とP鴫馬糞のぞ八うよリ幾
分噌力・レ、Fヤギの及舗内三農度は蹄ヤギ
　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

のヤオ＼＼より吾】いイ直であろことが瓢るめうズへた．

ヒほlrま等　し．・イ直であ　つ　たが、　PF　5其月の　ぞ　爪よ

　　　　　　　　　　’5｝
1歳　　　ぐげ　　 づじ
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　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ

機伽曽加する傾嚇認の’う一爪札一一この吻の；

船N濃度に、一PF一与一，＿．DEら期1り蚤爪より明う匂・i

に減少傾向を示レーf；．一．．一　　　　i

　こ祇らの糸面ポ9．繊毛卿虚無によう反l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i・鯛内VFA序論’特、く、反読内ら濃度の

相違は、繊毛虫の虚無によろPAN濃度の三選1

の直得の畠田ではないことが害うがしなつナて．i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　只瑚のPuN激勘評画期のぞ人より立論飾朝

1・果ほど、明確で覧まなカ・つた．B期のPUNか細

濃謡い宣、D防，’Dκ3期の￥八よリ淫乱烏・・

イ直＿毛示しfこ、．＿PンへNラ鍛とPuN濃ノ隻』≦7）＞F日関覧ム．

全般に低く素意差が認め与八慧力・フた。

　：以上の一手6果一よ■り繊毛虫の．肩一無によ．ろ・ヤギの

・PAN濃及の相違ロ、エネ亀レギー供給量の差Ki

基ブくもので臓なく繊先虫の棒成分の何割
かの物簑がヤギのP細濃度を減伽辻ていろi
ことヵvヲ良く示。蒙之ズ矢た．

「20，＼20）

麻　　布　　大　　学
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第π章．茎蜂周長繊も曳類給与がラットの血

　　　　漿遊離アミノ鰹系濃度1て与之ろ影

　　　　響

ノ穿・、節．歯骨、反鴇胃内繊ヨし虫類の給与実、験

1．実1験日的

肩無は、ヤギのPAN激度あよびPAA濃度そ変
髪力＝こ　tと　ろ　こ　と　ヵでさ絶め　う　爪↑く。　PP1円よ　び．FP秀合・与・

時のヤギのPAN濃度，　PAA濃度の瀦果は、一．

致1ナ』rカ・つたが、DPおよ・びFP給与後のヤギの

・・これうのラ農度ヒま、　PP　7～・よ・びFP給与崎の♪，農度よ

りもいず嵐も高くなろこヒーが認のう八1［（．

　以上の寅僧門壱泉力・う、繊毛虫の体威望の中

防鵬の存在蘇・数八宏・実験1圃・・たヤ
　

1ギは反易勤物と1マぼ・ト型であ苓が・　こ爪う
　　　　置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い

罧　　 布　　大
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の動物に繊毛虫を給与1一マPAN濃、皮の減少を1

検訂す弧のKは、多量の繊毛虫体言名門とl

l、この夜の供試勃物の数も恨足され3等の・
問是象点が一あ♪．な一一

‘ゑ鍼毛・虫の給与が給与勤物のPA　N；農度に与之

ろ影響を明確にすうたのには、前述の供試繊

毛虫体量を考穏て備物物にデソトを用v■

る二とに｛た．イキとラットでは、消化1器の・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「椎1造，ば：尺きく異なつマv・ろぶ、　生イ本内のイベ言射

・オ幾累差卜、な碁フト白’ヲ、く同　い　「ビあろ　とイ反定　1　て　ラ　ッ　ト　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
をイ吏用k↑二。

　　　　　　　一一…一　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i・　　　　A　．イ共旧式多力才勿＝お　よび傘司三三こ管ラ里

鰍ラツh諮皇紳・8，1ヨ齢約15・日，βDi

系本墜ラット84匹（チ．ヤ　一1レス．　リ・ぐ一よつ喫毒．

入　　）　を　三寸　只員　区　・7　匹，　　言∫＼蔦灸区　ワ　匹1く　分亀・ナ、　　イ固体　』

ごとに愈司着こ1丁く．　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　5　　　　　　　　　　　　　！‘》　　　　　　　　　　　　！、
　「0　．0，
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　　　　　　　　　　（’23）
　ラ・ソトの栄’着こ要：乖ご量（眉宇1熱熔～亀のrroツ；）に

対「∫ろ給与ノ飼ノ料の威分量民需85に示しτ＝ζ。／飼

料配合K用・峨W丘は、オリエン列レ酵母工業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ・1履澱粉は千畑製粉，穴豆油1ま斥・懸礫工業，
・・迫ｿ用矛孫へ舷側Dは東洋づ戸紙，　7イリブス・

ハー g氏の無機1貰混合は名＃化学製品　才リ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
ェンタ1レ配合のビタミン混合ほ才リエンタ1レ

酵研工業の各製品であろ．対照飼料去よび言式

験飼料f焦表861＝斤、1転配合割合マ噂詞製L、

細れぞ和匹当りz・プ馬23・ケ8四を給与
｛τて、

　ナ「「照飼料の給与期閻鳳対照区の工，五，皿

期ヒ一式験画区のエノ　皿期とし、言式素養利・、コ：言式験：

区の工期にのみ給与1衣．
15飼料’給与はA図8：00－P卜4ワ：ooまでヒし、　P卜17：

00に条合・餌器を回収1た．残食、飼料は翌日の給

与飼矛『トにカロ之，、倉笈水lr‡吸水ビンにマ自由キ裏食

1マせ↑ヒ．ラットの官司養方セ、言隻の甲旦日月‘まP卜4ヶ＝Oo一

｝P耽。。訂とし室温；2。一之4脈調節厳．

1苅照区およか試験耳の実験期間は・そ　Kデ

．
豚



謡．16チ

れ工，　］工，　皿；期とL、丙Eの各実耳灸期間の予

イ和・食司育　1ヨ　雨気＝およ　び’実験倉司育　1ヨ数rま、　　そ　オへ＼ぞズへ

10，　2亨臼F』罰と　1’た＿。

B．〉東寺号繊毛弦の給与量およてバ糸合与ラム

　画工章，第惣物繊毛虫採集法田てより得
fでFPの給与量1は、　1日当リ給与牛耳蚤白質量の

2。％相当とし、FP給与時の給与粗蛋白簑量は

咽Eで、給与全工知レギー量は・ト友澱粉で一定

に言逃整‘夜が、給与糸危蚤白癬量電窒、　特に言周整

｛なヵ・デ㌃（表86）．ラ・／臼匹当llの試験

飼料の給与量は榊量飼柚8・93とFF467鴫ナ跡

7／ヨとし給与方ヲ瑞、2τ動Alて射マ行
・・γた．

ご．測定均日

　：採食量：毎1ヨ測惣、ラットの船N浪三十

「足ごヒ麻食辛を馳峨・　　　一一．
1株　　 rl∫　　大
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　体重ニラットのPAN濃度測定の㌃のの採血

時1測定1・PAN濃度測定ごヒの摂取飼神・・3
当　リ　に対づ　る各個イ奉の増イ奉・量　（　冒　）つヒ篭也・k

t。

・血漿威分1各実験期間を通．いマ5巳戸罰（各

実験期間の初回の訓。巳間）ごレに早朝採食

前の血液を左ちの尾静脈よリ交互に無麻酔尾

静脈穿刺採血法（第1葦第2節）によつマ、
灼σ5，扁ずフ巻直し、直ちに血．漿を・分離【↑＜．

・・oAN濃度測定はニンしド、ノン微量定量法（第

1章，穿1節）で行りτく．

　　　　戸

3．，結果および9考察

A．）東棄壱繊毛弦の給．与が’ラット・の干采・食率

　　：およ・び漕体量に与之ろ影響

1

姻全f固体の各実験期間（エ，皿，皿期）ごヒ

　　　　　　　　　　’q』～噤u
　　　　　　　　・探　　

1ノ

I1　　’く
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よが全個体の採食季は、一工期〉工期〉皿期の

順に低下｛奪。通式焉貧区の各個体およ’び全・イ1動体

の採血季は、試験・飼料（FP含右）も給与口k

工期が最6高《、耳期が集も低がっ↑（。試験

・区のイ全〉イ1司4奉一の工［期の採兜率覧・ま、言式験七一のコ二期

およ’び繍寸寧旦区．の皿心月のそれよリ・や疫高》、イレ負向

を斤、1†＜．藩士．区，・試験在切各個体およ’び全

個体の1境月と皿以前　■サ日と皿谷n〃、そ漱ぞオ＼の・
　　　　　　　　フ
採食率に硫差（P〈α。、，Pくσ・のが認引

・めうれセ（表8r）。　　　　　　　　i
　FPを1／含てし・一式蔦灸食司渉号・1くテ寸一する　ラ　y　トの　自誓ケ｝↑生；

1コ：、　対申豊倉司料よりも良々子であ）τて．苅日乾］区‡∫1

鼻試験区の皿期の採餌9’斑1な・実験副
長莫月間　1て　及、んゴだ　　＝一と　に　よ　1る景多響　と　考　之　う　才＼ろ．i

・摂取飼料1・・1’当ソの増体量（の：対照区：

ちよび試験区の各実験期間（工期，■期，可
期）ごとの各個体および全個体の丁曽体量は掬

8qに示1†〈．

　対照．区のる一個イ方および全個体の各実験期間

　’lr｝・．lo

　　　　　　　麻　　Ai　大　 学
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の傾向を斤・、．挟§凄の場合ヒ類低｛た。試
験七一の面一で固イ本・σ）各実＿験：七月P司ごとの夕曽イ本・・量、・ま、

一定のイ頃向が認のう敢ながつ†ミ。　・全イ固乍杢では、

工期、■期の増楼量に苅1マ溶出の瑠体量ぶ
5地・やイ底がつ↑（。

　ヘ　ヌ寸阜旦区コ工期ヒ言式験1三＿工婁月、て書弓けろ全イ固乍季一の

碧乍参量、な、　1・ま1ぜ等＼！いイ直を斤、し、　FP給与によ

うナ曽イ本量の差異iま言含めら八なザつた．

1り B．凍耗繊毛弘の給与がラヅトの血業遊
　　蛮佳ア　ミ　’熊．窒素1農度：および血z漿．尿蓼卜

　　熊直系濃度に与之ろ影響

　対面’巳およ・ひ“言式験区．の三一イ固体およ・び全イ固体

・の各実験期間ごとのPAN濃度とPUN濃及は表

89・8曾‘こ系し1…：：◎

　RA　Nシ農1隻1ナく「照区の各・個イ本一の：二期の．PAN，農

i恥・Nα2，N・．4・N・・ワのイ固体町期の物

1いノ勲低・・二二を示臣が’、他の個体、鵬

　　n　　　　　　　　l叫三　　：ノ！∫　　た
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7匹中　6匹の個物が1L期の　ヤ爪よ　りやべそ高い

血忌を刑勧＼いずれの場合楠認証1誌弘
めうれず（表88）、対照区のPAN濃庚の麺ガ
の誘r呈ノ蔓．1て【、一＿言式験．1三．4）．ヤ才ヘヒ．藩1　くノ顎ヨ違1　寸（。

・試験区．の各個体の工期のPANI農度は、7匹中

6匹が覧工孟月のそれよ　リイ豪い；農度を斤、L、　N6．12

に素意差（Pくσ05’）が言愚のうメへ、　各イ固体と

も皿期のそ爪よソ低・・濃度を示し、N。．llに滴

；意．差（P＜α05一）が壱3ものう身へ＼7ヒ（：萎（8『）ρ右式

磁区の全個体の■期のPAN濃皮‘な、工期のぞ；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ敢より77茅ノ皿期のぞ八よ一1）1ロ％低・・濃度をi

示し、1期ヒ皿期およびユ期と皿期の船N濃1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　側面♪・・款・一嘲の剛濃度、て・工期
・のそれよ・P激高・・濃度を示史衣．対照区の1

・濃度を示1↑＝，試験区の工其目と聴込のPAN　i

ぼ一孜臣嫉試験区の正期の船N濃声Lは、：
　　　　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　io　　　　　　　　　　　　　　　　・，

　20㌦二〇、

　　　　　　　麻　　布　　大　　学
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対照区の皿期のそれよ1川％低・・農度を示し、
ノ有意：差，（Pく。．O　l）が亀右忍・のられτヒ（表CrO）o

　以上の糸壱果よリ、繊毛弦1コラットのPAN濃

度を減少ゴ寧ろ機能を肩寸ろことが斤・・灸さ爪

染．ま表．この結果は第正章，第1飾のヤキ
の実こ、験ン奈吉果と．ほ1ぎ一面く＼1、　レPおよび9FPの給与一

によつマヤ勲ラットのP州濃度カド減少腋

ことより、繊毛弦がPAN虚威減少さ辻ろ機
能1さ、　反窃動物↑で1すでなく単為読物にも作用

づうことが示唆ごれfく。FP給与時（試験区丘

期）のラットのPAN濃度の減少1な、耗蚤白面

の摂取、量の低下1くよろ影響では九fいかヒ考之
ろ　二　と　こ　マ鴨き　る　が’、　歯式、験区正莫月の言式悪食倉司岸」十の

採同母は、試験：区の1，皿期および対曜区の

・皿期の管嵐より高・・二しょり、試験：区■期の

PA　N濃度の蜜豆は摂取、蛋白噴量の低下tてよろ
景多響　で　　rコ［な　　㌧・　し　乏多　2し　　う　ノ才＼、ろ　．　　ま　た　、　　PAN　ラ男…＿ノ妾し

の出定賦早朝採食前の血漿である二とよ’1、

踏N高度1評ミノ二三甘過の影響より・祖
し乏アミノ鰍謝の景得鵬く反9曳1て・うと

舜こ　　㍍　　ヒ
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彦之うれろ．

　PUNう農ノ隻＝女寸帳】Eの名トイ固体の1心月のPUNラ農

度は7匹中6匹が工期のぞ琳より6－2。劣低

・濃度を示域が、有越が認の5れる個体
5はい慧がフ『た．　また．無爵区の各イ固体の皿期
のP）N　う農、ヌ隻．1・さ．ワ匹中3　匹かごコ：直垂のそれよ　・）♪ぐ

や高・・う二度忍女、1↑くが、舷頭差ぱ認のう直な

ヵ・つた（表88）．試験区の各個イ本の工期のPu

N濃度は一働赫工期のぞ爪ポ）！。一4以低
・v、♪農度を　斤、　1、　N。．8　に肩　竜差　（　P　〈　α05・）　が

認のら爪、7匹中3匹が皿期のぞ水より明う
か‘て低い濃度を示1τ〈．（表．89）．対照区の全

イ固イ奉一の豆心月のPUNう農ノ箋Liコ：、　工其月のそれよ・）　1（〉！

％、画期のぞ爪よ芦甥低い濃度を斤・1・、エ

・・期と1池月のPUNシ湿度、にノ角・意．差．（P＜αo㌻）　が驚

言《1・めらオヘヂく郁、　1L期ヒ正期のPuNう農，度に1コ1・有

意差が認のられなカ・フ駕試験区の工期ヒ1正

期のPUN濃ノ度1コ：、　対照区の　工期と皿期のP（ノN

じ二度ヒほ1ぎ＿手文1たが、言式，験：区．の五：高月〃）PuN

濃度は対甲躯皿期のそれよりりメ低い濃度を
　　　　　　　　　㌦1

・ボ1：　llf　た
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示k、四獣差（Pく0．05・）バ’ Fのら八．k（表㊥）。

　♪人』二の余壱果よつ、戸Pの給与1てよつ7ラット
のPuN3重度．1て【も一一明らカ＼‘てi声を少・IT＜。　この季吉果

にヤギの一実験1絡果（一．第ユL章，第i　2飾♪と
　　　　　　　　　　　　　　　ア
　　へ5正反マ寸であフ’た。

　PUN／PAN濃度レし二対照、区の各一個体および言式

験区一の各イ固イ本・の各実ミ験今月Fξ1のPUN／PANラ浪、度レし1

1憲、　言式鳥今ミ区．のNo．8ヒNo．　t2の工眞只と皿1早目のし・し1て

肩癖差（Pく。，ol）わば’き忍・のうオ＼、τ（・ ナ「「思量li三．手ジ

・よび試験区の工期のレしは、■期、旦期の比よ・

りやや高く・両区の工期，1L期，皿期のじし1な

ほ硫ゴ等しカ・う↑＝（表88〆8『）。　ラットのPuN　l

φハNl浪度レし喧．いず八もヤギのレし4豹乃であ：

フ↑く．これは反協動物のP州浪度が他の勤物髄

・よリ比較的高濃度であろこ’乞1てようものと考

嘲う八ろ。　　一　　　　　　　　　　　i
PAN濃度とpuN濃度の相閲：女柵区およガ
試験：区の各個体およμ・全個イ奉のPA　N濃度ヒPuN，

濃度の白白係数は、掃P分正の係数を示し、

　．●o・：℃

　　　　　　　麻　　布　大
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区のN・・3の皿期N・．4の■細面で固体の工期，

正期，皿期，試験区のN・」1の五期のぞ水ぞ爪

に認のうオ依（表88，8り。

4．学豹

　繊毛虫がラットのPAN濃度に与之ろ影響も
予言寸一すうTζの、給与柔回虫：色1｛貰量の20％・にネ目当

すろFPを給与工率罪寸にう昆ぜて給与｛τて．対照ご区

・ヒ言式瞼区の採食率あよ’び彪体量、謀、・・ず八、も

工　心月　（ケ寸寧畢、・直司茅十給与）　お　よ　イズ’1L孟月　‘　ケ寸旦召倉高岸斗，

言式，耳灸＝・食司料給与　）．よ　リ　皿心月　（　ヤ多日ヨ、倉司ラト号兼合与）　め

方　力で低力、　つ　fヒρ　FPをノ含t，・言式、験・食司メド三十のオ采食．率に工

女寸，鼠倉司考十よ　リ　高た、フ　↑ミ。　FPを，給与・1　τく言」き丸験区，

三期のPAN濃庫およ押UN激度は．　FPを給与

1ない工期，子壷．およ調寸照区のそれらよリ

扇面に低いシ三度霊示IR。

1この結采、繊毛払の体士分には、ラットの
iPAN♪農ノ更を渦1少さ辻ろ機能・ももつ物質の存オ土

1’

S　　，、
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濃度におよがPAN濃度とPUN濃度の相閲に与
之ろ影響は、鋳に認めう八なヵ・つな。

0

．
の

く

’1〕　　1
　　’昌
塚　　　言’1∫　　た
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　第2飾．反論胃内繊も虫類の給与義盗験　1

L－　　1一一．．実験目的

5　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　前飾の実験よリ繊毛虫は．、ラットのPAN濃

度およびPUN濃度を明らかに減・授隼ろ二と

が認のうれ、こ颪までのヤギおよびラットを
用・、て…実験より繊毛虫の体威分には、こ匿う1

ほぼ確認され衣ものヒ考之シ爪ろ。1ザし、！

（1）．．前節の実験＝に用い丁（ラットり条件（；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（エ　）．　試、験．’飼料（FP含有）給与時の　1日当　！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Tの、梓血剤加尾静脈で、血漿成分の命：

杓を自的と脈静位Uて1づ一般向隔て噂・雌…

の考麓・補下き点があ烹k・　　，，
　’1で｝　．’∩

　　　　　　　麻　　侮　　＝大　　～’そ
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　これうの点、・乞ノ考ノ遠．1てラ・ソトの；条イ牛・と一定＿

Kし、FP給与量を1日当りの給与穐蚤白貰量

の之。％相当量に、、飼料給与量を前節の実験

の給与量の9・知てし：採血音？位も声く行わ八

・ていろ頸青十月低ヒ1て再、度、繊毛弘の糸合与がラ

ットのPANラ農度竃く与えろ影響を検討lk。　巷

衣、再実験では、繊も虫の給与ゐぐラットの主

夢蔵器重量に与え3影」響についマもジ倹討1†く．

P 2．．実験方ラム

A　　＿　イi宍r言ヲ＼こ｛多力　牙勿　 お　 よ　　「レパ’イ～司養管…i哩

　体心36・一38・3の5D系雄ラツH4匹（今やー

口）ス・リバーよウ購尺）も対照区7匹，試馬灸

区ワ匹に、分け個体ごヒに飼養1た。、

給与飼料およびその配合割合ば前出やの実験に

障ヒ、ダ押融有料の給与量、揃飾の実験の9・％

…（18矛／』）とし、これK試験飼岸蝦FP舗）
　

壁素量に対すろ対熊飼料窒素量9不足」紅』二禽し

　　　　　　　1妖　　　rl∫　　，＼



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’76
　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一・

（関東化学の製」日。）で調整レk（表qレ臼2）。

　雨戸よあち・対照飼料、∂7ヒL－G、∪α隔の計

18・9％／日之匹当りの対極司料給与量ヒ旅。

給与・方ラ去および給与時循『1コ前節の実験に導し、

・給・食耳器の回畦又1τ【Pトへ5二〇〇｛＝季了つ↑て。　そのイセーの俵司

韓理1な齢秘実験1鱒じ↑て．
　　　　　　　　　　　　　　ノ　対超区あよが嗜式験区の実験期間‘ユ、そ八そ

れ1，正，皿期U靴．両区の予備飼倉日数
lr；工、　工．と皿かぐIO亀ヨ間、　工L，；其1㍉がワ1ヨ間と、、　両

枢の実験：飼育已数を各実験期間ともそ琳ぞ爪

ユタ日戸罰』気r二．

ら．凍融手戯毛■払の給与量および給与方法

　第1章，第3節の繊毛弘採集妙工により得
衣FPの紛与量1てに、　1心当り給与一無し蛋白！貰量の

之。％本ヨ当量ヒし、　FP給与晴の下司ネ→・窒1素一量1コL山

沿1しで、イベ言射エネレギー量はホ友澱粉で一定

・各成分量：も一定に1†ヒ。　ラット1匹当りの｝

蘇　　缶　　＼
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日の試験飼料給｝翫・ケ面白→1物とFP＆2∂

の訂ユ5薄／日と一依．．．一．．

　試験飼料φ紛．与彫玖は、前鼠取実験に導じ、

て丁一丁つ丁て。　一一．＿一

5

　　d／．　ラ則定ノ輿目　　　　　　　　　　　　　 ；

　搾雨量：三江日・）1床食：量・も，〉舅・』足1し、ラツ1一のi

　　　、　　　　　・　　　　　　　　　　　　　l
PハN濃度測定ごヒの採食率前壷歩1衣．　　　｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　体のイ種，肝臓，腎臓一一脾月蔽，月輸の鰻判

　この際遍帽につ・・マは種めて軽量・∫衣の｛
素量比も未のなヴっk。　　　　　　　｝

　血漿疹～，分二名r実，駅：直立弔ξ1を透iしじて5∈il　Fl罰（実こ

騎こ其月間　工　と　皿　高月。＞執刀回、なlo日F罰，　実：高高＃月日』罰：正　嘔

期のネ刀回1即日間）粘1響朝捧飾の血塑．
　じ0〈．0

　　　　　　　麻　　
1’

ﾐ　　大　　 学
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を左右頸静脈よリ交互に無麻酔頸静脈穿刺採
血法（第1章，　第2節）で約α7徹i採血し、　直．

ちに血漿も分舳た．PAN濃報遺定は、前面

の測郎去で行汀く．榊躯および試験丘の各

個体の血藁乞各実験期間ごヒに1昆念（o．国×

ワ匹×ぢ回二防舶Dレ、両区の各実験期間ご
とのPAAをアミノ出自壷色分ヰ←「言†（9本電i5・・JL（

三6AM型）1こよリ分祈1た。

0 3，タ結果および考察

A．凍結繊毛虫の給与がラントの株食率
　　；二つ　　よ　　　が’＝炉曽　　イラ‡…・一　量　　　、r＝　　与　　之　　　15　　　景1多　響

3　株食三盛1対馨区あよてバ言或爵寅匹の各個イ奉一およ

が全個体の各実験期（エ，互，獺月）二との

採．食1率は．表『3に示1セ、

　採食季の油壷差1さ、ケ押旦区のN・．1の盛期と

1皿期，N。．2の1期と二期，二期乞二期N。・4

1冗期糎期全個イ御醐と巫期・言蝉『．区
　　つ　　　　　　　1ボ1こ　　1㌦1　　、



　　　　　　　　　　　　　　　　　　謡．．1マ『

のNα4の■期と皿期IN。」4の工期ヒ皿期1て認．

めうれ衣．　両劃一の：採食率、て＿ニヒも1て皿：期の要覧

三孝が他よリー低ク’つ歌が、両区の採食刻なほ

ぼ1等1かっ丁ヒ．言式騎ミ喰回米斗を給与｛た言式、験区ユ

・期のキ米食．季（ζ『8．『　＝！：2．ワシニ）隠、前節の試験区

工三月の餌食率（『8．4tユ3ツし）とほ1ヨf’一多欠1τ｛。

　摂耳～ぐ飼料1・。∂当りの増体量二対熊区および

試験区の各実験期間（エ，皿，国玉）ごヒの

各個体およ・び●全イ固イ本の増イ奉量は表q3K示、在．

1・言式馬灸1区＝正期の丁曽イ本・量ヒエ．　工墾月，　尊母月の汽敢と

ほぼ一致／作．試験：区の全個体の丑期の噌佐・

量は、対照区の互期よりやや低がつたが1、　工‘

期，∬期、割竃ぼ等しカ・う一一た．

　FP給与Kよるラッー．トー一の増イ含量の麦畑1ま、特

　へ15K認、・めら爪なヵ・♪靴。

B．凍結繊毛虫の給与がラットの月御器重

　　量1く　与之　3　景多響

女丁軽区と言式、験区の主掌月蔵1器の体皇Kナ寸すろ
　　　ρ　　　　　　　　　　　　　　　！0　　　　　　　　　　　　　　∵、
ご。、含。

　　　　　　庶　　缶　大　学



　　　　　　　　　　　　　　　　　しズ　コヨリ

1彙量レじは、表．q4に示k衣一．

　腎臓脾臓膵臓の含量じしは、両巳でほほ

’致1衣が、肝臓の會量レUま、苅曝区よリ試
馬貧区．の方が4．牛％高》・し巳を；〒、1↑せ。　曳ゐ・し、　フ南

・意差喧認のられなカ・うた。

　繊紀虫の給与がラットの肝脇重量に与之ろ

影響ヒつ・・マ、今後検討すろ焚夢性が示唆之

八ろ．

⑪ ご．⊃敷吉繊毛弘の紛与がラットの血漿遊，

　　離了ミノ態窒系濃良および血漿尿系

　　態窒系ラ農度．に与える影響．

　交丁寧旦E‡ゴよてバ言ア＼験区1、　舜…1区のPAN♪農ノ隻とPりN

濃度は．表qら・q6に寂した。

　PANう農、度二対’照区の各・イ固体の各般、験；期間の

PA　N濃度は、7匹中3匹がほぼ等しい周面も

示1τくが、　7匹中4匹バエ期の濃展よ　リ】工期

ヵぐ Vゴ＼’ン・【、　卜＼lo．21＝7角高高（’Pく（λOl）ねマ言～竃・グ）

δ旅（測ち）．対照区の皿期≒皿其月のPAN
　　∀）
　　　　　　　　「販　　　～ヴ　　　、
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年度は、5匹魅匹（瑠油皿期のN。．1。とNα
・5のう・ソ．一ト、な、一当壷気ヒー肺蚤（、＜一よi）3勾うな）ザ1ま

ぼ箸レv9農ノ隻を一示．L↑ζ．　No．2の皿期のPANラ浪、

1及臓工期鎖漱よ・り低く、涌意差（P〈α。D

5が言忍のら八夜（表曾ら）．訂＼験区の各イ固イ牢の告

実験期間ごヒのPAg mラ浪農rま、ワ匹中6乙が1

期〉工期♪皿期の順で除々！て減少し、N訓の’

みが前節の結果と一う丈し1ヒ（：表q6）。対照区1

および・試駿区の全個体のPAN濃度は、丙区紀
・o雨期〉皿期ン皿其身の順1滅ラ欺対照区げ

が言忍のらオへ花ガ＼一一一内一足一亘一各一実＝馬身こ其月F昌のPAN濃1

．↓ンく上二り糸細事．よ・2、一一FP余合舞に．よろラット’の隣N

濃度の減少1蔵ρ．認のう八ず、齢うの糸課を再

確認「∫ろ二一と一言でミ＿なカ・ラk，．一一屯の薙果はヤ；

よびう　ソ　ト　のPANラ農農　を減少ゴせろ微能＿の再・1

現ノ性が低いことも示｛・†冨ラットの実、験で尾

静月底血漿に1てr明うかにPAN濃度9一；滅ケが’認の
　　　　5　　　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　　　i・
　・20．、」）・

　　　　　　　麻　　布　　大　　学
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られ7でのに文寸1　マ、　季輿青争月依血漿て“は坐臥められ

なかっ↑て点1憲理解1難v・穿実であろ．

　繊毛郵窄、物てヤキおよびラットのPA上農度

をう脚擁せろ機能ももつ物頭の蒋在を刃磯苓

・ろTヒの1て1な、　ラ・ソト・乞痔1いマ、　よりえ秀ii忌な条

件下（与齢，飼料・中蛋白簑含量など）で右式琢廷

もノ支、イ隻L一すろ　ことが1ジし夢であろ　と立面．うオへ＼ろ。

　PUN　う農度　：　玄凶悪貫‘区　の　，各イ固体の　1L　翼月の　PuN　こち農

蘭ま．工期のぞ臆、無い濃度の個体（N。3，
・0∠ト　，　　　　ら’　ノ　　　　6　　）　　　と’　イP昏v、　ラ農度　　ζク）　イ1董玉イオ…一　（　　No．　1　’　　　　2．　，

ワ　）　而ド　あ　リ、　　No．41こ7角意差．　（　P＜　σ05　つ　カド言堅

めう粛↑（．　皿貫月のPUNラ陶製1て、　工甘雨のぞ廠よ

リ　高》・ヲ農7隻のイ固イ本（　No．2　）　乞イ重いラ斜度のイ庫】体

ζN。．4，6，ワ）があ・ハN。．7の工期ヒ曹達

15にフ角小差（　Pく0．ol）カド言謹めうオへ、7そぐ衣臼5）．

へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

ア寸衷召、区の全イ固イヌトの正翼日のPAN》農ノ箋LI＝【、　工海月乞

■一月の￥れよワベ9《セ畜1》・ラ農ノ隻望事～1「ζが’、　補

意馬1謡忍のうれなわ・っ駕試験区の各イ酬本の

、IL：昌昌（7）PuNラン農ノ妻に【、　7匹中4・匹が覧工十月の｝千才又

h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唱1
一～＿＿＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－一一一』

「秣　　 rt∫　　ブて



o必　’83

のう八」くが、3匹はほぼ辛い・濃度を示三衣．1
皿奨月のPuNラ農ノ変1て【、一一＿ワ匹⊃ヤ．4一∫匹．が■．其月の　ぞ　オへ

よ，尺らに減呪玄蕊12め丁期と皿期廟竜．
差．（　P〈oρ！y　）一＿づぐ部さめら　八↑く、．　No．『　のみ「ま、

・前節の銘果とほぼ一致■↑く。試験区の全個体

の皿期と皿期のPuN濃度1紅期のそ八よ9低
　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・・ Z度を示し、ともk府即下（Pくασ1）が
ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

石製め　ら才㌧↑て。　ナ寸P旦区の‘π期と皿．期のP（ノN》農ノ粟、

は試験区の皿期乞皿期のぞ爪うよッ高v・濃度

1・を斤、し．乞もK唐平熱（Pく・．・1）が認め51

れでく1表臼5，　『6），　対口町彫．の全イ固イ窄のIL：其月のl

PuNう農度」す、試験区．め．そ．込零．．り畠く泊養差（1

，1

に’前唄やの季壱・果．と一」でlrボ．＝至気1一一・た，一11L藁月のPUNラ農．

・度は、すべマユ期6．そ幽よリ々寂イ些ラ1農農を示…

．レ、前飾砂瀦果と一二致レな幻｝つ毛・．　　　1

　以上の結果より、．繊髄虫■rよラットのPσN濃

度’を河～少才tろ機能毛脚丁ろことが再乃崔認く1

八てく。

　PUN／PANラ濃．ノ蔓レb：ラ寸貝員区　と言式蔦禽ミ区の　各で固仁卜

　　　　　．℃　　　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿．

　惚Oλ」0｝

　　　　　　　　麻　 布　大　 学



謡．18千

の各実験期間のPUN／PAN濃度比1憩意差ザ認
め　ら　井＼な　がつ　た．　両区の全イ固体の　工　嘆月のじヒ、窓、

ほぼ博い’つ衣が、工期と皿期は対照区の方

カベ高く、　擦鉦月kノ有1竜：差（P＜o．ol）が「ま忍のら

5れ↑く．　両区のじし1ぽ、　前面の斥吉果よリイ参いイじ勇向

が言忍ク）う才＼夜1表q5／qも）．

　PハNヲ農ノ蔓とPしノNl農及のま自関：言上丈比，　旧式験

区　の　各・個イ奉およ・び，全個イ本・のPA　Nう農．，度ヒPUNう農

へ

畏の和関の有意差は、対照区のN。．1の五期（

io　Pく。．05）　とNo．4のIL忌月（　P＜oo　5　）　にの∂→

言～ミも　の　 う　れτ之、　（灰9ら　％　　　　ノ）　。

　ラ　ッ　ト‘てFPを給与・｛　τく条吉i東、　FPを給与　1　τぐ

旧式潟黄互　莫月　のpuNL濃度1・ま．　回忌貝昌区ユL墾月　む　よ　’ひ・言べ

面戸1期の埼比うより有意K低・・濃度を示し、

15前節の実験、結i裂ヒほぼ一致一tザ、FP鈴与に

よるPハN濃度の減勿窒認のうれなみ・つた．

P．凍面嫌遮の給与力賜ットの血藁遊
　　二二アミ　ノ酸浪ノ隻に与・えろ景二二

’a

㌔『｛ Vτ
7探　　デ！∫　　’，茎こ



　　　　　　　　　　　　　　　　　謡
　　　　　　　　　一　　一　一　　　　　一　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『、

　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　ヌ寸1i職区およ4バ言式験Z三の全イ固イ〉←の工翼月と■期

1のPAA、ラ農ノi隻1丁、　：老ヒr凸8匹．示＿～一一＝f＜蔓■＿＿一＿　一＿一．　．　　　i

　両三の一正期の一PAA濃度は、異常1く低い値も

示｛転τ（め棄却一検定．により・除いた、　　　　　1

・PAA濃度＝丙客の工期と五期のPAA濃度は

ほぼ箸し一v濃度を示駄FP給与によろ影響1ぱi

認めう燃なわ・つ朱．ま焦個々のPAA濃度の・

相違鳳認めら八なわ・つた。両区の工期と∬期，

の面魂須PAA／総舶A濃度比云よぴ唱幽玄こ須隙

・0／総可着船A濃度たは、．ほぼ馨い・ししセ庁一

濃度のi薮少．は認あ：うr欺なが．つ一衣．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　一一　一＝一一一一一一一…一一一一一一一　一・　　　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　勅～毛弘・げぐラットのPAへ1，　PU　N，　PA　A濃ノ蔓K　l

与・えろ影響毛馬検討すろkの、給与象弛蛋白質

の2。γ」にネ自当すろ戸Pを給与倉二二＊弓にラ昆ぜ7給与・｝

1†（．対解区と試験集の採食率および増イ本量，

　120、20炉
　　　　　　　　麻　　布　　大　　学
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は1創ぎ一致し、叩給与1てよろ相．違、言誕あら爪

なカ’フ寸二．’

　実勾金ゑ冬5イ灸の両雄の各イ固イ本一の・主擢月鐵発鼠の体

皇に村す縫量比は．試験区の肝月蔵の重量比

・が対帳区のそれよりやや高・・比を示ヒkが、

他の臓器の皇継比はほぼ乏しわ・っ†く，

　FP象合与一1てようPA　N♪農ノ隻＝片よてバ’PAAラ農ノ夏のジ戎

少ヒま言‘忍のラ矛～ナよカ、フたヵ寒、　PUNラ農ノ隻に【FP給与一

にようマ減少し、前節の紹果ヒほぼ一望1†（．

1・FPの乗合与がラット。）puN／戸AN濃渡しし素よ｛バ●PハN

l農良ヒPレN濃度の相関に与之ろ影響鳳、特1て
　

1認めらズへな勺、っ’↑く，

　以しの再実験：の勅果は、繊恕虫がラットの

PuN濃度も減・因G点1てフ・・て1鱒1節の結
深を再確認で∀kカv、PANう摺L度を減少さ辻ろ

点Kついマは再磯認できながつ衣．

●

～π「汀
脈　　1’lf　・…こ



　　　　　　　　　　　　　　　　　G夷　｝8『

：第V章．総合考察．ちょび稔括”

一一第1節．総合一考察一

5

　奉・珊究は遍し毛虫体がヤギの名へN農度を減少：

玄馬る本国を曝するか杏力・き梅胴る目的で：

行なわ八た・既に・蟹玉三内に繊毛虫類の～豊）1

噸傭等ヒよつマ明ヅかにでれて・、う．　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　月へA　は乗且織中の遊離アミノ酸ヒ共にアミノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

性ジ年齢一…種類種々一9；ホ世気ン’築取栄養1

　　　　　，モネ」ヒギー二’一δ1ア3あン）などに1・素（蚤9一算

15よフマ変動終ること稼。う爪マ・・る．PAA浪：

酸自身のイペ、言射によろ収支の差を反日央1マいる｝

と考之うれること砺、動物嘱白質栄養の1

良翫判　ζ了る指標創マも用・、ゾ廠マヤ’ろ・
　’20，く’践）】

　　　　　　　　麻　　布　　大　　学
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　学胃豪物の踏A濃度は摂耳掻白熱二よリ直

接の影響を反映するたの．動物のアミノ酸秩
系合の弓犬倉息をレヒ，較白勺容易に失ロもこと冨できろ．

反心多力物1な羊周勧井勿と異なり、反寄島内蓋し生

物によソ飼料のアミノ酸ザ租〃換之う承ろセ
めPAA　I，農．度とキのパターンは、煙具、取・食司岸汁の景多

　　　　　　　　　　　　　く　ヨノムヨクゆうノロヨラ
響を受けにくいことが知う爪て．・る．反禺勧

物のホ腸へ移行1た子叛生物蛋白簑のアミノ酸
ノくタ　ーン1ま、　一舟更白餅1く・食司オ→・蛋ミ、≦∋r謡う1舜・としし転属勺

　　　　　りひの
・・ ｳ関イ系で　声　り、　　こ　のた　の反、瑠重カケ勿で’鳳上司増蛋

白質の穴部分が第凹胃へ素通りし・∫・・恨り，

PAAと喰司料蛋白噴との関係を気色定レ難一と考
　　　　　（9り）　　　　　　　　　　　　、
之5爪て・・ろ．反躬動物の船A濃度および船A
・パターンは。　良！ケ≡｝な蛋白乳頭・養状a隠のとミ・レヒ、

藪的一定で剤、とソわ柘1／浪度の減少、

側鎖アミノ酸誌面やPke濃度の噌ヵロ、二七頭

アミン”磐綴の増ヵ・を示すことカド‘る磐需1為

1八ていろ。こ湿て対1て、尿素を窒系源とす

一　‘｛レ’O
　　　　　　　　fk　　市　　た
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聡慧た犬豆ミ司レを給馴段きの血漿6㌧／

コ

●；系図与のと芝のぞ爪よリイ塾くな）†＝こと’よリ、
　

濃厚ε減少鴛ろ肋と考之ラ爪、このため・

i晦義諦・のヒ孫アミノ一気混舗と諦・，

iのと胸v混合物をイ駆）羊⑦第、明に注ぺ

iミ酸が暫）すうことを報告｛・てv’ろ・き

べ1励カゼインを投与し、血劇中のd／／嘱i

宙よび側鎖アミノ酸濃渡比が食司料蛋醐の宋…

海松判定の指標となり得う二と辞艮制τ
．・ろ．こ細’ ﾌ孝能力係すように反影三物の

踏A濃度ヒそのパフーンの麺輝・特別の飼

料給与と給デ去によっマ認めらて・’うに了ぞ

1な・・状態てあろ’。　、、，　　　．一　　．．、
～

の

．
、

プ■
臥
・



　　　　　　　　　　　　　　　　謡．　’？0

　他方、反応力物の釆養生埋におけう繊毛虫

の生息の意搬解6肘るための一手殺と1マ、
F　「多力藁座　と　PF重カケ勿を　じ巳較～険：討　「チ　ろ　こ　と　1＝　よ　り　、

その豪ヵ物ア嶺の斥重々のオ目逸点、が咲σうズ＼マいろ。

蒲倉はF動・物とPF動物の種々⑦相違点の中て曾、’

P瞳力物の舩A濃度がF心血のぞ爪よ1）高い値

き示1て・、るΣとに着自．1セ。｛らに、その

相違の孕因が：繊毛虫の体成伽二審たすう何讐

かの物蜘てよう6のと椎寒崩驚衣の一繊毛
∫伽＼ヤギの踏A浪度を；詠懐起ろ磯能も綱
る　カ・毛　わ’　を検・き寸（　寸ヒ。

　PA　Aラ農度1て．…現在、アミノ酸分’布∠「回す’によっ

て表のう嵐ていろ瑳一㍗一字の測定を行うに憾，

器具，お…量等1て匠］難わてあうたの崩A濃ノ隻のイ→く

・？にPハN三農ノ度のゴ旦」，定イ直を用いろ　こ　とカvで量　る

ヵ・富力・ξ最初‘で検討1● ｽ．

　わ去に、τアミノ酸の定量！＝最もあく｝和、う

れて・、ろニンヒい1ン！てよろじヒご五を用い・

　　　その他のアミ／化合物κよる発色を考

　ごり、．，v

　　　　　　　麻　　在∫　大



　　　　　　　　　　　　　　　　　平

出度鳥足法Uて亡命便用でミる二一とも確認
！↑う●　一）欠，に：本ノE〒甥尾，の　1ヨ白勺一1；PAA．ジ良．凄一一のイペこり　と　：

（てEAN♪農渡．を一宿ピ．ら才＼ろカ＼む・ウ・を検三寸曳　た．：

　第丑章，第L．2飾の実験よリ、ヤギの胤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1濃度1慰し較的一定のイ齪示レて、及翁動物の

特徴が認のら糠．蘇．PFヤギの隣N三度，
師ヤギのそ撫朔うカ・に高．・慨示）、i

戻モーに報一告さ一皓

濃度の相違と一致1た．P硬ギの剛濃度なi

。》2ANら農一度と．シ心慮之辻，ろ磯能があろが舌力’をi

整うカ・に穿るなめに、屠殺牛より調製【た反i

躬周内繊毛三三乾燥）を直掃PFヤギ1τ給与1

　’20．く20）

　　　　　　　　麻　　布　　大　　学
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「をオ金：言＝Tl　た。　　こ・・の場合1く　璽まイ羊F　せ　てPンへA　濃ノi妻　の

渥ll定　己や〒　つ　「』。　そ．の系吉果、　1）Fヤ』ぐ⑦P、AN　濃度

層（第1節）博、　4頭中2．頭が」）シζPP給与｝≠5の

ぞ・れよ9．シ銭・♪す’るイ頃向が・言忍、めらハナニ。　》％PP

前・締よ1）（明37）5カ’に癩；｛た・

濃度増ヵ町紡ヵ輪1版アミノ酸であっマ繊毛

虫、てよリ秩給之加・・πあのム／5不足によろ

1・占のと考察1て・、ろので、この点芝確めうた

の、栄養上完全に」迩いど・認めう、れτいるWEを

給与す3実験も行）「た秀壱．果、　E4N濃度の減ケ

’納言忍のうれながっ’た．　PF動物。）舶ハ濃渡のナ曽
　　　　　　　　　　　けりりらる　
立話躰の不足によっ7論じ’畑のであ承ば
・Lγβ含量のういPP給与にょっ7血藁L／5濃度

「コイセ，の遊離アミノ画斐よ1／li看しくア曽ヵロうろもの

とプ哲之うノれろづぐ、　・そのようナ∫4吉果に【認67）うオ＼

なわ・）衣．宕π．再実験（第2節♪の結果よ
，1?oFヤギの血漿L／5濃度‘評ヤギのぞ八と

；探　　 布　　大　　 ’
≠



o£．1『3

　以上g舌早、繊毛曳の右無、によろ踏Ni浪、度

考之与れろ，

　有も述｛た第1後多の実験て・1ぱ、　PFヤギ4豆勇中

・2頭K覧コ：PP給与・1＝ようPAN濃度の減少が言忍の

う転たが、他のz卿て、はPP給与によう舩N濃
ノ受．　の　　変　車掌　かぐ『言忍　タ）　＄　　ノ汽ナコ7　う、　っ　　た，

　従　　フ　　マ、　　　ミ　の　現　象　乏　再右窪：言～匙冒す　ろ　7㍗　〃）、　　繊全］

虫体の給与黙拝乏再度重焼π（第2節）。冷

11回1焦繊毛劇懸盤をでミき伸す変化ゴせず
に公式験すう丁二め凍ジ結繊毛虫体（’FP）を用いた．

　その孝吉果、　FP給与によろヤギのPへN濃ノ隻＝F）・

よびPハA．濃度の減・ハ御忍めう敢ず、．先の定験

結・果と一元丈（ぼう・うたヵて、‘FP給与後、のR4　Nう農

1渡鳳戸P給与時のそれよソ高いイ宜祈・レ、先の

実験結果と一致しt．np給与時のヤギのmN
濃度が減少L勧・つた点1ついては、理解し
難：・、穿実！であろ三　しカ・レ、　WE一頃・与や倉司料試合与一

量をゆ〆噌加1てもDFヤギの船N濃、度はlr釧ぎ

　ll　　l
　　　　　　　　∵＜　　　痘　　　弓＝
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PA　N濃ノ蔓のネ日違1ぱ、アミノ酸やエネ1）ギ＿の

イ共給等1てよ一ろ栄養の〔男題と直魯’無P魁イ系で・あろ

と臨急う爪ろ．

5　この点についてrユ、　こ3聚合与一の湯’合・「およ’び・ラ

ツ　1一　にFPを給与1τ：ナ虫合ヒ，を合辻，て〒女．で更に

込べろ

　ま聡、再実験で、PFヤギの血温Gt濃度ザ

F々ギのぞ欺よリ益し〈（約ぢ～12倍）増加
・・1た專実：、ぱ、　繊毛．，虫イ季のイ可等力・の身二心の景多響

を表わ1マいろ『1能性があり、興味深い二と

であろと1考之う八ろ．

　繊紀虫の存在ヵ取留胃内＞FA、特にらの
濃度を高のると報験八ていう点よソ繊尾虫

吻当無にようP船の相違が反第周内＞FA，

特に（』七尾の斐動による影響によろものとす．

う報告5却ので、ご．の点を倹討了ろたの、
PFヤギ1て（二5を糸合・・与｛　てPハ八1》農ノ豊を羊・」ノ定～1 た（

第巫章♪。その結呆、師ヤギに乙3を給与1て
も9《Nラ農農鳳謁～少【ナ魂力’つ’た．PFヤギに繊毛

　｝　」）
　　　　　　　癒三　　布　　　た



　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　ニ　ノなヨ

q濃度1コPRヤギのそれうより高・・値を示レ、1

二、れ＝までの字艮告と一致1ずヒ．　Fヤ・ギの反場潟5

内も濃度はρ三富のぞ敏と二七い・二二起

たと一すろ孝｝受告ヒー二女．1ぞ∫わ・つ毛＝．．　Fヤギの反

箒周内＞FA濃度は、6給与時のぞ爪と1言ぼ一

等レ・・濃度て三つね二い・かわうず、Fヤギ
のBA　N三二邑コ：PFヤギのぞ’れよリ減少1：た。　　；

＼二の結果より・繊毛虫り肩無による船N濃i

下エネ1レキー源の差異に基ブぐ影メ響で、ズ駅

15が節ヤギの階N♪農度を減少ξ℃る尋実も確定一i

アろ↓しぶできな々・フたのて、イ共言式重力三二をヤ

ギリ’うつソトに御マ実験を行）た．その理

工て、繊毛虫＼が御マいろと考之うれろ船N：
濃度も減少セせ二ろ機態が反訴二身勿のガ写うず・

　＝‘L～一ゆ
　　　　　　　’ヂド　　　　市　　　　プく　　　　’∫：



　　　　　　　　　　　　　　　　　　」・n6

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
’｝でミるヒ酔、ラッFにF匹給与（マ触N濃渡

実験：で鳳、FP給チによフマラット9尼静豚．の

船N濃彦σ帥給与前後のぞポよワ日月ら捌⇔最

少1た。

　　二白石出島繊毛曳体囲r等ウ・の・ケ勿筍がラ

　ットの房《Nラ農度を3A少・：芝辻たことによろもの

・・と考之ら才＼、　二の〆≒，1て閲1　て、　繊美し弘イ2卜・が’♪マ

弍のPA　N濃ノ蔓をi減少溢せう磯能ロラットにも

向篠に作印すうものと種足指爪ろ．

　踏A濃農ラ則定の採加部位1つ、　一珀灸1て季夢静脈；

であり、ラットで1臨くの測足値ヵ師表ゴれ
・・て　い　ろ・　こ　と　よ　・ノ．　画実1験で’鳳FP給与に　よ　ろ血

腫脈のPAN濃及．舶Aヲ滋の広宣を検三斜た．
　　その柔吉果、　FP孝合・与によう．上毒乙の減少1コ言軽め

　　　　　　　　　　へ　らオ’＼ぼゲ）ずヒ。一ヲ’ぼズ）う、FiP給与1てようラッ

　トの船N濃，度の減少鳳、採塑部位によソ婁な

3結果が得回れ存・÷の高高につ・・7二二解
　・2璽）・、ζo・

　　　　　　　　　　布　　大
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　　ミな）・．ラットあ食働瞬闇の舩A濃ノ隻1な．’
　　　　　　　　　ぐダユラ
給与一畳でヨ笛の笥1て闇イ系ア∫いと：芝ズへ7・1ろ点ヵ・・

うみ7も、万P給与にようラッFの恋心濃のl
l域少の表わ八方が、頸部と尾著Pの両静脈間マ’一
・・異ナτろと、一コ；を1」≧＿甦v・。

　ケ後、更に実鹸：を崖南ろΣと力峡学である．1

1アミノ酸の三蒲扇ヵ解衡　く鰍あ怯各組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1条載のア　ミノ酸イベ言射iて、は午奇異’卜生が言忍められ、　種

セ　　の　　’㊧彦　集　　と　オ、　覧レ　＝モレ　ン　上客＝　邑（　　よ　　つ　　　マ　イ♪く心身て丁言周宅璃う　ユ　　脅ノ＼　　i

　ぐ　しぼリク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

にようヤギ激ラットのPA　N濃農の減・グq，エi

；ζ1レギーやアミノ画斐のイ共系合・1（よう直拷曽’7’ぼ毛　1

ので1な’♂＜定しう不’）モンウ＼丑た隠木、v，
・・モンを介｛て影響を李之う’へ・i謝調乍予的な．もの；

1’こようとrF≦圭：定；こ八う●　　　　　　　　　　　　ゼ

　本研究の弟壱采ザう1ぱ、繊キ］玄伽て面懸うろ
　　　　　　　　　へ午勿管がぐこズへうの重力午勿の蚤白管（アミノ酸）バベ

言穿寸　を　直才六．白勺弓　た　、r【戸ξ｝干与白「7　1く二変　昏力　＝！　七L、　　そ　の　秀吉　　：

．‘

ｭ　字
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らオ又うが．、凶イ定、すろヨでにヒ5至ら砿力・うた．

　ナ∫丁・・追ヵロ白勺アよものと1　て考察．’す爪ドま馬、　’第ユ：L

合の踏N濃度素・よ継悌A濃劇コ減・レすろ二違

棚認めら転たが、第2節の両実験か℃認のう1

オ＼ながうた。二の理由1コ瑠解し難・藩であろ、

が、　エえ1レギー、特にレ・F／へ、　（らク給与に基

ずくも。＞．　「またWEの給与実：、験よリア・ミノ⑰斐の

供給に基プくもので1τアい・創7匿うカ・て9あう．
・・ ｫ，2節の・実験1笥一て、P隔た1コFP給：
　　　　　　　　　　　　　　与7麦（・無給与奨月）　のPAN濃ノ受‘づ出合与心月よ　ソ、　：

い　一ず八もッ曽ヵ口　iマ　おり、　↓　o）点で’ヒ；’一多久｛た，

結果が患うれマいる，二の理由‘二、τ動物側副
条ブサ羽隠皇々孝之うれ’ろけズへ、ども、翁哉4し卑イ本のi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・肩越物智「が給51期に．一rl作用1マ・・たカ＼給与｝

を々δ（爪にゴィ仁用1†∫＜なつ・て、　PAN濃ノ隻・が●ブ書：

加1たものと考之5爪ろ．悌2節の再実・験の

ナ・分・だ）ち「にめK、　その作皮め影響1’コPAN呼

気に飯あ爪なん・フた．ウ＼　その後の四二給与期に
　一・、嘱．しり

　　　　　　　三探　　！窪∫　　大　　・r



　　　　　　　　　　　　　　　　　　．べ　1『『
「一一＝一＝一一一一一一一一一一一一一＝一一一一一一　…
デ∫ってノ有．女ヵ一午勿笥r『の丁田多響ヴ『表．わ＿オNマ｛｝＿た．ものと

考　之八ヒゴ矛色　な　く言兇1ヨ月でき一ろ　．．．　一

，＿実：験：ぶ一長田RK．殉．丁二り．一五一．た防同！．イ固’体でも飼

．：後⑳，歯∵期jr；．よ一一9．PF．十一の一回Nラ農農！で．。十三ヵレ．脊

監些一つ．一夏＿ヒ；しカΣiす二て一芝十二：カ⊆～ごす＿杢．イ極重で句一一ヒ〈一あ．∠ろ　＿⊇．．一と　εノ覆

！7ノ摩、；騎ミ．」ゴヒーの＝て∵一．一孝紅毛些寧一季史部：＿与一期の一2A－Nミ潔、ノ麦，

．を系含与・置字イ麦　の　一士㌦給一与‘白月．と　レし．i較．＝す．ろ　　こ　と　1づ冬…．憲

擁ゼー1鰹一いヒ老之られ3＿，一＿一一一

　今後の．研究課頚凱曳ずラーこと．雨戸繊毛蝿

1給チ．⊥て歪面テ匙と頻静月鯉（吐一濃一動笠昂彩

響恵雨検量心す一う…主一とで二茅Lう＿う』＿下上＿．～9…ギを1

用．い．ろ．実一、験｛ニーと1ζ＿一一一繊毛．虫∠1回目L出合与＿量。一一一有歯箋，コ

，品ユ塗皇一斗＿⊥二つ△・マの2壷灸＝晶々埜要＿エニヒ五一jiL一＿う＿．＿＿窪一ま〉一

二K＿繊亀曳至』AN墨及⊥極乏〕d細心ゴー3物簑．i

郵信豊二途遡エ⊥二う遍i壁を雌煮ヱう．■

．と．面魂一夢，で蚤」＿う＿＿＿＿一一．＿一一＿＿＿．＿＿＿；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一i
　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　i
一．．＿．．．一＿＿…一一…・一一一一…一一・一一

@一一一一一一一一　　　　　i

　2u・2u 麻　　布　　人：　　学
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第2節．総括

　本・研究の実施に夷孕と考えうれろ2へNの定

・量法、　ラットの無麻酔採血法、底心の繊毛虫

採集窯ついて検討1た箱果についマ逮べた．

　第1章1第1節で1蔵、アミノ画隻自室ヵ・分不～直す
『を　　1『　、’　勺〔　し・　マ覧’PAA　糸でミ量　を　PA　N　総・量　と　　1　7　　定一量

可ろ方〉去にっ・・て．述べπ。すなわう＿ニンし

確りのムを《，・用すろ船Nの’定量に鳳，見ず血

漿中に心在するアミノ酸以秀のニン・ヒトソン

発色物噴の景多響を除却ろお去にフ・・マ検討

し、血漿の吸光渡ヵ・5PUNによう吸光度を差
し引　くこ　と1＝よワ2へNが定、量でミろオ法（原

・法）を盆山定｛ずヒ。女主に手∫覧すろ血漿の寸余蛋白

操作ロやや繁雑：であったたの、血凝の隙蛋白

法の改艮を検討し、劇去によろ船N濃度測足

の逐違化．簡易化を試み仁結果．原法に比べ
1て定量精度ほ同イ柔に高く．定量操作鳳容易で、

！所掌崎間麻90命矩縮マう二とができた（改球
　鳳｝．　o
　　　　　　　　；探　　　伍　　　六



　　　　　　　　　　　　　　　　　み　　　ヨ

1法）。

　至てて。改艮う去ロラットなε・の・卜；ヒ験動物の

舩N’濃凄置足に便用できろように微量化を試

み暇．　苔の舞果，改良三ムの足量精度．足量操

・作．　戸ケ学崎・ア・罰に匹商丈可ろニンヒトご9ン三i改ヒ：一よ

う了完久一早足量3去毛．万物．ヌ（1たθ　ニンヒ，ドリンう乞＼、て

よる改良法あ・よびテ紋量定量法ヒま、ρANI農度測

定：の簡イ更しう去と｛て寸・・分・手弓用て．ミろ方・ラi義・であろ

と考之う爪る，

・本研究で1て、これうの定量；去を用・・て踏N

濃度の測定を行った．

　算2節で町鳶研究の避程でラ・ノトに繊毛

、鍵給与1たと⑩踏N濃度に与之ろ影響を
検忌寸’するメこ孕’卜生が考之うタK夜ので、　同一のラ　’

・ットヵ・う系呈．日『白勺に簿、ノ訴画午で採血＝しで・きろオ1云を←

検討1た，ぞの結果、’自作の書足器を用口て．

ラットの無麻1！砕尾一節脈および1頸’静脈穿刺＝採血

法を万卜定．1衣。無麻酔頚静脈穿刺採血法は注

運針を穿刺ヲう位置と．角度’を習熟ヲうと切ノ気
一す　う　　こ　と　な　く容・易‘く、　　1　ヵ、　も　連L速レ1ニ　一　定：量「と　　’

　し」9邑、．」

　　　　　　　∵牙1　　デ；∫　　た
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採血で乏ろことよリ、RAN濃度測定の、泊め

ブイ也の・研究へ利用’ビ芝うと考之5れろ．

少させろ機能餉すろヵ嘱力尼検訂亨る実駅
・に又要な大量の繊毛虫を、屠殺ウシの1支批点

内容物力・ら・分離採集、f堺壱果1てフ・・7逃ぺ宿．

採象法雨で鳳、U4頭のウシの反鵠周内容液

之61・内力’ら36・7k3の繊毛虫を採集レθ4kザ

［）Pを得た．採集法ユで1な、42頭のウシの反寓

眉内容液蛎疑朽13」場の繊毛虫を裸集レ、
》東糸畜イ呆存1てFPをf号た．

　分離・採集1夜繊毛虫の粗蚤白質、耗蛋白筑’

ア　ミ　ノ画隻系且威、　茸吐逆莞隻13．　1彩し亨侵、σ）繊毛虫　の七

分含量とほぼ一致ヒ繊毛弘の耗展玩踵交的

　あ・に尚力’っ衣。

　第豆章qヤギに屠殺ウシよソ分離rk及矯
胃内簡裁毛虫体を給←（た実矯食結果であろ．

　t第1節で1・コ、　4・頭のヤギを用い7、繊毛，虫

の有無ちよ「び繊覧七望、の4合与がヤギの船N濃度

　　　　　　　　　　1｝　　．．0
　　　　　　　噴三　　市　　　大
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の舩N濃度はFヤギのぞ爪よ・／・2・一27％雪加

レ、既報の繊毛虫の肩無によう踏Al農渡の相
ヘゴ　

座しと一…改1寸ヒ．

　WE給与によるPFヤギのEA　Nラ農ノ麦の変動は殆

　へ5ど「重字・め　Lラ　、才＼な　り、　）　たわド、　PPを給与一　1　た　PFヤ　キ

の踏N濃度鳳、給与窒i豪量曾％，　に％’相当量

のPP給与崎に4一頭、キ2頭がPP給与）前よリ　6～

8メ減少したが、他の2頭の変動は誌めう八
なカ・フた。界PP給与時の踏ハ濃度1蟹，全面

・。体心も8％PP給与前のそ欺よソlo～20／にi減

少した．．

　こ　の4古果よソ繊キ］虫の右・無にようPANi狼二

面よ’びFAA濃、度のオ郵書、な．繊・毛虫のノ体ノ成イ分に

イ手差L・すろイ可箸が4）物噴が：RへNラ1農ノ隻を減・ン・ご・tむ

15て・、ろことが示唆之素面。　》メ，に7ζPP給与

イ麦PP給与を止；のたウ易合の2ANラ農．度1ま、全イ固体

話し、PP給与の影響が給与後に6認のう爪イく．

　P石ヤギの偽N濃度鳳繊毛虫除去三二勺1二

月の闘Fヤギのぞ継り高・・イ邸維特、た．
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一　一

r探　　 侮　　大　　 ・ヂ：



　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゑ　204－
1一

：その後，PFヤギに繊も虫施殖寸ろと船N濃
渡、翻Fヤギのそれより2－Bメう成・レ｛セ。

1，こ麻平射よリ、PFヤキの舩N濃環鳳．　Fヤ

ギのぞ抵より常に高・・↓とが師窪認こオ依．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ：・　Fヤ・ギのPUN濃ノ蔓・およて・ぺPuN／払Ni浪ノ箋、じし1な、』

Ip戸ヤギのそれよリ・やや高・・ことが誕められた．，

　＝の耗果1↑繊毛虫の肩下によう反鵠費1勾ア

ンモニア濃農の差に起因すうものと・％之ら早
う．　「i才三、　PPあ・よノぴW・E糸貸与B吾のPuN濃ノ隻ヒま．［）P，1

・WI…給与前およが斥台与．そ麦のラ浪．度よリ増ヵロし、　PP，：

旺給与によう反笏周壁アンモニア濃度の漕カロi

よリ、記しうラ肖化吸収之干ろ区外の栄養イ面：

改善によう影響と考妨糠．各個体の全実；
二等期間を通1マ船Nl農ノ蔓とpeN濃ノ支〃）ネ目聞の：
ごフ有　r意　差　亀＝［、　　多台　　とr・言1忍　‘ダ）　う　オ＼㌔C　り、　っ　た．　　　　　　　　　　　　　　i

　第2知匁、4頭のヤギ鯛・・て第櫛の耗：
果の再検討を試みた結果であろ。

　そ娚課，PFヤギの麟N濃度1コFヤギの特
オ＼よつ4－7／；少曽カロヒ、　二心へまでの秀壱果ヒほ

ぼ一多如たわ＼隣N濃度の増加量1翻節の舵
＿II、ごり

’　　　　1・
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果よリケなり・フ↑二．偽A濃．、度量、R々べまり

PFヤギの方がr～24／高い値を示）、既報の

結果と一致1セ。戸ヤギウ・らPFヤギへの山行
にイ半う値～受。）アミノ酸三；農凄〃）変重ヵrコ～合｛u，A伝，

・ハr冒がそ爪ぞタK：減少1たのに対、てC民，〉氏、，

工12，併爪が漕臥し†ヒ。　この中でも（≒1）う農事

は約乃に減少レ、G十濃度、愈約ち～12倍にウ曽

認り繊毛虫の銭無によろ変動が箔助・〉た。

　二ま↑＝、ノマ＝ギZ疲勇’ブフを≧グ1レープに・ケけマ

唖P給与ぐ給与窒素量の3／相当量）によう反
転試験層を・試みた箱果、船N濃度あ・よ｛バPAヘラ農

漫．の藏レンは認のう漱ず、前節の舵果は再確1・認

∴できな　ヵ・つた。　FP給．与・f麦のPANジ惹Lノ妻1’＝rFP給与一i

時のぞれよリ噌輸し、この点、てっい71コ前節

1・の柔吉：果ピー多女1†ヒ。

　つミドにP戸ヤギに．繊4二虫、を．移オ直すうと、RAN

濃度嚇勺8－17メ減少ヒ再び繊毛虫を除去

すうと船N濃度瞬勺6～B％増力・1た。最後
k飼料の給与量を1・％ナ曽力・tたヵマ、三品ギの

頃4N）農ノ曳1で変像力1揺・材フた．　　．．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　：’0㌧0

　　　　　　　味　　 信　　
．異て
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　》・人しの桑壱果よう繊毛弘の項無■’こkろヤギの

鵬Nラ農度の相違鳳ヤギの実験条件の範囲肉の

栄蓑水準と直拷・無関係であろ二とを示しマい

ろ。

・　PU　N、濃ノ妾．才；・よ’び・PしN／袴A　N濃ノi隻、レしヒま、　PFiヤ・ギ

に比べてFヤギ，FP・W礁給与期に比べマ、
FP・WE給与期の方がや〉ぐ高いイ喧向1を示レ、前

節9耗果とほ1能孜1た．この結果、ヤギの

PuN濃度は｛摂取蚤白簑の良簸てよって変動
1・‘戟A　Pu卜℃／PハN濃ノ良しし1ま．　PU　N濃ノ隻〃）変會力1て女r「

爪｝’1τ遠写力’すろ二とが矛・芝ズ失「』＿．

　PAN　ラ農度とプPuN　馬瀬〃）相蘭、で【、　　富江」之　オ＼た

よりも但yく、　各イ司イ牢の全実、験；三月F罰をム亜＿1て’右

駕差が言脅のらオ～ろイ列、な稀であ）た、

・第皿章は、もの給与わ欝ヤギの踏N浪度に与

　る景1乏響を検言寸1でて段碁果であろ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第陥伽、こ3の給与がヤギの船N濃渡に与
之う影響さ検討づる夜のの予備実験について

用いた個イ妊使用レ㌦飼栄丹摂剰二よう及麟
　1幽∩く。

　　　　　　　’探　　 森三　　ンk　　　『；・二
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内VFA獄’ぴ各酸う微の変化をザλク・マ
トブラフ内着準法で測足｛セ．

　その季課、反面胃内ら，ご3，ら，＞FA濃
渡鳳、飼ギサ摂耳又後上時間より漕力・1た，飼料

・摂取後配時間の反当月内ら濃度よリ全反璃周

内ら量を推定．し、捲爪ぞ爪ぢ，　｛。、15、≧・，

25／相当量のこ∋を給与1た銘果、幽玄後2時

間の乙3モ1レ／，で、らを給与｛な・・ヒきのそれ

よリ、いず爪．も4勺1。／璃加1た．

・・第2節は．上記の紹果を参考に実験を試み
7＜斥吉　果で「あ　ろ．

　ご3の給与量ほ．既享皮1く示之出た繊毛虫の右

心に・おけろ反寄三内らモ」レメの差を参ジ考に、

推定ご3供給国ネ1レ感冒量朔・％噌力・に相当3

5ろ　ご3　をDFヤギ　に給与　｛　†こ．　　ご3を　給与二　〔　た　ヤギ

の複図面了麦、2崎闇の当振周内乙3濃ノ蔓頃、　系合「白し

ないヒきのぞ祇より。㌦M／。伽け曽加し、同時

に反場冑内V戸A濃度もσ4～1、0酬M・。扁瘤加
1た．　ご3給与．によろβ4N濃ノ妻、　P（ノN濃ノ蔓、PuN

／伽N濃凄レζ1ぱ、　いずイ！己変勤｛ちドかうた。　二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　」‘，　＿o

　　　　　　　　　汽∫　大
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の結鼠繊毛虫の消無にようヤギの踏Nう農度・
の木1ヨ：逢L喧、　，反一周内　）F　A‡ギよ娯ぐ3と　リイ高給

之オへろエネ隔1レ・ギーシ豪・の差1て；基プ〈差で、コな・・

こと】々v；テL之八プ三♂

5と3給与後のヤギヒ繊毛虫を毎植レ1ヒ結果、

孝多イ：直iたヤ・ギ（Fヤムミ）の反論周rれVFAi痕’

度はら給与時のそ爪と1引艦い・値であフ表
が、反窮胃内こ3濃渡は、α7訓／oo湯翻少一お。

　Fヤギの舩N濃度はら給与時よソ約3～B

　この縮黒かうも繊毛虫の両腋にようヤギの
隣Nラ急度のネ自違1ぱ．繊毛虫の酒無による反寄‘

周忌＞FA濃渡．特に反場胃内己3濃度と直面

無ご関イ禾であろことが示之熱仁。

・算可章で賎イ芙試重ヵ物毛ヤギカ’うラットK

牙ろ）、　繊・毛」曳の給与ザぐラットのFンqN濃ノ隻をン哉

少さ辻ろカ・舌ヵ・につ・・て検討1起稲果を述べ

た。

　算1節1な．体斬り4・D8一ヨ蝋勺1㌻・臼，εP矛・

広住ラット（女寸照区「7匹ノ　言式、験区7匹）　を痔1い、
一　　　　　　　 ・　　　　　　　　　　　　　　’6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．＿＿一
　．、‘、㌦トつ，

　　　　　　　：探　　　ノ1∫　　一蓋』
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FPの条合与・ボラットの闘魂争，画くBへN∫転回に．与之ろ

1影響を検討1聯壱果で勿ろ。．’　一一一一

　FPを給与1一玉試験区■期の隣N濃度鳳即

を奪合与・（ないノ司区のエ・エ［期需よび対照区皿

囎のそ熟らよリ含～nメ減少レ、繊覧毛1玄がラ

ッ　トの2AN　iジ良馬・を減少・せ　tしろ平角㌧とを・右づろ　こ

』　カ＼●書く｝　あ　　ら　オ＼た．

　言式、験区1［期のpuNジ良，度．1なFPを袷与しな》・同1

区のエ・皿期需よび対瞭区ユ期のそれらよヅ
・1・一士／減ケレ、FP給与によう彩響力搾め引

のレしょ　りメ約や／イ込．い．イ直も示㍉一一やし．　こ爪鳳’ヤギ　i

・にレしべてラッ　トのPuN　i浪江が着レくイ垂いこ．とl

l＝よらもの一と寄与ら・れ乍。　　　　　　1

ネ自：違，、な、　牛奇に三州のらズへな・がフた一力冥、　ヤ・ギのネ自’

関よリラットのネ1ヨ関の方ヵばや・や高いイ六十・乞示・

1ち．
　　　　　5　　　　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　　　　　1～

　20・．」0

　　　　　　　麻　　布　　大　　学



　　　　　　　　　　　　　　　　　ロノもロ　　ユリ　ロロ

　第2飾隠、そ第1節の紬果の副将言寸ε盛宴一紀

結果であう．

　再実・験で鳳、体重豹36D～38D8，　1ヨ齢約7。、ヨ∴

・用い、FPの給与匂顎静肱船N濃農を減少ごぜ
iろ　が舌　力・に　つ　い　て検令寸　1　虐・　再　実験で・rコFPゑ合　；

与による2《Nう農度の減少1匁’認めらフKす、諭節

の結果を再確認りろことがマ冷・∫う’つず二．FP・

給与｛てよう船A心逸の減少も乱妨爪アよヵ・）i

…た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

・た＝。　FPの給与カドP｛ノNゑハN濃ノ曳しし需よ’ぴRAN濃1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くノ度ヒP（ノN濃、度の凋蘭k5」虚ろ影」響ヒェ、鱗に認■

あう八！∫り・つた．．　　　　　・　　　　　　　　　i

　瀦論、》1人L芝要約すみと．　　・　　　　　レ

L．繊毛虫の肩無にようヤギのPAN歯応煽止i
　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　ら　　　　　ロ　と

　　5ゲに’Fヤ『キよソP戸ヤキの万’が商・・．
　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　＝〔1　　　　　　　　　　　　　　’ス

　〔20・ω¶

　　　　　　　．揮　　 市　　大　　 学
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2

3

4

管の字因に、・・7検言才

　　　　し吻．　2目

た耗果．

PFヤギにおけう隣N濃度の雪加電．実験
の範回内ではヤギに供給ご漱ろ蛋白鴇や

エネ》ギーの量的質的変化と直勧’欄係：
1コ戸よ’い

反酔罵内繊毛虫体の給をにようてヤギの

晒N濃墨泌A濃度需よぴラットの屍静’

脈の偽N濃度ロ滅少する↓と琳示さ嵐た
が、　堅実．験の舵果．は、　この享実を確言もて

る　ことが’できデより・つた。

繊毛虫の肩無によろヤギの踏N濃渡の相，
：違1づ、緻毛虫の・体1戎分中に肩社可ろイ可等，

ヵ’の物質の作用によろという推定が本剤：

究の煙弾によフマ司成り確実となったと・

考之う八ろ，

　・今空灸の石丑究，言呆是東ヒコ繊毛，虫、の給与実験ヒニーおヴ

3　戸E｝現ノ’性の検言寸、　僑にラ　ッ　トに舌1プろ　再現ノト生

のイ；灸二言寸で∵あ3う．

L＿＿＿．
’ゴ1∫　　’ノく
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　本研究は、前麻布獣厘耳穴学教授神立さ成博

士婿卸指導により行われ穴もので覧、研究なわ・

5ばに（マ退職さ熱†く復も終イeヵ・わうのf歪ア指導

乞与一之マ丁卜いたことに言董んで鳳半巻の意一を表【

1＝ます。

　繊毛虫の真空凍結乾燥なうびにアミノ酸乳

穐て年譜の御協力を賜った株武会社ヤク1レト
・・ ?ｳ研究戸ケ右ラ片目明Alて三子意を表’するととも1て、

アミノ酸・分布〒に乃大の惟P協力・を賜）’た玉手大、

掌農掌部農芸化掌科助教授面沢直行博士に謝

意を表ほす，また、繊も虫の採集に㍗六の

御配慮を賜フ夜愚将久＃食肉センターの職員
一名rイ：立．｛ニ　ノ畝言身丁・、　た　　｛　iま　「ザ●

　本研究，を・まヒめうにあたり、御幕・導、デ卸助

・言を賜フ寸気麻布フに学教才受古泉巖↑専士1（厚く庶
　

1言身寸いf（｛管す。　ヨ、t．　実馬灸：遂行にあたり稚i刀協

1台下才い憎した、麻布人光栄：食宇研究室の皆沸兼

｝に舐諺丁いπ｛言す，

f！∫　一ノこ
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